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《序章》








　洗濯物を干しながら横目で確認した朝のニュース番組では、若い女性気象予報士が「今日は、全国的に春らしい天気となるでしょう」と、にっこり笑顔を見せていた。

　そんな予報に反して、見事、花曇りとなった都内某所。大学の最寄り駅から徒歩五分の距離にある、ケーキセットが人気のカフェ。

　いつもは女性客で賑わうその場所も、大学が春休み中のためか、店内は閑散としていた。

　三月半ばのテラス席は肌寒く、薄手のダスティピンクのカーディガンにオフホワイトのカットソーと淡いグレーのフレアスカートという格好で、松まつ井い鈴すず菜なは小さく身震いする。

　安易に天気予報を信じたことを後悔するが、今更思っても、後の祭りだ。

　テーブルの向かいにいたはずの今日のお茶の相手は、鈴菜がぼんやりしているうちに帰ったらしい。

　そういえば、と思い出すのは、悪意に満ちた微笑みとわざとらしい「ごきげんよう」の捨て台詞。誰にでも分け隔てなく接する社長令嬢も、裏ではこんな顔をする人だったのか、と、驚くばかりだった。

　テーブルの上で、二組のティーセットの影が西日を受けて長く伸びていることに気づき、鈴菜は、自分が思う以上にこの場で無為に時を過ごしていたことを悟る。

　今更ながらこのまま席を占領するのも気が引けて、ふらつく足で立ち上がり、会計を済ませた。

　ひとり暮らしのアパートに帰る気になれず、あてもなく街を歩いた。正確には、帰るという当たり前の行為でさえ、彼女の頭に浮かばなかった。

　何度か通行人とぶつかりそうになり、何度か段差に躓いた。

　様子のおかしい彼女を怪訝そうに、あるいは、心配そうに見る者もいたが、その視線も気にならなかった。

　ずっと鳴り続けていたらしいスマホに気づいたのは、辺りがすっかり暗くなってからのことだ。

　営業時間を終え、電気の消えた郵便局の前で立ち止まる。

　バッグから取り出したスマホは、ちょうどそのタイミングで振動を止めたが、飽きもせず、数秒置いて、また新たな着信を告げる。液晶に表示された《拓たく海み》の名前を見て、鈴菜は身をかたくした。条件反射で、昼過ぎの記憶が蘇る。

　手慣れた様子でスマホを操作する長い指と、淡い桜色に塗られた綺麗な爪。

　得意げに結婚や家柄や格式について話す明るい声と、勝ち誇った笑みをたたえる唇。




『あの人が、あなたなんかと真面目に付き合うと本気で思ったの？　ずいぶんおめでたい田舎者なのね』




　理不尽な言葉の刃を思い出し、鈴菜は、カサついた手で口元を覆った。桜色のおしゃれなネイルとは程遠い、爪を短く切りそろえた手だ。

　対面から来る自転車を避けようと身体を動かし、郵便ポストに背中をしたたかにぶつけた。一瞬遅れて鈍い痛みが走る。その痛みさえ非現実的で、まるで別の誰かの肉体を借りているかのような朧気な感覚だった。

　履き慣れないパンプスで歩き回ったせいか、靴擦れしたつま先も痛い。

　けれど、記憶だけは間違いなく自分のもので、先ほど見せつけられた写真を、まぶたの裏に細部まで鮮明に思い起こすことができた。

　大袈裟なまでにシワの寄った白いシーツ。

　情事の名残を思わせる気怠い雰囲気で、ゆるく絡み合う裸の男女。

　小柄な女を抱き寄せた男の肩には、規則正しく三つ並んだ特徴的なほくろ。

　──男の顔が写っていなかったことが、せめてもの救いか。

　いつの間にか手の中で振動を止めていたスマホが、諦め悪く、再び着信を告げる。

　親指で通話ボタンをタップすると、間髪を入れずに相手の声が聞こえた。

「鈴菜？　今、大丈夫か？」

「……ん、平気。どうしたの？」

「鈴菜の方こそ、昨日、電話くれてただろ？」

「あ、……そっか、そうだったね」

　耳元で聞こえる男の声は、どこか距離を感じさせるいつもと同じ冷めたトーンで、それが余計に不安を煽った──。




　その翌朝。

　ベッドの上に膝を抱えて座り、鈴菜は、スマホのメッセージアプリを起動した。指に力が入らず、《さようなら》の五文字を入力するのに時間がかかった。

（……これで、いいんだよね？）

　一晩中、何度も繰り返した自問自答。最後にもう一度だけ、自分自身を納得させるために「うん」と小さく頷いて。

　宙に浮いていた親指が音もなく送信ボタンに触れるのを、どこか他人事のように見守った。

　ぼんやりとした頭で。

　寝不足で赤くなった目で。

　粉々になってしまった心で。

　あっけなく終わってしまった、遅咲きの初恋だった。

　同じ大学で、同じゼミの彼──星ほし崎ざき拓海は、正義感が強くて、行動力があるだけではなく、地味で目立たない鈴菜にも気さくに声をかけて仲間に入れてくれる、優しい一面も持っていた。拓海と言葉を交わすことができるグループワークが次第に楽しみになり、やがて授業後や昼休みに立ち話をするまでになって、その気持ちはますます強くなった。

　何かの事情で拓海が大学を休んだ日は彼女も授業に集中できず、そこで初めて、彼に異性としての好意を寄せていることを自覚した。

　拓海に告白された時は、何かの間違いではないか、と思った。

　デートも、キスも、そしてその先も、すべて拓海が教えてくれた。

　苦しくなるほど大事な思い出が走馬灯のように蘇り、鈴菜は嗚咽を漏らす。

　思い直すことのないように、彼の連絡先は削除した。

　そこまでしてようやく、彼女は自分自身に泣くことを許した。




　好きだった。

　大好きだった。

　愛していた。

　彼が彼でいてくれる、ただそれだけで、鈴菜は彼のすべてが愛おしかった。

　だからこそ、手放すことができた──。







《第一章》








　四月の第二金曜日。一般的な退勤時刻はとうに過ぎ、早い人なら夕食も終えているであろう時間帯。

　そんな半端な時間に、コーヒーチェーン店の女子トイレにある狭い洗面台で、鈴菜はひとり、手を洗っていた。

　松井鈴菜、二十七歳。地方の公立高校を卒業後、都内の私立大学の経済学部に入学した。卒業後は文具メーカーに就職し、総務課に配属されて真面目に仕事に取り組んだが、事務職とは違ったやりがいを求めて、半年前にステルラビール株式会社の営業職に転職した。

　ステルラビール株式会社は、主にアルコール飲料を取り扱う大手メーカーだ。国内のアルコール飲料のシェア率で一・二を争う企業で、世界の主要都市にも支店が複数ある。毎年行われる就活生の人気ランキングでも、欠かさず名前を見かける。

　経営母体であるステルラグループではアルコール飲料以外にも食品関係や人材派遣など手広く事業を展開しており、全体での総従業員数は二万人ほどだ。ステルラビール株式会社だけでも、五千人が働いている。

　そんな大企業の中途採用に受かったのは、自分の生真面目な性格を評価してもらえただけに違いない、というのが鈴菜の自己分析だ。

　他に、特に目立った長所も取り柄もない。

　鈴菜自身はナチュラルメイクでそれなりのレベルに見せているつもりだが、もとの容姿に関してはせいぜい十人並だろう。生まれつき色素の薄い焦げ茶色の髪はセミロングのストレートで、ルート営業という仕事柄、普段は後ろでひとつにまとめている。スーツも、どちらかというと動きやすさとコスパ重視。派手に見られるのを避けるため、装飾品も滅多に身に着けない。

　要するに、どこにでもいる地味で平凡な独身会社員だ。

　ところが今日は、そんないつもと同じ飾り気のない、良く言えば『きちんと感のある装い』に、隠せない疲労が滲む。

（……隈が消えないし、顔色も悪い。我ながらひどい顔してる）

　コンシーラーとファンデーションで化粧を直し、憂鬱な気持ちのままトイレを後にする。

　窓際のテーブル席に向かいながら、店内を何気なく見回す。オフィス街という特殊な立地にあるコーヒーチェーン店は客もまばらで、残業用にテイクアウトのコーヒーと軽食を買っていく会社員がぽつぽつといる程度だった。

　そのせいで、明らかにサラリーマンらしからぬ装いの黒いポロシャツ姿の男は、周囲の人目を引いた。

　トイレに立った隙に男が追加でコーヒーを頼んでしまったことだけは計算外だった。湯気の立つコーヒーにこれでもかとスティックシュガーとミルクを加えているのが見え、自分の舌の方がおかしくなりそうで顔が歪む。

　逃げ出すタイミングを逃した、と、鈴菜は通路を歩きながら心の内だけで何百回目かのため息をついた。

　鈴菜が腰を落ち着けるのを待たず、ポロシャツにチノパンスタイルの男が満面の笑みで彼女を出迎えた。テーブルの上では、鈴菜の分と思しき新しいコーヒーも湯気を立てている。

「あ、鈴菜さん！　コーヒーのおかわり、買っておきましたよ。遠慮せず、どうぞ飲んでください。──まぁ、僕としてはこんなところでコーヒーを飲むより、もっと別なところに行く方がいいと思うんですけどね」

　発言が店員の耳に入ることを気にしてか、あるいは少しでも対面に座る鈴菜に近づくためか、男は身を乗り出して、声をひそめた。

　返事の代わりに、さりげなく身を引き、曖昧に愛想笑いを浮かべる。

　数分前にトイレで隠した目の下の隈。その原因のひとつは目の前に座る男──水みず原はら俊とし広ひろだ。

　水原は、鈴菜が受け持つ営業先の一つである、ダイニングバーの店長をしている。

　と言っても、首都圏を中心に店舗数を増やしている実質的な顧客は水原の父親の方で、息子の彼は数か月前に二店舗を引き継いだばかり。本来であれば店長としての職務をまっとうするのに忙しく、鈴菜に構っている暇などないはずだが、なぜか水原は仕事そっちのけで鈴菜につきまとっている。

　今もそうだ。

「鈴菜さん、遠慮しないで、この後ふたりでうちの店に飲みに行きませんか？　最近、若い女性向けの新メニューを出したんですよ。きっと鈴菜さんも気にいると思うなぁ」

「いえ、申し訳ありませんが、そういうのはちょっと──……」

　婉曲な断りの言葉を口にするのも、これでもう何度目だろう。察しの悪い水原に、嫌悪感が募る。

　転職後、社内研修とＯＪＴを済ませ、営業としてひとり立ちしてまだ数か月。できれば面倒な人は避けたいが、かと言って、はっきり断って仕事に支障が出るのも避けたい。

　そんなどっちつかずの鈴菜に、脈アリと勘違いしたのか、水原がさらに身を乗り出す。

「他の店の方が良ければ、それでもいいですよ。個室のある和食の店とか、ふたりきりになれる居酒屋とか。あ、外で飲むのが嫌いなら、鈴菜さんのアパートに行くのはどうです？　ほら、そうすれば鈴菜さんがいくら酔いつぶれても安心だし。僕が介抱しますよ」

　ニタニタと下卑た笑いを浮かべる水原に、背筋が凍った。

（──どうしてこの人、私がアパート暮らしだって知ってるの？）

　過去の雑談でも、もちろん自分のプライベートについて話した記憶はない。

　真っ白になった頭に、ここ数か月、アパートや最寄り駅の近くで頻繁に見かけるようになった男のシルエットが浮かんだ。──もうひとつの、鈴菜の目下の悩みの種だ。

　問題の男は、百六十センチの自分と同じくらいの背丈に、お腹周りに肉のついた、ちょうど目の前の水原と同じような体型。いつも暗いところにいるその人物は、話しかけてくるわけでもなければ、危害を加えるわけでもないが、鈴菜を監視しているようでただただ気持ち悪い。

　そして、それと時を同じくして、アパートの玄関や郵便受けで見かけるようになった嫌がらせの数々。郵便受けに差し込まれた不審なメモ書き、玄関のドアに撒き散らされた牛乳、誰かが触った形跡のあるポストダイヤル錠。

　ストーカーかと思うが、明確な証拠や目撃者もなく、警察に相談するほどの被害も出ていない今の状況では打てる手立てもなかった。

　背筋をじとっと冷たい汗が伝い、恐怖で足が震える。

（もしかして、──最近ずっと私につきまとってるのって、この人なの……？）

　考えれば考えるほど、水原とストーカーの男は似ているように思え、この場から逃げ出したい衝動に駆られる。

「いえ、そういうのもちょっと……。あの、水原さん。すみません、弊社の新商品とビールサーバーの件でご相談ということでしたし、用件が済んだので私はそろそろ──」

　退勤時間を狙って会社のエントランスで待ち伏せされたことも不快だったが、その用件が電話一本で済むような新商品についての質問だったことも不快だった。今回が初めてではないことも腹立たしい。

「まあ、そう言わず。まだいいでしょう？　鈴菜さん、今、好きな人やお付き合いしてる人はいないんですよね？」

　その質問で、隣に置いた鞄に手を伸ばそうとした鈴菜の動きが止まった。

　五年間、片時も忘れることができなかった男の顔が、鮮明に蘇る。

　それを振り払うように慌てて小さく頭を振るが、水原にどう答えるべきか判断しかねた。

　好きな人も付き合ってる人もいなくても、忘れられない人がいる──。

　思い出すだけで胸が痛み、泣きたくなる。そんな切実な想いを、下を向き、ぎゅっと目を閉じて必死でやり過ごす。社会人として何か当たり障りのない返事をしなければ、と焦って頭を上げた瞬間、静寂を突き破る低いテノールが聞こえた。

「失礼。鈴菜に、──彼女に何かご用ですか？」

　気配もなく鈴菜たちのテーブルに近寄っていた、深みのあるテノールの主。

　ひと目で上質とわかる濃紺のスリーピースに包まれた、百八十センチ前後の長身。前髪ごと後ろに撫でつけられた黒髪。意志の強さを感じさせる眉に、獰猛さを隠した眼差し。高すぎず低すぎない形の良い鼻と、完璧に左右対称な弧を描く口元。

　誰に聞いても美形と評される整った顔立ちは、鈴菜がよく知った──そして、たった今、切ない想いと共に脳裏に思い描いたものとほとんど同じで、驚きのあまり呼吸も忘れた。




　星崎拓海。

　──鈴菜の元カレ。




　彼が天から授かったのは、その類い稀な容姿だけではない。

　ステルラグループの創業者を祖父に持つ彼は、つまり、ステルラグループの御曹司でもある。拓海自身も、大学卒業後はグループ会社のアメリカ支社で後継者として仕事に邁進しているはずだった。

　ステルラビールに転職した際、いずれ、何らかのかたちで拓海の姿を目にする機会もあるかもしれないと覚悟はしていた。ただし、それはもちろん、遠目で見る程度だと思っていたし、住む世界が違うという現実も充分に理解していた。逆に言えば、それだけ身分の違う存在なのだから直接会うこともないはずで、転職しても平気だろうとたかをくくっていたのだ。

　いるはずのない男が目の前に立っている現実に、無意識に声が出た。

　「た、……くみ？」

　名前を呼ばれ、笑みを深くした彼は、我が物顔で鈴菜の手首を掴むと、そのままソファーから立ち上がらせる。あの頃と同じで少し日焼けした健康的な男の肌と、白い自分の肌のコントラストは、奇妙な既視感を生む。

　バランスを崩した鈴菜は小さくよろめいたが、拓海はそんな彼女を鞄ごと庇うように抱きとめ、それから当たり前のように自分の背中に隠した。最後に見た時よりも広く大きくなった背中に、鈴菜の心臓が大きく跳ねる。

「もう一度言います。何かご用があれば、私が代わりにうかがいますが？」

　慇懃な物言いは、水原を現実に引き戻すきっかけになったようだった。

　突然の闖入者に言葉を失っていた水原が、瞬時に顔を真っ赤にして立ち上がる。

「な、何だ、一体！　突然乱入してきて、失礼じゃないか！」

　唾を飛ばしてわめく中年男性の見苦しさに、レジにいた大学生らしい店員がこちらに向かって露骨に眉をひそめるのが見えた。店内に数名いた客も、不愉快そうな表情を隠そうともしない。

「ああ、申し訳ない。まだ名乗っていませんでしたね。星崎拓海。ステルラビール株式会社のＣＥＯです」

　名刺も出さなければ、頭を下げることもなく、まして、水原の名前を問い返すこともない。捉え方によっては、目の前の相手を敵だとも思っていない不遜な振る舞いだが、拓海は不思議と、それが許されるだけの威圧感を放っていた。

　性別以外に何ら共通点のないふたりが、静かに睨み合う。

「……シー、イーオー」

　まるでそれが生まれて初めて聞いた言葉であるかのように、水原が鸚鵡返しに呟いた。

　状況を理解できないのは鈴菜も同じで、掴まれたままの右手を振りほどこうとするが、そうはさせまいと拓海の手にも力がこもる。

「ま、待て！　ＣＥＯだかなんだか知らないが、今はプライベートだ！　ただの上司のキミに、僕と鈴菜さんの時間を邪魔する権利はないだろう！」

　終業後の待ち伏せとアポ無しの急な商談を勝手にプライベートの時間にされたことも、ＣＥＯをただの上司と言い張る水原の無知さも、もはやどこからつっこみを入れていいのかわからず、鈴菜はこっそり頭を抱える。よもやここまで会話の通じない相手だったとは、と、さっさとこの場を逃げ出したい気持ちでいっぱいだった。

　幸い、この会話を迅速に終わらせたいと思う人間はもうひとりこの場にいたようで、地を這うような低い声が、あたりに響く。

「なるほど。プライベート、ですか。それは、なおさら聞き捨てなりませんね。なにしろ──」

　再びぐいっと腕を引かれ、気づいた時には、拓海に肩を抱かれていた。あからさまに親密な距離感に、条件反射で体温が上がる。

　昔を思い出すような柑橘とミントの混ざった爽やかな香りが漂い、一瞬だけ、五年の歳月などなかったかのような錯覚に陥った。

「鈴菜は、俺の恋人なので」

「な、……こ、恋人!?」

　信じられない、という顔で鈴菜と拓海の顔を見比べる水原に、拓海が冷ややかな眼差しを返す。まるで水原が鈴菜に視線を向けることさえも不快だと言わんばかりの態度だ。

　鈴菜自身も驚きで声が出ないが、これ幸いと、ひとりだけ冷静な男が言葉を続けた。

「ええ。ですから、金輪際、彼女に余計なちょっかいを出さないでいただきたい。ことと次第によっては私も容赦しませんので。──行こう」

　最後の一言は鈴菜に向かって発せられたものだが、言った当人は返事も待たずに鈴菜の肩を抱いたまま歩き出した。




　コーヒーショップを出て無言のまま雑踏を縫うように歩く。拓海がやっと足を止めたのは、赤信号のスクランブル交差点だった。

　一日の終わり。しかも、ウィークデーの終わり。疲労を滲ませた会社員が多い中、涼やかに息も切らさず立ち尽くす拓海は、水原とは正反対の意味で人目を引いた。

　そんな彼に肩を抱かれたまま、周囲の女性からの羨望とやっかみの混じった視線を受け、いたたまれない気持ちになる。

　それでもなんとか先ほどよりは話を聞いてもらえる状態になった、と、鈴菜は抗議の声を上げた。

「ちょっと、拓海！　さっきのあれ、どういうことなの？　うちのお得意様なのに、どうする──」

「お得意様？」

　前方の信号から鈴菜の方に顔を向けた拓海は、そのまま視線だけを彼女の後方に向け、不愉快そうに眉をしかめた。

「さっきのあいつ、ステルラビールの顧客なのか？」

「え？　そ、そうだけど……」

「ふうん。あんなやつがうちの顧客ね……。とりあえず、ちょっとそこのコンビニに寄ろう」

　信号が青に変わった瞬間、拓海はそう言ってまた歩き出した。肩を抱かれたままの鈴菜も、しぶしぶそれに従う。

　拓海は、宣言通り道路の反対側にあるコンビニに入り、店の奥の飲み物売り場で立ち止まった。けれど、商品には興味がないのか、しきりに店の外を気にして、うんざりしたように小さくため息をついた。

「あの男、ずっとついてきてる」

「えっ……」

「この店に入ってくる気はなさそうだし、少し離れたところに立ってるけど、間違いない」

　忘れていた恐怖心と吐き気が一瞬で蘇り、鈴菜の顔から血の気が引いた。

　恐る恐る棚の陰から店の外に視線を向ければ、確かに、見覚えのあるポロシャツ姿の男が車のヘッドライトに浮かんで見えた。

「危なそうなやつだし、今日はこのまま家まで送る。仕事は？　直帰できるか？　いくら顧客でも──」

「ダメ。ダメだよ、帰れない……」

　鈴菜の手の中で、鞄から取り出したばかりの仕事用のスマホが振動する。そこに表示された《水原》の名前に、脚が竦んだ。

　彼女の異変に気づいたのか、ペットボトルの棚に手を伸ばそうとしていた拓海が、首を曲げて顔を覗き込んだ。手元のスマホに気づいたのか、苛立たしげな舌打ちの音が聞こえる。

「水原って、あいつか……」

　それは疑問ではなく、ただの確認だった。それでも念のため、鈴菜は無言のまま頷く。

　半端に開いていた冷蔵用のドアが、パタンと閉まる。

「……鈴菜？」

　鈴菜の顔を覗き込んだ拓海によって半ば無理やり目を合わせられ、熱を帯びた視線に射抜かれる。

　安心させるように肩をやさしく撫でられ、強張っていた身体から少しだけ力が抜けた。

「鈴菜、落ち着け。諦めさせるために、俺が鈴菜の恋人だってあの男に見せつければいい。大丈夫だ」

　その後の拓海の行動は、迅速で的確だった。少なくとも鈴菜の目にはそう映った。

　ミネラルウォーターのペットボトルを二本購入する間も、片手で器用にスマホを操作する間も、決して彼女から手を離さなかった。

　コンビニを出る時には「怖かったら下を向いてて大丈夫だから」と鈴菜を安心させて、彼女を守るように、歩幅を合わせて歩いた。

　あの頃と同じなのに、あの頃と違う──説明のつかない違和感は、なぜか同時に、言いようのないときめきを鈴菜にもたらした。





◇◇◇






「今夜はここに泊まろう」

　ピカピカのネオンと南国をイメージした外観の建物の前でそう告げられた瞬間、言葉が出なかった。

　貞操の危機に対する不安や戸惑いより、単純な疑問が湧く。

　眉をひそめれば、真っ直ぐな眼差しを向けられた。

「……ここに？　どうして？」

　確かに、水原に住所を知られている可能性がある以上、ひとりでアパートに帰るのは怖い。けれど、それがなぜ拓海とラブホテルに泊まるという選択肢に繋がるのか。

「ああ。これ以上ないくらい恋人らしい場所だろ。さっきネットで調べたら、あのコンビニからいちばん近いホテルがここだったんだ。どこまでもついてこられるのも、さすがにうざい」

　水原は、こそこそ隠れるつもりもないのか、ここまで歩く間もずっとふたりの後ろをついてきていた。

「仮にタクシーを拾ったとしても、そのタクシーを地の果てまで追いかけてきそうな執念深さだしな……」

　なんでもないことのように言って、淡々と宿泊手続きを済ませる男を盗み見る。

　小さな声でぶつぶつ何かを呟いているのは、どうやらこういう場に不慣れなせいらしい。

　こんな時だと言うのに独占欲を満たされた心地になってしまうのはどうしてだろう。その疑問の答えを考えるのはやめにして、鈴菜は拓海に促されるままに部屋に足を踏み入れた。

　ドアの向こうは、外観からイメージしていたほど華美な装飾もなく、やたらと大きなベッドが真ん中に置かれた普通の部屋だった。かろうじて特徴と言えるのは、窓がないことくらいか。

　頭上から拓海の「へー」という感心した声が聞こえ、やっと肩の拘束が解かれる。

　体温の高い男の手が離れた瞬間、寂しいと思ってしまったのは、思っている以上に心が弱っているせいかもしれない。

　けれど、そう思ったのは一瞬で、今度は手首を掴まれ、ベッドのそばまで引っ張られた。鈴菜のバッグが床に転がる。その衝撃で、未だに振動している仕事用のスマホが床に転がり落ちたが、ふたりとも液晶に表示された《水原》の名前は見て見ぬふりをした。

　拓海はふかふかの布団の上に腰を下ろし、大きく開いた両脚の間に鈴菜を引き寄せた。

　自分の胸の高さに昔の恋人の顔があり、見覚えのある大きな黒い目に見上げられている。

　無意識に、昔よくそうしたように男の髪を撫でようとして、すんでのところで思いとどまった。動きかけた指が行き場を失い、それを誤魔化すために手をぎゅっと握りしめる。

「……で？　あの男のフルネームと、勤めてる会社は？」

「フルネーム？　えっと、確か、水原俊広さん……だったかな。ステルラビールの営業先のダイニングバーで店長をやってる」

　ダイニングバーの名前も告げたが、心当たりがなかったのか、拓海は「ふぅん」と頷いただけだった。

「そのダイニングバーは鈴菜の担当なのか？」

「うん、まあ……。私、今はステルラビールの営業部で──」

「知ってる。と言うか、さっき知った」

　拓海は、ククッと喉を鳴らすように笑うと、かたちの良い人差し指で、目の前にぶら下がっている鈴菜の社員証を突いて揺らした。

　かつての恋人との距離を測りかねている鈴菜をよそに、この男は何の躊躇も遠慮もない。

　胸に予想外の刺激を受け、鈴菜の腰がピクッと跳ねる。逃すまいとするかのように、拓海は反対側の手で鈴菜の腰を掴んだ。

「仕事中はともかく、定時後にこんなの首から下げて社外をうろちょろしてたら危ないだろ」

「だ、だって、水原さんとの打ち合わせが急に決まって、仕方なく……」

「ふぅん。ま、おかげで俺はあの場でおまえの勤務先と所属がわかってラッキーだったけど。探す手間が省けた」

「……ねぇ、そういえば、どうしてあそこにいたの？」

　今更ながら不思議に思って尋ねれば、拓海は目元を緩めた。

「いや、あの店にいたわけじゃなくて、たまたま店の前を通りかかって、鈴菜を見つけたんだ。今日は本社にちょっと顔を出しただけで、そのまま地下鉄で帰ろうと思ってたから」

　拓海の答えに、鈴菜も納得する。

「それにしても……まさか鈴菜が、うちで働いてるとは思わなかったよ」

　ネームホルダーの上から人差し指で《松井鈴菜》の名前をなぞられ、服越しに伝わるもどかしい刺激に身体が素直に反応する。

　別れてから一度も連絡を取っていなかった元カレが、なぜ自分の勤務先を知っていたのか不思議だったが、これのせいだったのか、と納得した。確かにステルラビール株式会社の社員証は、ロゴが大きく印刷されたシンプルなデザインで、遠目であっても関係者が見ればすぐに内部の者だとわかるだろう。

「そ、それより、拓海、さっきの話って本当なの？　ステルラビールのＣＥＯに就任するの？」

「あぁ。来週の月曜日にはプレス発表の予定。噂で聞いてない？」

「……え？」

「あれ？　もう社内で結構な噂になってるって聞いたけど、鈴菜の耳には伝わってないのか」

　小首を傾げた男は、「俺、次期ステルラビールのＣＥＯ」と自然な仕草で口角を上げた。それは、付き合っていた頃、ふたりきりの時だけに拓海が時折見せた気取らない笑顔で、鈴菜は心臓を鷲掴みにされたかのような衝撃を受ける。あの頃と同じで、自分だけ特別なのだ、と勘違いしてしまいそうになり、慌てて頭を振った。

「──って言っても、今月末の株主総会で本決まりになるってだけの話だけど。まぁ、筆頭株主の承認は得てるし、問題ないだろ」

　なんでもないことのように軽い口調でそう言う拓海に、やはり住む世界が違うのか、と痛感させられる。

「そんなことより──」

　拓海の眼差しが厳しくなり、鈴菜の身体がこわばった。

「あの男、普段からあんなにしつこいのか？」

　質問しながら、拓海の視線は床の上のスマホに向けられた。いつまでも振動し続けるそれは、水原の異常性を物語り、鈴菜を追い詰める。

「そうだけど……だ、大丈夫。自分でなんとかする！　今日は巻き込んじゃってごめんね。助かったよ。でもこれ以上拓海に頼るわけにいかないから！」

「そういうわけにはいかない」

　鈴菜の両手首を、拓海の大きな右手が簡単に捕らえる。その力強さに、彼の男らしい一面を垣間見た気分になった。水原の非常識な言動に疲れ切った心が、拓海から感じる保護欲に無条件で白旗をあげたがる。

　葛藤する鈴菜の心を懐柔するように、低く真剣な低音が彼女の鼓膜を震わせた。

「まさか、住んでるところも知られてるのか？」

「──ごめん。拓海には、もう迷惑はかけないから……」

　中途半端なところで言葉が途切れた。考えるより先に口から出た謝罪に、これではまるで、拓海の質問を肯定しているだけだと悟る。

　拓海も同じように理解したようで、眉間のシワを深めた。

「なるほど。つまり、住所を知られてるんだな。それ以外は？」

「たいしたことは……」

「あのな。普通の人間は、いくら好きな相手でもつけ回したりしないし、まして、こんなにしつこく電話したりなんてしない。いいから、おかしいと思うことを全部話して」

　反論は許さない、と言わんばかりの強い視線。腰を抱く、熱く大きな手のひら。手首を拘束する、もう一方の手。苛立たしげな態度は自分を案じてくれているせいだとわかり、恐怖はなかった。

　むしろ、こんな状況なのに安心感さえ覚える。

　気づけば、震える声で、思いつくままにこれまでのことを話していた。

　水原が店長になってから、しつこくプライベートでの逢瀬を誘われていたこと。なんとか誘いをかわしていたが、そのうち仕事を理由に頻繁に店舗に呼ばれたり、会社の前で待ち伏せされたりするようになったこと。数週間前から、アパートや最寄り駅の近くで不審な男の気配を感じるようになったこと。その男の体型がどことなく水原に似ていること。水原はなぜか、鈴菜がひとり暮らしであることを知っていたこと。そして、玄関や郵便受けの違和感。

　混乱した頭での説明はおぼつかず、何度もつっかえたり、言い直したりしたけれど、拓海は相槌を打つだけで急かすことはなかった。一度、コンビニで買ったミネラルウォーターのキャップを開封するために手を離したが、それ以外はずっと鈴菜の背中や手をさすってくれていた。

　手渡された水は喉だけでなく荒んだ精神も癒すようで、そのささやかな優しさは、鈴菜の心に染みた。

　うっかり緊張を解き、凪いだ心にハッとして、自制のために唇を噛む。

（何考えてるの、私ったら。私たちはとっくに別れてるのに、この優しさに深い意味なんてあるはずないでしょう。次期ＣＥＯとして従業員の安否を気遣ってるだけ！　この人は、──拓海はステルラグループの御曹司で、将来はきちんとした家柄の女性と結婚するんだから！）

　今日は、やけに心の古傷が痛む日だ。

　けれど、泣きそうになった鈴菜を見て、拓海は勘違いをしたらしい。小さく「わかった」と呟き、鈴菜を抱きしめた。

「明日の朝、一緒に鈴菜の荷物を取りに行こう。ひとまず、俺のところに引っ越せば良い。あそこならコンシェルジュがいるし、セキュリティーもしっかりしたところだから、安心していい」

　抱きしめられる安らぎと、耳元で囁かれる言葉。そのひとつひとつに決心が揺らぎそうになり、逃げるように拓海の肩に両手をついて距離を取る。

「何言ってるの！　大丈夫。不審者のことは私の気のせいかもしれないし、水原さんのことだってちゃんと断るし、だいたい拓海にそこまで迷惑かけるわけには──」

「迷惑なんかじゃない！　好きな女が困ってるのに、黙って見ていられるはずがないだろう？」

　大きくなった声に、鈴菜の身体がびくりと跳ねる。

「でも、拓海には婚約者が──」

「婚約者？　そんなもの、いるわけない。配偶者も、恋人も、鈴菜が心配するような女はひとりもいない」

　一語一句、絞り出すようにして告げられた言葉に、鈴菜の混乱はますます深まる。

「……う、そ……」

「嘘じゃない。そんなことより、今はまず鈴菜の安全が先だ。あの手の男には、婉曲な言い回しなんて通じない。さっき俺が鈴菜の恋人だって言った時も信じてなかったし、だからこそ、あんなにしつこく俺たちを追いかけてきたんだろ。そんな危険なやつが鈴菜のそばをうろついてるとわかってて、放っておくことなんてできるか」

　迷いのない拓海の視線は明らかに熱を帯び、鈴菜の身体が歓喜に震えた。直後、理性が全力でブレーキをかける。

「な、何言ってるの！　私たち、五年も前に別れたじゃない！」

「鈴菜が一方的にそう決めただけだ」

　再び彼女の右手首を掴んだ拓海の手には、先ほどより力がこもっていた。それが、付き合っていた頃からのこの男の癖であることを思い出し、そんなささやかな記憶に泣きたい気持ちになる。

　目を逸らすことを許さない、とばかりに、拓海のもう一方の手が鈴菜の頬に添えられた。

「──こうして鈴菜を見つけた以上、俺はどんな手を使ってでもこれからおまえを落とす。全力で。どんな手を使ってでも、だ」

　その言葉に偽りなどない、と、暗に伝える拓海の意志の強い眼差し。

　ほんの一瞬で鈴菜の身体は火がついたかのように熱くなり、歓喜と羞恥からそっと俯いた。静寂の中、鈴菜の心臓の音だけがうるさいくらいに耳に響く。

（──私、こんなに真っ直ぐで率直な話し方をする拓海、知らない……）

　いつの間にか、スマホの振動も止まっていた。

「だいたい、何の説明もなく、さようならのメッセージだけで全部終わりにしたつもりか？　あいにくだが、俺はそもそも別れ話に納得していない」

　きっぱりと言い切られ、戸惑いが隠せない。何か言わなければ、と気持ちは焦るが、言葉が見つからなかった。

「だって──」

「好きだ、鈴菜。あの時、どうして突然、別れ話なんてした？　どうして突然、俺の前から姿を消したんだ……？」

　後頭部に手のひらの熱を感じた次の瞬間、目の前に拓海の顔があった。傷ついたような、悲しんでいるような、心細そうな顔つきは鈴菜が初めて目にするもので、彼女の心まで痛む。

「その話は、……したくない」

　蚊の鳴くような声だが、はっきりした拒絶だった。拓海もそれを感じたのか、瞳に燻る哀しみが深くなった気がした。

　抵抗する間もなく、返事の代わりに、やわらかな唇が押しつけられる。記憶にあるより強引で感情的な口づけに、頭がくらくらして、身体の奥が甘く疼く。

　理性をかき集めて拓海を押し返そうとするが、ふらついた身体は、次の瞬間、拓海の胸に抱き止められていた。

　背中に腕が回され、柑橘とミントの清潔な匂いがふわりと鼻先をくすぐる。両腕で抱きしめられる息苦しさにさえ、言いようのない幸福を覚える。

　無理やり心の奥底に閉じ込めていた想いが、その瞬間、一気に溢れ出した。




　もう二度と、抱きしめられることはないと思っていた。

　もう二度と、キスされることもないと諦めていた。

　もう二度と、名前を呼ばれることさえ叶わないはずだった。




　泣きたくなるのを堪えて目を閉じれば、ふわりと身体が宙に浮く感覚に襲われ、ふかふかのベッドに受け止められた。

　反転した視界に少し汚れた天井と拓海の整った顔が見え、自分が寝台に押し倒されたのだとわかった。逃げようともがく両手は、左右の耳横でシーツに縫い留められる。

「好きだ。鈴菜、好き……。どうして急にいなくなったんだ──？」

　触れるだけのキスと惜しみなく重ねられる言葉に、弱った心が折れそうになる。

（私も、──好き）

　心の中だけで五年ぶりに呟いた本音は、鈴菜が思う以上に自然に、ストンと彼女の中におさまった。

　やむを得ない事情で、『さようなら』と別れのメッセージを送った。彼と二度と会うまいと、アパートは解約し、共通の友人や知人の連絡先も消した。

　けれど──。

「……鈴菜」

「ダメ、拓海、──やめ、……んっ！」

　優しく鈴菜の名を呼び、繰り返し角度を変えて押しつけられるやわらかな唇。時折ぬるりと唇を舐める、やわらかな舌。

　どこまでも情熱的なキスの嵐を受け止めるだけで、体温が上がる。高ぶる心も、高ぶる身体も、抑えがきかなくなりそうだ。

　手首の拘束を解こうともがくが、拓海の指がさらにきつく鈴菜の皮膚に食い込む。

（どうして、──どうしてこんなに必死に、情熱的にキスなんてするの……？）

「……ん、ぅ……ふ、ァ」

　言葉にできない想いが、自分でも恥ずかしくなるような甘い喘ぎ声に変わり、唇の隙間からこぼれた。

　その声さえも貪るように、拓海の舌が鈴菜の口内に侵入した。歯列をなぞり、舌をくすぐり、余すことなく内頬をねぶる。情欲に満ちたどこまでも優しい慰撫に、鈴菜の思考が溶ける。

　スーツのジャケットがはだけ、スカートからブラウスが引き抜かれるのを感じた。くすぐったさに身をよじれば、彼の手が一瞬の躊躇を見せた。しかし、すぐにまた、触れるか触れないかのもどかしい刺激を与える指先が、鈴菜のお腹から胸へと進む。

「──っ！」

　大きな手でやんわりとブラのカップごと胸を包まれ、鈴菜の口から吐息が漏れる。

「鈴菜、かわいい。マズいな、やめられそうにない……」

　ブラウスを胸元までたくし上げ、拓海の唇が鈴菜の臍に吸い寄せられる。唾液をまとった舌が窄まりをとらえ、容赦なく舐め上げた。ぞわりとした感覚が鈴菜の全身に走り、逃げるように身をよじる。抱きかかえるようにして腰に回されたもう片方の腕が彼女を優しく拘束し、止まっていた胸への愛撫が再開された。たわわに実ったふくらみが、ブラのレースと共に、男の手の思うままにかたちを変える。

「ゃ、ぁ……っ！」

　ふわふわとした刺激の中、時々拓海の指が敏感になった先端を擦り、そのたびに鈴菜の口から悲鳴に似た呼気がこぼれた。鈴菜の弾む呼吸の理由を悟ったのか、ガラス細工を扱うような繊細な動きでレースがわきに押しやられ、乳嘴が直接、親指と中指で摘まれた。

「ひぁっ！」

　こよりを作るように優しく捻られ、そこからピリリとした何とも言えない快楽が全身に波紋する。

「きれいなピンク。……ここ、かたくなってる……」

「ャ、だって……ンンッ！」

　鈴菜の官能を煽るように親指の爪で胸の突起の先端を擦られた。むず痒いところを的確に掻かれる愉悦は、自然と鈴菜に次のステップへの期待を抱かせる。

「好き……好きだ、鈴菜」

　うわ言のように繰り返される甘い言葉は、耳にも心にも優しい。

　臍、鳩尾、胸の谷間……。時折、強く吸いつくようにして痕を残しながら、拓海の唇は鈴菜の身体を愛撫する。少しずつ場所を変えるキスから逃げようと、鈴菜の背がアーチをつくった。

　けれど、弱った獲物を前にした肉食獣は、むしろその一瞬の隙をついて背中のホックを外し、本格的にブラを退けると、胸の飾りにかぶりついた。

「んぁっ！　──それ、ダメぇ……！」

　乳暈が熱い口内に招き入れられ、かたくなった先端は舌でちろちろと転がされた。まぶたの裏が明滅するほどの悦楽に声を上げれば、わかっているとでも言うように、今度は尖りをそっと吸われる。条件反射で生理的な涙がこぼれる。それと同時に、下腹部に懐かしくも切ない疼きを感じた。

　涙の膜の向こうでは、拓海が眩しいものを見るかのように鈴菜を見つめていた。恥ずかしさのあまり、顔に熱がこもる。

　拓海の肩を押しながらとろりと溢れ出す蜜を誤魔化すために無意識に太ももをこすり合わせれば、それに気づいた彼にスカートをたくし上げられた。ストッキングと下着越しに彼の手が肉襞をなぞる。布を挟んだ歯痒くもどかしい刺激に、鈴菜の尾てい骨が震えた。

　次いで、拓海の大きな手のひらは鈴菜の太ももとおしりをねっとりと愛でる。

「──腰を上げて」

　お願いというより、甘い命令。それに素直に従いそうになってしまったのは、恋人同士だった頃の名残のせいか。

（ダメ！　これ以上は……！）

　一瞬の躊躇の末に拓海を見れば、情欲と雄の色香を孕んだ眼差しを返される。

　今までに見たこともないような、感情を露わにした拓海に圧倒される。

　ドクンと心臓が跳ね、脚のつけ根にまた新たに淫靡な蜜の気配を感じた。秘裂から滴り落ちないようにおしりをもぞりと動かす。その瞬間、大きな手が鈴菜のストッキングとショーツを一気に引き下ろした。

「ャ、拓海、……それ！」

　身体のあちこちに啄むようなキスを受け、鈴菜が身を縮こませる間にも、拓海によって器用にシャツもキャミソールも取り払われた。腰の辺りに残っていたスカートに彼の手がかかり、また乳暈をキツく吸われながら一気に生まれたままの姿に剥かれる。次いで、焦れたように胸の突起に軽く歯を立てられ、強すぎる快感に、鈴菜の口からは甘ったるい悲鳴が上がった。

「ん、ぁァァッ！」

　火照った肌に、シーツが冷たい。

　熟れた果実からゆっくりと唇を離した拓海は、鈴菜の顔の隣に両手をつき、彼女の瞳を覗き込んだ。熱い口内で熱せられた乳頭は、空気に触れただけで痺れるような愉悦を呼んだ。

「鈴菜。──会いたかった」

　五年のあいだ恋焦がれた最愛の男を前に、これ以上の抵抗はできなかった。

　ジャケットとベストを脱ぎ、指一本でネクタイを緩める男は、目に毒だと思ってしまうほど妖艶で美しい。

　けれど、かつてより色気を増した拓海が、自分の脚の間にかがんだことに気づいて、鈴菜は慌てて上体を起こす。両肘をついて身体を支えたのと、拓海の舌が鈴菜の秘裂を舐めたのは、ほとんど同時だった。

「拓海、駄目──！　ん、……あァッ！」

　快感が電流となって鈴菜の全身を駆け巡る。起こしたばかりの上体が再びシーツに沈んだところで、拓海はもう一度、ぬるりと割れ目を舌でなぞった。

「……すごい。どんどん溢れてくる」

　左右の太ももを抱え上げられ、そのまま広い肩に乗せられた。誰もが振り返るほどの美丈夫が、熱い眼差しで自分の秘処を見つめ、しかも舌で愛撫を与えているという信じがたい現実に目眩を覚える。

　けれど、頭や心より先に、身体の方が反応した。

　与えられる愉悦を余すことなく受け止めようと、気持ちとは裏腹に、ひくひくと蜜口が痙攣を繰り返す。唾液と陰蜜の混じったとろりとした液体は襞を伝い、臀部にまで届いた。

「鈴菜。最後まではしないから、力を抜いて、このまま感じて──？」

「ヒャ──、ンンッ！」

　脚を高く持ち上げられ、秘裂が天を向いた。大切な宝物を愛おしむかのように、拓海の舌が優しく秘めた入り口を舐め上げ、舐め下ろす。右の襞から左の襞へと順に唇で食まれ、初めて経験する刺激にぴくぴくと身体が震える。

（──っ、こんなことする拓海、知らない……！）

　止まらない嬌声を無理やり抑えるために、鈴菜は手の甲で口を覆った。もう一方の手で指が白くなるほどシーツを握りしめるが、それでも逃しきれない快感が彼女の体内に蓄積する。

　ずぶずぶと快楽の海に引き摺り込まれ、きゅうきゅうと子宮が収縮した。

　愛おしげに自分に口淫をほどこす男。ちゅぷちゅぷと生々しく響くいやらしい蜜音。視覚も聴覚も淫らに犯され、身も心もわななく。

　充分すぎるほどに潤った泥濘に、ゆっくりと長い指が一本挿し込まれる。

　久しぶりに異物を受け入れたそこに一瞬だけ違和感を覚えたが、おそろしいほどすぐに馴染んだ。

　何かを探すように隘路をぐるりとひと撫でした指先が、迷いなく、鈴菜の最も敏感な場所を引っ掻く。お臍のあたりを内側から撫でられるような強い感覚に気を取られれば、まだ終わりじゃないと、今度は男の舌が肉襞に隠れた秘珠をなぶる。ぷっくりと充血しているであろう淫蕾は、丁寧すぎる口淫に打ち震える。

　ナカとソト。

　両方からの強すぎる刺激に攻め立てられれば、ひとたまりもない。

「たく、み──！　そこ、ダメぇ！」

「ここ……？」

　二本に増やされた指が、先ほどと同じ、蜜壺の奥にある粘膜を擦る。

　まぶたの裏で火花が散るような強烈な悦楽に、ひときわ大きく身体がしなった。逃げようとしても叶わず、それどころか、ゆっくりとした濃密な愛撫が惜しみなく与えられる。

「ぁぁ、ッ！　──拓海、もう、……んアァ！　やァァ!!」

　ナカから爆発してしまったように、絶頂した衝撃で跳ねる鈴菜を、拓海の逞しい腕が抱きとめた。

　けれど、それは決して終わりではなく。

　ぐったりとした鈴菜を難なくベッドの上でうつ伏せにした拓海は、彼女の腰をつかみ、そのまま持ち上げる。

「ちょっと、拓海、──っ、待って、恥ずかし……！」

　おしりを高く突き出す卑猥な体勢に抗議の声を上げようとするが、うなじに熱い唇を押し当てられて、その声が嬌声に変わる。

　剥き出しの背中に自分以外の体温を感じて、拓海が上から覆いかぶさるようにして彼女にキスをしているのだとわかった。

　かつて何度も身体を重ねた相手のはずなのに、これほどまでに貪欲に求められ、しつこく愛撫を施されたことはない。ぼんやりとした頭が、昔と今の拓海を無意識に比較する。

「鈴菜は、どこもかしこも敏感だな……」

　顔が見えない分、首筋で囁かれるテノールに隠された淫欲は壮絶で。その色香に当てられながらも、同時に、いやらしい自分を揶揄われたのかと身が竦んだ。それに気づいたのか、拓海はもう一度、うなじに唇を落とす。

「エロくてかわいいって意味だよ」

　飾り気のない真っ直ぐな称賛の言葉を紡ぐ唇は、不意打ちのキスと共に、鈴菜の首から腰へと背骨に沿って下りていく。拓海が何をしているのか見えないせいで、何の前触れもなく与えられる熱い唇と舌に、今まで以上に翻弄されてしまう。

「ァ、……んぁ……っ！」

「ソソる。その可愛い声も、もっと聞かせて……」

　彼女を安心させるように、拓海の左手がゆっくりとシーツと裸体の隙間に潜り込み、押しつぶされた胸を指で優しく揉みしだく。最も敏感な先端を避ける愛撫は、それだけでも充分に濃厚だ。

「ャ、拓海、……ぁ、も、……無理ぃ！」

「でも、こっちはピンとかたくなって、触ってほしそうだけど？」

　本当に無理？　とかぶせられた質問に答えることはできなかった。無言を肯定と取ったのか、拓海の人差し指が上から乳暈を押し潰すように愛で、そのままくにくにと小さな円を描くように転がす。

　また燻り始めた淫靡な快楽が、お腹の奥から溢れ、どろりとその存在を主張する。亀裂からこぼれた妖しい蜜が、太ももやシーツにまで垂れているのがわかった。

　今までになく感じている自分が恥ずかしく、反射的におしりをくねらせる。その誘うような動きに拓海の注意が向けられたのか、空いた手が虚空に浮かぶ蜜壺の入り口に添えられた。

「あぁ、凄いことになってる……」

「ャ、それ、恥ずかし──」

「大丈夫。俺しか見てない」

（拓海に見られてるから恥ずかしいの──！）

「ぁぁん！」

　人差し指と薬指だろうか。二枚の肉襞にそれぞれ指を添えられ、そのまま左右に割り開かれる。秘めた粘膜がひやりとした外気に触れる。

　くぱぁっ、と音が聞こえるほど含羞に満ちた行為に、鈴菜は、いやいや、とシーツに突っ伏したまま頭を振るが、それはつまり、蛍光灯の下に晒された秘部も小さく振れるということで。

「鈴菜、そんなにおしり振って、……もしかして、誘ってる？」

「違っ、も、見ないで……！」

「恥ずかしがる鈴菜もかわいい」

　熱に浮かされた拓海の声が、耳に届いた。

「あァ、ッ──」

　割り開かれたままの蜜路に長い指が難なく収まる。

「一本しか挿れてないのに、締まるね。きつい……」

　自身の興奮を抑えるためか、拓海が鈴菜の肩に軽く歯を立てた。獣の本能を連想させる、拓海らしくない直情的な行いは、彼女の歓喜をまた新たに呼び覚ました。

　隘路に潜った指は、先ほどとは違い、今度は背中側の肉壁を丁寧に擦る。

「んむ、っ！　……ん、ぁぁ、むぐっ！」

　あまり触れられたことのない場所に与えられる新鮮な愛撫に、シーツに顔を埋めた鈴菜の口からくぐもった悲鳴が洩れた。

「ここ、すごい、……やらしい。もう一回、イく？」

　質問への返事は、求められていなかったらしい。

　ヒクヒクと揺れる肉壺に、二本目の指が挿入された。ずちゅっという生々しい水音が響き、じゅぶじゅぶと淫蜜をかき混ぜるリズミカルな抽挿がそれを追いかける。膝立ちでおしりを突き出したままの姿勢で、鈴菜は骨ごとどろどろに溶けそうになる。

「ぁァァ、ャ、やァァ！」

「もう一本……？」

　低い声が耳元で響いた。嘲笑でも嘲りでもなく、与えることに喜びを見出しているような熱を帯びた声。

（これ以上は、気持ち良すぎておかしくなっちゃう……！）

「ア、ぁぁッ！」

　充血した粘膜がゆっくりと押し広げられ、指三本分の異物感が慎重に奥へと進む。先ほどよりも深いところを探るその指は、すぐに子宮の入り口に触れた。存在しか知らない場所に、感じたことのない快感を与えられ、鈴菜は声も出ない。

「────！」

「奥、熱い……」

「たく、……も、気持ち、……よすぎるからぁ……！」

　涙混じりの希求──やめてほしい、という言葉は、おそらくわざと反対の意味に取られた。

「じゃあ、もっと気持ちよくなる？」

　返事をする隙も与えられず、きつい蜜路の中で、三本の指がゆるりとばらばらに動かされた。淫裂からとめどなく愛液が垂れ、ぬちゅぬちゅと卑猥な音もする。

（あ、駄目！　こんなこと、されたことない……！）

　あと一歩で気をやるほどの、苦しいくらいの手技に、媚肉がびくびくと痙攣する。それを察したのか、拓海は、やわらかくとろける陰部の奥を繰り返し指の腹で弾き、左胸を揉んでいた手でかたく尖った飾りを揉みしだく。

　敏感なふたつの場所で同じリズムを奏でる、甘すぎる淫猥な刺激。

「イっていいよ？」

　耳たぶを食まれ、鼓膜に直接、蠱惑的な許しの囁きを吹き込まれた。言葉の通り、鈴菜を解放へと押しやる拓海の両手は、くちゅくちゅと淫靡な音楽を奏でる。そして、乳暈を親指の爪で引っ掻かれた瞬間──。

「ャ、あぁぁぁ！」

　頭が真っ白になり、鈴菜は二度目の激しい絶頂に押し上げられた。

　幸福と歓喜。

　不安と恐れ。

　形容できない感情が、嵐となって鈴菜の中で暴れる。

　じゅぷっと湿った音を立て、隘路を塞いでいた指が引き抜かれる。

　鈴菜がその衝撃でベッドに崩れ落ち、呼吸を整えている間に、拓海はティッシュで濡れた手を拭ったらしかった。

　寝転んだままだった鈴菜は、隣に身体を横たえたかつての恋人に抱きしめられる。指一本動かすのも億劫で、されるがままに彼の広い胸に頭を預けた。

　懐かしい拓海の匂いが鼻腔を掠め、ゆっくりとまぶたを閉じる。

　「好きだ」ともう一度囁かれた瞬間、気持ちが抑えきれず、目尻から一筋の涙がこぼれた。

　心地良い体温と、ここ数か月の睡眠不足と疲労もあり、急激に眠気に襲われる。

　遠ざかる意識の中、「どうして……？」と拓海に訊かれた気がする。けれど、それに答える前に、眠りの世界に落ちていった。





◆◆◆






　気絶したように眠るあどけない鈴菜の顔を見て、星崎拓海は無意識に彼女を抱きしめる腕に力を込めた。

　元カノ。

　認めたくないが、今はまだ、自分と彼女の関係は他の言葉で言い表しようがない。

　今はまだ。

　鈴菜の目元に残る涙を、そっと親指の腹で拭う。

　隠しきれない隈と疲労の痕跡を見て取り、歯止めがきかなくなった自分を心の中だけで叱責した。

　その隈の原因がさきほど見かけた水原という男だと思うと、無性に腹立たしかった。それと同時に、たった今、己のしたことを反省し、すがるように、あるいは許しを乞うように、愛しい女性の頭頂部に顔を埋める。ふわりと甘い香りが鼻腔をくすぐり、それが記憶にあるのと同じシャンプーの匂いであることに安堵した。

　松井鈴菜。

　彼女だけが特別で、いつだって拓海の理性や忍耐を粉々にしてしまう。

　『さようなら』とだけ書かれたメッセージを見た瞬間の、全身の血の気が引くような感覚を思い出し、拓海は凍りついた。地面に大きく開いた穴に呑み込まれたとしても、あれほどの恐怖を味わうことはなかっただろう。

　腕の中で眠る鈴菜の顔を見て、本当に彼女が今ここにいることに安堵する。

　別れのメッセージに気づいてから、焦って何度もメッセージを送り、電話をかけ続けたが、どちらも返事はなかった。勿論、アパートにも幾度も足を運んだが、虚しく呼び鈴が鳴り響くだけだった。共通の友人や知人に片っ端から鈴菜の行方や安否を問いただしたが、忽然と姿を眩ました彼女を見つけることはできなかった。

　気も狂わんばかりの恐れは、やがて救いようのない絶望となった。その闇は、未だに拓海の心を占拠している。

　拘束が苦しいのか、小さく身をよじった鈴菜をもう一度ゆるく抱きしめ直す。

　今度こそ、手放すつもりはなかった。

　シャワーは無理でも、せめて濡れタオルで彼女の身体を拭いてやるくらいはした方が良いだろう。わかっているのに、一分、いや一秒でも離れたらまた鈴菜が目の前から消えてしまいそうで、拓海は、そのままそっと目を閉じた。

　まぶたの裏に、出逢った頃の鈴菜が浮かんできた──。




　拓海が鈴菜を初めて認識したのは、大学二年の後期の授業の時だった。そこそこの学生数を誇る都内の私立大学で、同じ経済学部、同じ経済学科。必修科目のグループワークで、偶然同じグループになったことがきっかけだった。

　当時の彼女の印象は、地味で真面目な女の子。

　鈴菜のような、率直に言えば、垢抜けない地方出身者は大勢いたし、特に気にも留めていなかった。あの頃は、今ほどではないものの、あわよくばステルラグループの御曹司に近付いて甘い蜜を吸おうとする者たちがたくさんいて、他人を信用していなかったせいもある。あまり親しくなりすぎて勘違いさせたら面倒だ、とさえ思っていた。

　けれど、実際の鈴菜はまるで拓海には頓着せず。拓海がステルラグループの御曹司だと知らないわけでもなさそうだったが、自分とは関係のないことだと一線を引いて割り切っているような、そんな印象を受けた。

　彼女は、淡々と自分の担当する文献調査を行い、議論の場でも必要な発言しかしなかった。けれど、口数が少なくとも着眼点が的確で、拓海もハッとさせられることがたびたびあった。チラリと覗いたノートが几帳面なだけでなく、疑問点やその解答も含め、見やすくまとめられていて、感心した。

　いつまで経っても自分に媚びようとしないところも好ましかった。

　グループワークの課題を口実に、廊下や学食ですれ違った時に自分の方から声をかけるようになり、その頻度は、明らかに高くなっていた。

　今にして思えば、きっとどこまでも自然体の鈴菜に対して、ゆっくりと想いが膨らみ始めていたのだろう。

　年度末、必修科目の授業が終わってしまい、鈴菜との明確な接点がなくなってしまうことを面白くないと思ったことを覚えている。

　しかし、三年の前期。拓海にとっては幸運なことに、ふたりは同じゼミに所属することがわかった。

　学食や図書館ですれ違えば、会釈や雑談をする程度の仲。彼女のそばは居心地が良くて、自分にしては珍しく、もっと少し近づきたいとさえ思い始めていた。

　就活を意識してか、無意味に拓海に取り入ろうとする男たち。ライバルを蹴落として彼女の座に収まり、卑怯な手を使ってでも既成事実を作ってしまおうと躍起になる女たち。そんな薄汚れた人間ばかりのキャンパスで、鈴菜はひとり、拓海の心の中で神聖な存在となっていた。

「……星崎くん？　どうしたの？　何か忘れ物？」

　不思議そうに小首をかしげる鈴菜を前に、もう限界だ、と思ったのは、その年の夏のゼミ合宿の晩だった。

　二泊三日で出かけた千葉県の房総の古い民宿で、鈴菜はひとり、発表に利用した大広間の片付けをしていた。

「いや、そういうわけじゃないんだけど。誰もいないと思ったのに、物音がしたから気になって……」

「そっか、驚かせちゃってごめんね」

「ひとり？」

「うん。他のみんなは海岸の方で花火やってるんじゃないかな？　南なん条じょうさんたちは近くのコンビニに行くって言ってたけど」

「あぁ、知ってる。誘われたけど、用事がないから断った。それより松井はここで何してんの？」

　答えの明白な馬鹿丸出しの質問だと、自分でも思った。けれど、ふたりきりで話せるチャンスなど滅多になく、拓海は鈴菜との会話を続けることに必死だった。

「私？　私は、この部屋だけでも今夜のうちに片付けちゃおうかな、と思って。明日、帰る直前に慌てたくないしね」

　そう言いながら、使いっぱなしだったプロジェクターのコードをまとめ、テーブルに散らかった資料をてきぱきと集める。その姿から、目が離せなかった。

　大学にいる時よりもカジュアルなＴシャツ姿も、後れ毛の揺れる首筋も、赤くなった頬も、どうしてこれほどまでに自分を誘うのか。

　夕食のバーベキューの時に鈴菜がアルコール度数の低い缶酎ハイを飲んでいたことを思い出し、拓海は自然と口元を緩めた。記憶が正しければ、鈴菜はゼミの飲み会でもソフトドリンクしか口にしていなかったはずだ。滅多に見られないほろ酔い気味の彼女を見て、自分でも驚くくらい嬉しくなった。

　どんな鈴菜も見てみたい。

　どんな鈴菜も知りたい。

　そして、どんな鈴菜も好ましい。

　異性と付き合った経験はあるし、みんなそれなりに見てくれの良い女ばかりだったのに、鈴菜を前にした時ほど心も身体も反応しなかった。好きだと言われ、その中から適当に選んでいただけなのだと思い知る。そこに、拓海自身の気持ちはなかったのだ、と。

「手伝うよ」

「ありがと。でも、もう終わるし、大丈夫だよ。この民宿、おじいさんとおばあさんがふたりでやってるらしくてね、おじいさんが最近、腰を痛めちゃったんだって。だから、なるべく掃除の負担が軽くなるように、綺麗にして帰りたいなって思っただけだから」

　この一年で、多少の世間話ができる程度には仲良くなれた。そう自分を慰めながら、一方で、自然な仕草で微笑むその笑顔が、──初対面のはずの老夫婦に向けられたものが、いつも自分に向けられるものと同じだということに気づき、やるせなくなった。

　そしてそれと同時に、民宿を営む老夫婦といつの間にそんな話をしたのか、と、鈴菜の社交性の高さに感心もした。

　相手の話を親身になって聴き、困っていることを正確に捉え、必要な助言や手助けをする。──介護か福祉系に向きそうな、あるいは、持ち前の社交力を考えれば営業職に向きそうな長所だな、と、ぼんやり考える。目立たない外見に反して、鈴菜はコミュニケーション力が高く、キャンパス内に友人知人も多いようだった。

　思えば、鈴菜はいつもそうだった。グループワークでも、バイトや教育実習で忙しいという仲間の言い訳を最後まで聴き、必要な論文を代わりに集めたり、データの取りまとめをしたりしていた。何より、仕事が正確で早い。

　みんなが快適に過ごせるようにゼミ室の掃除を欠かさないことも、教授に頼まれる面倒な雑用を一手に引き受けていることも、すべて知っていた。

　ふと気づけば、今のように鈴菜の姿を視界の隅で追っていて、その邪気のない素直さに癒され、慰められ、そして、愛しさを募らせていた。

　色褪せた畳を踏みしめ、考えるより先にふたりの距離を詰める。

　手の届くところまで近づいて、精一杯の虚勢で冷静さを取り繕う。

「付き合ってほしい」

　自分を見上げる、初めて見る瞠目した顔さえかわいらしかった。

　アルコール以外の理由で赤面した鈴菜を見て、それが自分のせいなのだと、仄暗い悦びに浸る。

　けれど、鈴菜は一呼吸置いて、止めていた息を吐き出し、何事もなかったかのように手元の紙の束を整え始めた。何かを隠すように顔を伏せたのも一瞬で、もう一度拓海を見上げた顔にはいつもの穏やかな微笑みがあった。

「……ごめん。ビックリしちゃった。付き合うって、コンビニに一緒に行ってほしいって意味だよね？　星崎くんでもすぐにわかる場所にあるみたいだから、私がいなくても大丈夫だと思うよ。あのね、そこの大通りを右に──」

「違う」

　人生で初めての告白を受け流されそうになり、焦りを覚えた。慌てて鈴菜の左手首を掴めば、彼女が動きを止めた。

　上目遣いに見つめられ、心臓が口から飛び出しそうだった。

「違う。俺の、……俺の彼女になってほしい。俺を、松井の彼氏にしてほしいんだ」

「えっ……？」

「あ、──なんか、ごめん。ヤバイな、俺。こんな勢いだけじゃなくて、もっと格好良く告白するつもりだったのに」

　暴走する気持ちを抑えきれず、闇雲に口走った言葉は自分が聞いても情けなくて。自制心には自信があったはずなのに、鈴菜を前にした時だけ、それがうまく機能しなくて決まりが悪かった。

「星崎くん。あの……手、痛い……」

　日焼けした自分の手と、折れてしまいそうに細く白い手。鈴菜の困惑した視線の先を追い、慌てて己の手の力を弱める。滑らかな肌の感触さえ心地良くて、鈴菜の優しさとそれにつけ入る自分の狡さを理解しながら、手を離すことはしなかったけれども。

「ドッキリ、とかじゃなくて……？」

　カメラや観客を探すように不安げに襖や縁側を見遣る横顔がかわいくて、必死で「違う」と言えば、あっさり信じたのか、納得したように小さく頷かれた。少し遅れて現れた微笑に、自身の口元がだらしなくゆるむのを感じる。

「……えっと、……私も星崎くんに憧れてたの。よろしく、お願いします」

　一語ずつ区切るように発せられた、嬉しい返事。

　頬だけでなく、首筋も耳も真っ赤に染めた鈴菜に、歯止めがきかなくなった。

　手首を引き、倒れ込んできた彼女をしっかりと抱きとめる。やわらかな身体は、二枚のＴシャツを挟んで拓海の抱擁の中に奇跡のようにぴったりおさまった。

　嬉しい、と言われた気がしたのは、願望のせいだろうか。

「俺の方が、嬉しい」

　彼女を抱きしめて囁いたその言葉に、一片の嘘も偽りもなかった。




　初めてのデートで行った水族館のイルカショー。

　冬の花火の下で、人目を忍んで交わしたキス。

　バイトまでの時間を潰したファーストフード。

　誕生日に鈴菜が焼いてくれたシフォンケーキ。

　朝の気配の中で見る、天使のように安らかな鈴菜の寝顔。

　脈絡のない回想は、やがて拓海だけが知る、ベッドでの鈴菜の艶めかしい姿へと移り、自ずと、つい先ほどの彼女の痴態へと立ち返る。

　甘い喘ぎ声と、何かに怯えて揺れる瞳。ふたつの相反するメッセージを受け取った気分になり、拓海は混乱していた。

　もう一度会うことができれば、どうにかなると思っていた。──いや、どうにかするつもりだった。

　会社近くのコーヒーショップで偶然にも鈴菜と再会できたのは僥倖だが、あんなに冷たく別れ話について話すことを拒まれるとは予想していなかった。誤解でも、不満でも、それが何であれ、彼女が《さようなら》を告げるに至った原因を聞き出し、改善案を出すつもりでいた。それなのに、この話を続ければまた彼女が目の前から消えてしまいそうで、自分らしからぬ撤退を強いられた。

　今夜の鈴菜がひと時の快楽に流されたとして、そのまま彼女の心が手に入るとは思えない。けれど、勢いとは言え、好きでもない男に身体を預けるような性格でもないことは、拓海も知っていた。

（何か理由があるはずだ。何か……）

　眠りに落ちる直前の、彼女の「どうして──？」という言葉も気にかかる。

　愛しい女の頬にかかる髪を指先で避け、そっとこみかみに口づけをした。

（どんなことをしてでも、絶対に鈴菜の心を取り戻すから、どうか逃げないでくれ──）

　神への祈りにも似た心の声が聞こえたかのように、鈴菜は拓海の腕の中で小さく身じろぐ。安心しきったような寝顔は昔と同じで、押し当てられる胸のやわらかさも相まって、拓海の雄としての昂りを過剰なまでに刺激し、なかなか寝つけなかった。







《第二章》








「ストーカーは立派な犯罪だから、せめてしばらくは俺のところに避難してくれ。頼む」

　一夜を共にした翌朝。すっかり寝坊した鈴菜は、先に起きていたらしい拓海に開口一番そう乞われ、小さく頷いた。前夜、カフェからホテルまで水原に追いかけられた恐怖を思い返したせいもあるし、以前よりも頼り甲斐のある大人の男になった拓海に、気持ちがぐらついてしまったせいもある。恋人も婚約者もいないし、ずっと鈴菜を好きだった、という彼の発言も、彼女の決断を後押しした。

　順番にシャワーを浴び、ラブホテルを出ると、大通りでタクシーを拾った。必要なものがあるからアパートに取りに帰りたい、という鈴菜の主張は、拓海が一緒なら、という条件付きで承諾された。反論は「危ないから」の一言で却下され、本当に心配されているのだと不謹慎にも嬉しくなってしまう。

　結局、鈴菜のアパートを経由して連れて来られたのは、品川にあるステルラビールの本社からほど近い、同じ港区に位置する二十階建てのマンションだった。一階にコンシェルジュが常駐するその建物は、鈴菜ひとりでは立ち入るのさえ躊躇うほどだが、拓海は迷いのない足で彼女を居住者用のエレベーターまで誘導する。

　アパートに寄った時に拓海を廊下で待たせて私服に着替えてきたが、ペールブルーのフリル付きカットソーに黒のロングスカートというファストファッションで歩き回るのは気が引けた。

　ふたりはそのままエレベーターで十二階まで上がった。拓海の部屋は廊下のつき当たりらしい。

「お邪魔します」

　玄関の鍵を開けた拓海に続き、これからしばらくお世話になる場所に足を踏み入れた。

「鈴菜もここに住むんだから、そんなに緊張しなくていいよ。さ、入って」

　先に廊下に上がっていた拓海が、ふわっと笑顔を見せるが、緊張するな、という方が無理な相談だ。

　それでも無言でパンプスを脱ぎ、拓海の後を追った。

　埃ひとつない廊下を進み、その先にあるリビングに入る。ダイニングとキッチンも合わせ、広さ二十畳はありそうな空間で、うっかり心の声が口をついて出た。

「きれいにしてるね……」

「そう？　引っ越してきたばかりだし、ハウスクリーニングも週二で頼んでるからかな？」

　キッチンカウンターに荷物を置きながら、なんでもないことのように拓海が微笑む。

　リビングとダイニングに置かれた木製の家具は、シンプルだが趣味がよく、初めて来た鈴菜も寛げるほどに落ち着いた雰囲気だった。大きめのテレビの向かい側にベージュのＬ字型のソファが置かれ、ネイビーのローテーブルに本が数冊積み上げられていた。背表紙から、それらが洋書であることはわかる。

「着替えてくるからゆっくりしてて」

　そう言って廊下に消えた拓海は、けれど、ものの数分でカジュアルな装いで戻ってきた。濃いグレーのパンツに白のインナー、それにネイビーブルーのジャケットを羽織っただけなのに、目を奪われる。

　赤くなっただろう鈴菜に、拓海は自然な仕草で首を傾げる。

「鈴菜、お腹空かないか？」

「そういえば、空いたかも……」

　思えば、昨晩からろくに食べていない。急激に空腹を自覚した彼女の頭を、拓海の手がぽんぽんと軽く撫でる。

「歩いていけるところにカフェがあったはずだから、そこに行ってみるか」

　そう言って、五年分の空白などなかったかのように鈴菜の肩を抱く拓海の自然な様子に、彼女もまた、離れていた時間を忘れてしまいそうだった。




　マンション近くのハワイアンカフェでロコモコ丼を食べ、それから、デートと称して買い物に連れて来られた。──正しくは、星崎家ご用達のデパートのＶＩＰルームに、だ。

　ここに連れて来られたのは拓海の買い物に付き合うためか、と理解したのに「彼女に似合うようなスーツとそれに合うバッグを用意してくれ」と言い放った彼に驚いたのは、十分ほど前のことだろうか。言い終わるのとほぼ同じタイミングで拓海のスマホが着信を告げ、それが仕事の電話だったようで彼は「ごめん」と謝罪を残して部屋から出て行ってしまった。

　高級なソファセットに腰掛け、拓海の帰りを待っている間に、プロの目で選び抜かれたらしいスーツ数点と小物類が運び込まれる。おろおろする鈴菜をよそに、四十代半ば位の女性の外商担当は、ほくほく顔で試着の準備を始めた。

　断ることもできず、フィッティングルームに促される。

　ひとりきりになった途端、手渡されたスーツの値札を探したが、さすがＶＩＰルームと言うべきか、価格を示すタグはどこにも見つからなかった。けれど、素材の感覚だけでも、そのスーツが上質なものだと言うことはわかる。

（……いくらだかわからないけど、こんなの、私には買えない）

　断るなら早い方が良いだろう。恐る恐るフィッティングルームのドアを開けると、そこには拓海が立っていた。電話を終えて戻って来たらしい。

　ドアを開けたのに試着もしていない鈴菜に、拓海が一瞬だけ怪訝そうな顔を見せる。彷徨う視線が彼女の持つスーツに留まった。何かを得心したように小さく頷くと、その目をハンガーラックに向ける。そして、その中からおもむろに紺色のスーツを手に取った。

「そうだな。鈴菜は色が白いから紺色の方が似合うかもしれない。こっちを着てみたら？」

　鈴菜の戸惑いに気づいたのか、拓海は安心させるように目元を緩ませた。

　構わないか？　と担当者に視線だけで問う滑らかな動作も、こういう場での買い物に手慣れている様を強調する。

　拓海は手にしたスーツを手渡す素振りでフィッティングルームにいる鈴菜に歩み寄り、顔を近づける。

「今はまだ偽装とは言え、恋人に安っぽい格好はさせられない。俺のわがままだと思って、──俺のために受け取ってくれないか？」

　長身の拓海を見上げると、彼は目だけで微笑んでいる。その表情から、あえて言い直したのだ、とすぐにわかった。元カレらしい、鈴菜の弱いところを攻める言い方だ。

　「俺のため」という言葉が、鈴菜の脳内で木霊する。

（ズルい……そんなふうに言われたら断れないのを知ってるくせに！）

　観念して、こくりと頷けば、拓海は満足そうに破顔した。

　一拍遅れて、それが支払いを心配した鈴菜に恥をかかせない策だったことを悟る。

　フィッティングルームのドアを閉めてひとりになると、鏡に映った赤い顔の自分が視界に入った。

（お願い。もうこれ以上、好きにならせないで──）

　天を仰ぎ、高鳴る胸に手を置いて、ドアの向こうにいるはずの男には聞こえない祈りを、心の中だけで繰り返した。




　翌週、月曜日。営業部での定例ミーティング。普段は課内での集まりのそれが、今週に限って営業部全体での集まりに変更になったのは、会社のトップが関わる人事のためだろうか。

「と言うわけで、新しいＣＥＯとして創設者のご令孫にあたる星崎拓海氏の着任がほぼ確定となり──」

　どことなく落ち着きがないのは、上司たちに限ったことではない。ステルラビール創設者の孫である星崎拓海が自分の元カレで、あまつさえ、密かに同棲している相手だという事実に、ここにきて改めて心が乱れる。

　部長が恭しく資料を読み上げるのを半ば聞き流しながら、鈴菜の意識は後方の営業事務たちの私語に向けられていた。彼女たちの手元にも、鈴菜と同様、ミーティング用に配られた拓海の簡単なプロフィール資料がある。ご丁寧にも、プレスリリース用の写真つきだ。

「新しいＣＥＯって凄いイケメンじゃない？」

「ね！　しかもアメリカの支社帰り。あの若さで支社長だったって話だけど、すごいよね。顔が良くて、仕事もできて、しかも御曹司！」

「彼女とかいるのかな？」

　部長と副部長の咳払いも耳に入らないのか、結婚適齢期の彼女たちは興奮が収まらない。

　それでも無理やりルーティンの業務連絡を済ませ、ミーティングは終了となった。

　月曜日の午前中は、ミーティングに時間を取られるため、営業先にアポを入れる営業担当もそれほど多くない。土日の間に起こった不測の事態に対応できるように余裕をもったスケジューリングしておくことが求められるし、外回りの多い営業職では無駄な動きを減らして、その分、効率よく隙間時間で事務処理をすることが必要だから、自然とお昼まで内勤の者が増えるのだ。

　そのためか、鈴菜が所属する営業三課でも、今日は週末届いたメールやファックスの対応をしながら、拓海のうわさ話に精を出す者が多かった。

（大学時代もそうだったな。拓海はいつだって注目の的で、本人がいないところでさえ、話題の中心だった……）

　懐かしさにも似た思いで、鈴菜も機械的に自席のパソコンを立ち上げ、メーラーを起動する。それを待つ間に手帳を開こうとしたところで、声をかけられた。

「鈴菜ちゃん、月曜日なのに疲れてる？」

　隣の席に座る上うえ村むら詩し緒お里り──鈴菜の高校時代の先輩でもある彼女は、半年前に鈴菜にステルラビールへの転職を勧めた張本人でもある。

　姉御肌で面倒見の良い彼女とは、高校時代に同じバレーボール部に所属していて、詩緒里が進学のために先に上京してからもほそぼそと連絡を取り続けていた。サバサバとした性格で、男女共に友だちの多い彼女は、鈴菜にとって姉のような存在でもある。

「いいえ、大丈夫ですよ。昨日の夜、映画観てて夜更かししちゃって、ちょっと寝不足で……」

「そう？　──あ。ねぇ、会社の近くに新しくイタリアンレストランができたの、知ってる？　週替りのランチプレートが結構良い感じだったから、今日のお昼、一緒に行かない？　特別に、おねえさんが奢ってあげちゃう」

「マジっすか！」

「うわ、やったぁ！　上村さん、俺らの分もお願いします！」

　いつから話を聞いていたのか、ノリの良い男性社員ふたりが会話に割り込んできた。鈴菜より年下だが、爽やかな好青年風で、どちらも人懐っこいタイプだ。

　詩緒里がふざけて、近くにいた後輩の肩を叩く。

「何言ってんの！　あんたたちは誘ってないし、行くとしても自腹よ」

「え、本当に一緒に行ってもいいんスか？　自腹でも全然ＯＫです！　松井さんと一緒なら喜んで！」

　調子の良いことを言う青年と、それを揶揄う相方。漫才のようなノリツッコミが繰り広げられ、周りにいた同僚と一緒につられて笑ってしまう。

「じゃあ、せっかくなのでみんなで──」

「鈴菜！」

　わざとらしくはしゃいだ声が、聞き覚えのある美声にかき消された。

　無駄に響くテノールの主は、言わずもがな。

　条件反射でその場に立ち上がり、声のした方に顔を向ける。

　廊下とフロアの境界線に立つ、グレーのスリーピースと薄いブルーのワイシャツを身にまとった男。隠すどころか、むしろ強調された均整の取れた体つきと長い脚は、嫌味なほどだ。

　ちなみに、彼の寝室のクローゼットの中に同じデザインのスリーピースが何着か規則正しく並んでおり、それをローテーションで着回していることを、今の鈴菜は知っている。それが、コーディネートを考えるのが面倒だという単純な理由であることも。

　突然のＣＥＯの登場に、営業部があるフロア全体が速やかに静寂と緊張で包まれた。

　風通しの良い社風をモットーにしたステルラビールでは、必要最低限のパーテーションしか使われていない。文字通り、フロアの端から端まで、その場にいた全員が彼の存在に気づいたことは間違いない。何しろ、今朝のミーティング資料で写真を見たばかりの人物がそこにいるのだ。

「拓海……」

　そんな中、鈴菜の口からぽろりとこぼれた親しげな呼び名に、周囲の女性陣が息を呑むのがわかった。

　ハッと気づいた時には既に遅く、拓海が長い脚でフロア中央の席──鈴菜の元へと歩み寄る。

　異性であれ同性であれ、遠巻きに注目されることに慣れている男だ。周りの人間が避けることで己の前に道が開けることを、不思議とも思っていないのだろう。

　鈴菜以外は目に入っていない、とでも言いたげな態度は、恋人同士だった頃を思い出させる。

　拓海は、鈴菜よりも先に待ち合わせ場所に着いていることが多かった。人混みの中に鈴菜を見つけると、幸せそうに笑ってくれた。その顔は、普段のどこか距離を感じさせるクールな素振りよりずっと甘やかで、鈴菜はそっと胸を高鳴らせたものだった。もっとも、鈴菜が近づけばいつも、その甘い顔はクールな態度の裏に隠れてしまったのだが。

「良かった、まだ社内にいて。ほら、これ。今朝、車に忘れていっただろ？」

　差し出された手には、見覚えのあるハンカチ。薄いピンクに花と蝶の描かれたありふれたものだが、それは確かに、今朝、鈴菜が自分で鞄に入れたはずのものだった。

　週末、スーツを選んだ際、拓海が「ついでに」と言って買ってくれたものだった。

　硬直する鈴菜に焦れたのか、拓海は何食わぬ顔で鈴菜の手に自分の手を伸ばし、ハンカチを握らせる。

　やっと周囲の音が聞こえるようになった鈴菜の耳に、「ねぇ、今、車って言ってなかった？」「言ってた！　え、どういうこと？」という囁き声が飛び込んでくる。

　拓海の耳にも届いたのか、彼は小さく口角を上げると、わざとらしくもう一度「鈴菜？」と呼んだ。

　オフィスにそぐわない甘やかな声は、金曜日の夜に彼が見せた劣情をまとったものと同じで。気恥ずかしさに視線を泳がせた先で、いつも仏頂面の営業部長が、拓海の後方で彼に声をかけるべきかどうか考えあぐねているのが見えた。

　たったひとり、この場のピリピリとした雰囲気を歯牙にもかけない男は、妖艶に微笑む。

　拓海の親指が自身の口元に押しつけられるのを、鈴菜は金縛りにあったかのように静かに受け止めた。唇の少し下をなぞった彼の指に、敏感になった肌が震える。

「口紅、塗り直したのか？　ちょっとズレてる」

　今朝、目立ちすぎるから別々に出勤する、と言い張る鈴菜を、どうせ同じ職場に行くのだし、危ないから、と愛車に無理やり乗せたのは拓海だ。

　車に詳しくない鈴菜でも知っている、国産の黒のクーペ。大学時代は車を所有していなかったはずだが、帰国するタイミングで用意したらしい。

　せめて社内の人に見つからないところで下ろしてほしい、という願いもあっさり却下され、やっと解放されたのは、ステルラビールの自社ビルの地下駐車場。重役だけが許された車通勤で、役職もない下っ端社員の姿は悪目立ちする。警備員や他の役員たちの視線を気にした鈴菜に、これでもか、と車中で甘いキスを仕掛けたのも拓海だ。

　──心臓に悪い。

　ハンカチは、恥ずかしさのあまり逃げるようにして車から降りた時にでも落としたのだろう。

　女子トイレに駆け込んで口紅を塗り直したことまで見透かされたようで、羞恥に言葉も出ない。

　人目を憚らない親密すぎる行為に、顔から火が出そうだ。

「あの……何かご用でしょうか」

　それでも精一杯の毅然とした顔を取り繕い、なんとか絞り出した質問に、拓海が小さく喉を震わせて笑う。その飾らない様子に、また遠くの方で女子社員がざわめくのが聞こえた。

「敬語はいらない。例の取引先の件で話があるんだ」

　曖昧にぼかされたが、それが水原に関係のあることだとはすぐに察せられた。

　安心させるように一度頷いた拓海は、鈴菜の手首を掴むと、彼女を椅子から立ち上がらせる。そして、営業部長の方に向き直った。

　鈴菜が横目で拓海の方を伺うと、彼の顔はもうビジネスモードに切り替わっている。

「確か、村むら田た営業部長、だったね。急ぎの用事があるから、彼女を借りてもいいかな？」

　ほんの少しテンポを落とした口調。耳あたりの良いやわらかな声音に合わせ、口角も上がっているが、鋭い目つきは隠せていない。

「はい！　も、もちろんです！」

「悪いね。さすが、臨機応変かつフットワークの軽さを誇る本社の営業部だ。きみたちのことは、アメリカの支社でも時々話題にあがっていたよ。迅速かつ的確に最善の道を選ぶ、と評判だった。……そうだ、今度、過去に結んだ大口の契約の話を聴かせてくれないか？」

　パッと顔色を良くした営業部長に向かって、さりげなく拓海の口から添えられた取引相手の実例は、確かに部長が常々自慢の種にしている、彼が過去に獲得した契約相手のものだ。

　滑らかとしか形容しようがない、そして、決して行き過ぎない賞賛の言葉。しかもそれが、新しいＣＥＯが事前に頭に入れていた仕事の知識に裏打ちされたものだとわかり、会話の行く末を見守っていた営業部員たちの間でも感嘆の声があがるのが聞こえた。

　初対面のはずなのに、さりげない雑談を通して、ふと気づけば明らかな上下関係が構築されている。営業部長の仏頂面は愛想笑いに取って代わり、新任ＣＥＯを相手に腰を低くした阿る態度は火を見るより明らかだ。その巧妙な話術に、鈴菜は舌を巻く。

　皆、拓海がステルラグループの御曹司だからひれ伏すのではない。拓海の人身掌握術は、間違いなく拓海自身の才能のひとつだ。

　昔からそういう男だった、と思い至り、自分の元カレがあらゆる意味で神に愛された存在だったことを改めて理解した。





◇◇◇






「ちょっと拓海！　どういうこと!?」

　事前に押さえてあった小会議室に連れて来られ、やっとふたりきりになったところで鈴菜は掴まれていた手を振り解いた。

　ここに来るまでのあいだにも、何人かの社員に拓海といるところを目撃されている。わざとやっているとしか思えない悪戯行為に、さすがに腹を立てていた。拓海はいいかもしれないが、鈴菜はこの一件が解決した後もこの会社で働く予定なのだ。いくらなんでもやりすぎだ、と文句のひとつも言いたくなる。

　けれど、後ろ手にドアを閉めた拓海の深刻そうな顔に怒りも忘れ、一抹の不安を覚える。

「勝手をして悪いが、水原という男と、あいつの勤務先について調べてもらった」

　鈴菜の文句は無視されたかたちだが、内容が内容だけに、気にならなかった。彼女を真っ直ぐに見つめ返す黒目がちな瞳が、微かに揺れる。

「先方は必死で誤魔化そうとしていたが、どうやら金曜の夜からあの男の居所が掴めないらしい」

「……え？」

「閉店間際に、あいつは任されてる二つの店舗に顔を出したらしいんだが、その直後、どちらの店でも金庫にあった現金がなくなっていたようだ。そして、そのまま行方知れず──」

　悪寒が走り、脚からへなへなと力が抜けた。崩れ落ちそうになる身体をなんとか立て直し「本当なの？」と問えば、無言で頷かれる。

「……どうやってそんなことまで調べたの？」

「ステルラにも俺自身にも多少の人脈はある。ちょっと時間がかかったが、情報に間違いはない。それに、鈴菜の一件だけじゃなく、内部でセクハラやパワハラの噂があって、父親もあの手この手で行方を探してるようだ。とは言え、相手はアラフォーのいい大人だからな。なかなか足取りが掴めないらしい。だから、鈴菜も絶対にひとりで外をうろうろするなよ？」

　暗に危険だと仄めかされたが、素直に頷けなかったのは、ついさっきの拓海の尊大な態度のせいかもしれない。偽装同棲や偽装恋人の案を了承したのは鈴菜だが、正直、ここまでやるとは思っていなかった。

「でも、そんなこと言われても、私の仕事、外回りなのに──」

「しばらく社内でのサポート業務に回ってくれ。営業部長には話をつけておく」

「そんな横暴な──！」

「横暴だろうと何だろうと、俺は愛する女を無意味に危険に晒すマネはしたくない」

　ドクン、と大きく心臓が跳ねた。

　甘い言葉と共に抱きしめられたのに、その腕を拒むこともできない。

　鈴菜の鼓膜の奥で、たった今言われた「愛する女」という言葉が木霊する。

「……そういう、……そういう適当なこと、無闇に言わないで」

「適当じゃない。本音だ。もちろん、こんなことは鈴菜にしか言わない」

　拓海だけに聞こえる声量の弱々しい懇願に、同じく、鈴菜だけに聞こえる低い声が重なる。

　ドア横の壁に身体を押しつけられ、そのまま激しく口づけされた。疑ったことを罰するかのような荒々しさに、見当違いな高揚感に襲われる。

　上唇を食まれ、下唇を吸われ、酸素を求めて開いた隙間から拓海の熱い舌が侵入した。抵抗する鈴菜の舌を絡め取るように愛撫されれば、教え込まれた快感を覚えている肉体があえなく降伏する。

「──ん、……っ！」

　粘膜同士の甘美な摩擦に、腰が震えた。

　シャツブラウスのボタンが二つほど外されたが、キスで口を塞がれたままでは抗うこともできず。はだけた布地の隙間から拓海の手がやわらかなふくらみを掴む。乱暴なキスと対照的なやさしい触れ方に、子宮が喘いだ気がした。

「拓海、ダメ──！　ここ、会社……！」

　鈴菜が全力で押してもぴくりとも動かない男の肉体。拓海から発せられる熱にあてられて、懐かしい匂いに包まれて、視界も思考も烟る。

「わかってる。俺のモンだってちゃんと印をつけとくだけ」

「……ッ、何、言って……？　──ンぁッ！」

　唇から顎、首筋、鎖骨……と、血管をなぞるように下っていった拓海の唇が、胸の谷間にチュクっと音を立てて吸い付いた。慣れ親しんだ感覚に、鈴菜の身体が熱を持つ。

「毎日つけてんのに、すぐ薄くなるな……」

　うっすらと鬱血した所有印は、金曜日に拓海自身がつけたものだ。上書きするようにその上に唇を押しつけ、何度でも痕を残そうとする拓海の狂気じみた行為に、なぜか恍惚とした心持ちとなる。

「たく、……ダメ、それ。人に、見られちゃ……」

　息も絶え絶えに懇願するが、それはむしろ拓海の嗜虐性を煽るだけだった。

「見せないと偽装工作の意味がないだろ。それとも、見られたくない男でもいるの？　さっきの男？　どっち？」

　キスの合間に紡がれた言葉はまるで拓海が嫉妬しているかのようで、鈴菜は混乱する。再会してからの拓海は、たびたびこうして論理性に欠ける言動をする。

「や、ちがっ……！」

　首を振ったが、遅すぎたのか、拓海の右手がブラと皮膚の隙間に滑り込んだ。

「鈴菜、胸が大きくなったよね。──俺と離れてた間に誰かに触らせたの？」

　焦らされることもなく、性急に胸の先の蕾を親指と中指でつままれ、電流のように快感が走る。

「ん、違っ……！　誰も──」

「ふぅん。誰もいない？　俺だけ？」

　コクコクと頷けば、拓海の口元に妖しい笑みが浮かんだ。

「ぁ、そこ、ヤ、ダぁ……」

　身をよじればよじるだけ、指を拒めば拒むだけ、拓海は執拗にかたくなった突起を嬲る。

「知ってる。鈴菜は昔からここが弱いよね……。ほら、俺がちょっと触るだけで、すぐにとろとろになっちゃう」

　太ももの間に強引に割り込ませた彼の脚が、鈴菜の秘処を淫靡にこすった。敏感になった陰芽が下着の中でこすれ、口から荒い呼気がこぼれる。その吐息さえ食い散らかそうとする飢えた獣が、荒々しく唇を貪った。貪欲に、何度も角度を変えて重ねられる唇の熱に、頭の芯が痺れる。

　あたりに発情した雌の匂いが立ち込める。

　──ちゅ。

　思うままに鈴菜の唇を堪能した拓海のそれは、最後に彼女の下唇をひと食みしてやっと離れた。それでもなお、名残惜しげに親指で唇をなぞる拓海を睨みつければ、色気に満ちた微笑を返される。

　何事もなかったかのように鈴菜の着衣の乱れを直し、拓海は彼女の耳元に唇を寄せた。

「恋人のふりをするって話、忘れたのか？　敵を欺くには、まず味方からって言うだろ？」

「だからって……！」

「それに、牽制。どうやら営業部には鈴菜を狙う不届き者もいるようだからな。あんまり妬かせるな」

　ひとりごとのように囁かれた言葉の意味がわからず、眉間にシワが寄る。そのシワさえ愛おしげに指先で撫でられ、昔とは比にならないほど甘く情熱的な拓海の仕草に目眩がした。

「何度でも言う。鈴菜、好きだ。──俺は、どんなことをしてでもおまえを落とす」





◇◇◇






　ただでさえ腰の低いことで有名な営業三課の課長が、申し訳なさそうな顔でドアを開けて廊下へ出て行った。

　会議室に残された鈴菜は、大きく伸びをしてからテーブルの上の書類の山に手を伸ばす。向かい側では、詩緒里が同じように資料を手に取った。

　必要な資料が揃っていることを確認し、四隅を整えてホッチキスでとめる。カシャン、という小気味良い音が響く。

　拓海のＣＥＯ着任が公式に発表されてから、一週間と少し経った。

　有言実行の彼らしく、その日のうちに営業部長と話をしたらしい。鈴菜の仕事は別の営業に割り振られた。今は、一時的に外回りの仕事を外れ、営業担当たちの補佐に回っている。

　水原の一件は、営業部長経由で内部の者に伝達された。特別扱いの理由を邪推されないための拓海の策かもしれないが、正直、助かったとも思う。

　鈴菜の勤務履歴が証拠として開示され、水原に必要以上に呼び出されたり、待ち伏せされたりしていたことは、同僚たちからも理解が得られた。正面玄関でのやりとりを目撃していた先輩社員が口添えしてくれたことも大きかった。

　会社内は総じて鈴菜に同情的だったし、一部の女性社員の中には、自身の受けたセクハラ被害を告白する者もいた。臨時で相談専用窓口を設けた拓海のＣＥＯとしての決断力と行動力は、称賛に値するだろう。

　彼のそんな統制力を目の当たりにして、鈴菜の心は振り子のように揺れた。

「私みたいな一般社員がＣＥＯの恋人だと思われたら、向こうもいろいろと困ると思うんですよね……」

　会議室に詩緒里とふたりきりという状況で、思わず本音が溢れる。

　引用した過去のデータに不備があったということで、鈴菜と詩緒里は、手作業で資料の綴じ直しを始めたところだった。本来は鈴菜ひとりが頼まれた仕事だったが、午後一のアポがリスケになったという詩緒里が手伝いを申し出てくれたのだ。

「困るって、どうして？」

　本気でわからない、と言うように、詩緒里が手を止めて眉根を寄せる。

「どうして、って……釣り合いが取れてないっていうか、分不相応って言うか……」

　詩緒里には、拓海が営業部に初めて顔を出した日の昼食で、これまでの経緯を大まかに話した。短時間でいろいろなことが起こりすぎて、鈴菜自身も誰かに話を聞いてほしかったのだ。鈴菜が席を外していた間にコンビニまで昼食を買いに行き、その帰りに総務の同期に特別に会議室の鍵を借りてきた、という手回しの良い先輩に感謝したほどだ。

　大学時代に拓海と付き合っていたこと、卒業と同時に別れたこと、水原のストーカーの件、偶然の再会からの同棲生活について。

　拓海との同棲が偽装であることは話していない。入り組んだ事情を自分自身への言い訳にしながら、そのくせ本当は、偽装だと認めたくない自分にも気づいていた。

　コンビニのサンドイッチとサラダを食べながら話を聞き終えた詩緒里は、一言、水原のことを事前に相談しなかったことについて苦言を呈しただけだった。

「よくわかんないけど、別に、ふたりが好き同士なら構わないんじゃない？　会社のみんなも、ふたりが恋人ってことに対して好意的だと思うし。ふたりが大学時代に付き合ってたっていうのも大きな理由かもしれないけど。それに、ＣＥＯの溺愛があまりにもすごいから、たとえ気に入らなくても、認めざるを得ないんでしょうね。だからＣＥＯが困るってことも考えづらいけどな……」

　漠然とした質問だったせいか、詩緒里の返答もぼんやりとしたものだった。

　確かに、鈴菜の当初の予想は大きく外れ、社内の雰囲気はおおむねふたりの交際に肯定的だった。あっさり認められて、拍子抜けしたと言ってもいい。

　初日に質問攻めにされたが、半端な嘘をつくよりは、と、正直に拓海が大学時代の元カレだったことを話したところ、羨ましがられて終わった。本やドラマの世界であるような陰湿な嫌がらせもなく、陰口もなく、それどころかひとりで社食でランチをしようとすれば、営業部の女性社員を筆頭に是非一緒に食べようと誘われる始末。もちろん、それが自分たちのかりそめの同棲生活への野次馬的な興味のためだとわかっているが、あまりつっこんだ話題には触れないし、それ以外にも流行りのファッションや美味しいスイーツの話題でも盛り上がるので、特に不満はない。

　今日も、他の課の女の子を含む数名とのランチタイムも楽しんだところだ。それまで外回りのついでに社外で適当に食事をすることが多かったから、学生の頃に戻ったような昼休みはそれなりに新鮮だった。

「でも、釣り合いって言うか、身分の差ってありますよね……」

　鈴菜の言葉に、それまで規則的に聞こえていたホッチキスの音が止んだ。手元の書類から顔を上げると、長テーブルの向こうで詩緒里がきょとんとした顔をしている。

　その顔を見て、さっきから口にしている曖昧模糊とした不安は、自分が五年前に言われた内容を繰り返しているだけのものだと気づいた。

「身分の差？　ヤダ、鈴菜ちゃんったら、いつの時代の話よ」

　少なくとも数年前の話です、とは言えず、鈴菜はかたちばかりの笑みを返す。そんな鈴菜を見て踏み込んではいけない領域と察したのか、再び手を動かしながら、詩緒里が何気ない口調で先を続けた。

「うーん。もし仮に身分の差が問題になったとしても、あのＣＥＯならそんなの実力行使でねじ伏せそうな気がするけどね。着任早々に熱愛発覚でイメージダウンになるかと思いきや、仕事はちゃんとこなしてるから派閥の違う役員たちも文句は言えないみたい。それに、鈴菜ちゃんへの一途な溺愛ぶりで、アイドル的な意味で女性社員の人気はますます鰻登りだしね」

　情報通の詩緒里がそう言うなら間違いないのだろう。「一途な溺愛」の言い回しに乾いた笑いが出るが、実際、その通りだ。

　朝は拓海の運転する車で出勤し、仕事は他の営業たちのサポートが中心。自宅でできるペーパーワークはすべて持ち帰ることにしているのか、定時を少し過ぎた頃、拓海がわざわざ営業部まで迎えにくる。もしくは、内線で拓海のオフィスに呼び出される。

　本当に愛され、大事にされているのだと錯覚しそうになる。──拓海本人にも、幾度も好きだ、大事だ、と言われている。

　ホッチキスをテーブルに置き、書類をトントンと整えながら、詩緒里が思い出したように付け加えた。

「ＣＥＯの仕事ぶりと言えば、女性の営業で鈴菜ちゃんと同じように結構深刻なセクハラの被害に遭ってる子もいたみたいだし、良いきっかけだったのかもね。この短期間であれだけの改革を成功させてるＣＥＯだったら、鈴菜ちゃん以外が被害者だったとしても、ちゃんと対応してくれそう。そういうところの線引きがちゃんとしてるから、彼が鈴菜ちゃんを選んだなら、誰も文句言わないんじゃない？　一時的に社内に保護するっていうのも、妥当な解決策だと思うし、鈴菜ちゃんだけを特別扱いしてるわけでもないし」

　詩緒里の分析に、鈴菜も頷く。

　水原の行方は未だにわからないらしく、鈴菜は自分のアパートに週末しか帰っていない。それも、部屋の換気と郵便物の回収だけ。その時に見つけたドアの前と郵便受けにあった手書きのメモは、それ以前のものと合わせ、その時一緒にいた拓海が預かってくれた。「指紋とか筆跡とかが証拠になるかもしれないから、弁護士に相談しておこう」と言われ、そんなことまで頭が回らなかった鈴菜は、拓海がいてくれたことに心から感謝した。

　元カレの行動力を思い出し、書類をホッチキスで留めながら鈴菜が返事をする。

「そうだと思います。もともと正義感が強いタイプですし、行動力もありますし」

「あらやだ。鈴菜ちゃんったら、今度は惚気？」

「違います！　別にそんなつもりは……！」

　ムキになる後輩を面白がる詩緒里は、はいはい、と宥めるように鈴菜の反論を聞き流す。

「でも、鈴菜ちゃんの性格的にあのイケメンＣＥＯの顔だけに惹かれたとは思えないし。前に話を聞いた時、彼がステルラグループの御曹司だって話を冗談だと思ってたって言ってたじゃない？」

　以前うっかりバラしてしまった己の恥ずかしい過去の話を蒸し返され、鈴菜は視線を泳がせた。

　大学時代、拓海がステルラグループの御曹司だと言われていたのは知っていたが、こんなところにそんな人がいるわけないだろう、と、ある種の冗談だと思っていたのだ。

「それは、……ほら、珍しい名字だからそれにちなんだニックネーム的なものなのかな、って思ったんです」

「あー、はいはい。そうだったわね。本当だってわかった時には、東京ってすごいところだな、って思ったんだものね」

　詩緒里が思い出し笑いを噛み殺すのを見て、鈴菜はむくれた。長い付き合いなので気をつかう必要がないのだ。

「いいわー、鈴菜ちゃんのそういういつまでも純情なとこ、大好き！」

「詩緒里さんだって同郷じゃないですか。実際、うちみたいな田舎では芸能人や御曹司なんて見たことなかったですし……」

　言い訳する声は、鈴菜自身の耳にも情けなく聞こえた。

「いずれにせよ、財力に惹かれたわけじゃないってことよね。ってことは、ＣＥＯ本人の正義感が強くて行動力があるところを好きになったってことでしょ？」

　グッと返事に詰まる。

　正義感。行動力。もちろん、その通りだ。

　でもそれだけじゃない。

　本当は、大学の授業中や休憩時間に拓海の近くにいることが多くなって、説明しきれないような些末なやりとりの末に、気づいたら恋に落ちていた。

　拓海が拓海だった。──ただそれだけで恋をした。

「そんなに目立つところにキスマークまでつけられてるのに、何がそんなに不安なのかしらねぇ……」

　ベージュのマニキュアが塗られた詩緒里の人差し指が、己の首筋をトントンと軽く叩く。つられたように鈴菜が自分の首筋に指を這わせば、「違うわ、右じゃなくて左の方よ」と笑われた。

「右は二日前につけられた印でしょ？　左側に新しく、くっきり印がついてる。気づいてなかった？」

「え、嘘……！　昨日まではなかったはず！」

　ころころと笑う先輩は、おもむろに鈴菜に近付くと、面白半分に拓海の独占欲の証を指さした。

「ここと、ここ……あ、ここにもある。すごいわね、彼。鈴菜ちゃん本人には見えにくい場所ばっかり狙ってるみたい」

「見えにくいところばっかりじゃないですよ……」

　ブラウスで隠している胸元や二の腕に散った赤い鬱血痕を思い出して苦々しく呟けば、あらあら、とまったく驚いていない声が返ってきた。

「──でも、真面目な話。鈴菜ちゃん、そんなに愛されてるのにどうして自信がないの？」

　書類を長テーブルに置き、詩緒里が真面目な声で問う。案ずるような、そして同時に、諭すような眼差しを受け止めることができず、鈴菜は視線を手元の書類に移した。




　再会した日に、好きだ、と告げられた。

　その晩、張り詰めていた緊張に再会の高揚が重なり、勢いのままホテルで抱かれた。けれど、それは本当の意味で抱かれたことにはなっていない。鈴菜が途中で寝落ちしたせいもあるが、翌日にはっきり告げられたのだ。『鈴菜の気持ちが手に入るまで、最後までするつもりはない』と。

『どっちにしても、昨夜は鈴菜を抱くことはできなかったよ。避妊具がなかったし、ラブホのものを使う気もなかったしな』──そう言って、鈴菜の頭をぽんぽんと軽く叩いた拓海は、それから彼女を抱きしめて『ごめん』と囁いた。『嫌な思いさせて、ごめん』と。

　嫌なんかじゃなかった、とは言えなかった。そんなこと、口にしなくてももうバレている気がした。

　代わりに口から転げ落ちたのは『どうして？』という疑問だった。

　鈴菜に振られてから、一度も女を抱いてない。だから避妊具の持ち合わせもない──簡潔に告げられた事実に驚いて、それと同時に、思い出したくない写真の記憶が蘇った。話をそこで終わりにしてしまったことを、今は少し、後悔している。

（もっとちゃんと話せば良かったんだよね。別れ話をした後も、同じ後悔をしたはずなのに……）

　付き合っていた頃より、社会人としても、男としてもはるかに成長した拓海。そんな彼に比べ、自分の未熟さが嫌になる。

　けれど、過去のことを蒸し返して、五年前から癒えないままの傷をさらに抉るだけの勇気もなかった。

「あ、もしかして性的な不一致？　ＣＥＯがベッドで我儘だとかそういう悩み？　しつこい？　それとも、人に言えない特殊な性癖があるとか？」

　明らかに冗談とわかる詩緒里の明るい声に、鈴菜も笑ってしまう。

　指摘されたばかりのキスマークに指を添え、思いを馳せるのは、拓海との偽装同棲生活のことだ。

　不思議と快適で、まるでずっとそうして暮らしてきたかのような錯覚に陥るほどの、ふたりの生活。

　二部屋あるうちの広い方を拓海の寝室、もう一方を書斎として仕事部屋に使っていると説明された。つまりベッドが一つしかない。ダブルベッドだから問題ない、と言い張る拓海に根負けして、隅っこで小さくなって眠ったのが最初の晩。朝起きると、拓海にしっかりと抱きしめられていたが、それだけだ。

　その翌日は、鈴菜の日用品の買い物に連れていかれ、帰宅して、ハウスキーパーの用意した冷凍のグラタンとありあわせのもので作ったサラダの夕食を取った。その後、拓海には、これから書斎で仕事をするから自分にかまわず先に寝てろ、と言われた。初日と同じように落ち着かない気持ちでベッドの隅で丸くなって眠りにつき、朝起きると、拓海の腕の中にいた。

　その繰り返し。

　拓海は絶対に、鈴菜が起きている時間には寝室に入ってこないし、寝ているあいだに手を出されている気配も一切ない。寝る時に着ているルームウェアも、乱れていない。

　ただ、鈴菜が寝起きでぼんやりしている時や、いっそ夢の中にいる時に、拓海の乾いた大きな手がそっと鈴菜の頬や首筋や背中を撫でているのを感じることがある。あるいは、拓海の熱くやわらかな唇がそっと鎖骨やうなじに押しつけられているのを。

　愛しくて愛しくて仕方がない、と言われているかのような優しい手つき。

　好きという言葉が偽りではない、と諭されているかのような真剣な口づけ。

　思い出すだけで身体の奥深くに火が灯る、泣きたくなるほど幸福で濃密な愛情表現。




　──目下の悩みの種は、鈴菜自身がその先を求めてしまっていることだ。




（私、そんなに性欲が強いタイプじゃないと思ってたんだけどな……）

　実際、拓海と別れてから、そっち方面は修道女の如く静謐に過ごしてきた。

　それなのに、再会した途端、これだ。

　五年間ずっと押し込めてきた好きという気持ちが、溢れ出し、加速して、止まらない。

　あの時、拓海にもきっと何か事情があったのだ──そう信じたい自分が、沈黙を打ち破ろうとする。その一方で、傷つくことを恐れる臆病な自分が、拓海に手を伸ばすことを全力で拒む。

「同棲生活が上手くいってないの？」

「……そんなことないです。むしろ、快適すぎるって言うか。もともと付き合ってた頃も拓海はよくアパートに泊まりに来てましたし、その延長って言うか……」

　寝起きの悪い拓海が、甘えたように鈴菜を抱き枕代わりに抱きしめる。息苦しさの中、そんな彼を幸せな気持ちで抱きしめ返す。──そんな大学時代の思い出をなぞるような朝。違うのは、鈴菜が拓海を抱きしめ返していないことだけ。

　朝食の準備は交代でしているが、ふたりとも大して手の込んだものは食べないし、作らない。トーストとスクランブルエッグやハムやウインナー、それにコーヒー。その程度。

　掃除は、お掃除ロボットとハウスクリーニングのおかげで、出勤前にざっと棚の埃を取ったり、フローリングのモップがけをしたりするだけで良い。

　拓海に下着を見られるのが恥ずかしい、という理由で鈴菜が洗濯をするのが暗黙のルールになっているが、スーツはクリーニングに出すので、そもそも、それほど洗濯物も多くない。

　その他、細々とした同棲生活でのトラブルも、正直、トラブルと呼んでいいのかどうか怪しいレベルだ。

　元カレと元カノ。阿吽の呼吸は、そんなに簡単には崩れないものなのだろうか。

「あんまり思い詰めなくていいと思うよ。もちろん、何か困ってることがあれば話は聞くけど」

　暗くなりかけた雰囲気を明るくするように、詩緒里が声のトーンを上げた。

　シャワー上がりの拓海が濡れた髪をかきあげながらリビングに入ってくるのが、色気がありすぎて目のやり場に困る。

　ソファーに座って一緒に映画を観る時に、心臓が高鳴りすぎてストーリーがまったく頭に入ってこなくて困る。

　車を運転する拓海の横顔がかっこよすぎて困る。

　仕事終わりの、気怠げにジャケットを脱ぎ、ネクタイを緩める仕草に見惚れてしまって困る。

　スーパーマーケットで買い物をする拓海が、あまりにも幸せそうに微笑むから困る。

　仕事中だというのに、忙しい合間にこまめにくれる電話やメッセージが嬉しくて困る。

　本気で困っていることを脳内でリストアップし、さすがに詩緒里に相談はできない、と首を振った。頭のネジが十本も二十本も外れたと思われてしまう。

　いずれにせよ、会議資料の準備が終わった今、そろそろ雑談を終わりにして自席に戻らなければならない。

　手元の腕時計を確認し、詩緒里も同じことを考えたのか、しめくくるように優しい笑顔を見せた。

「ふたりの詳しい事情は知らないけど、──でも、私は、いちばん大事なのはふたりの気持ちだと思う」

「……そうですね」

　きっぱりそう言い切られ、前向きな気持ちで頷いた。その時、会議室前の廊下で人の気配がした。

　──コンコン。

「はい、どうぞ」

　軽快なノックの音に続き、ドアから顔を出したのは拓海だった。

「悪い。邪魔したか？」

「いえ、大丈夫です。松井さんに用事ですか？　こちらはもう済んだので、──じゃ、鈴菜ちゃん。私、先に席に戻ってるわ」

　気を利かせてくれたのか、そう言って慌てて部屋を出ようとする詩緒里を、拓海は穏やかに片手を上げて制した。

「いや、たいした用件じゃないから大丈夫だ」

　背後に控える拓海の秘書の岡おか山やまがしきりに時計を気にしている様子を見ると、さほど時間がないのだろう。

　ＣＥＯ着任後、拓海がかなりのハイペースで仕事を捌いているのは知っていた。しかも、鈴菜の身の安全を守るため、無理をして在宅での業務の割合を増やしていることも。

「鈴菜。悪いが、急にイギリス支社とのビデオ会議が入った。帰りは遅くなるから、今夜は岡山にマンションまで送らせるよ？」

　上司の言葉に、スマホを確認していた岡山が視線を上げ、鈴菜に黙礼する。その直後、電話がかかってきたのか、非礼を詫びた上で、少し離れたところでスマホを耳にあてた。

　岡山の方が拓海より五センチほど背が低いが、ふたり並んで遜色ないほどの美形だと女子社員たちの話題の的だ。特に、着任前から鈴菜への溺愛を隠そうとしない拓海に対して、私生活を感じさせない完璧な仕事人間の岡山は、一部の女子にミステリアスで素敵と絶賛されている。

　鈴菜も、岡山の年齢が三十五歳で、独身であることしか知らない。時々、今日のように拓海がどうしても外せない用事がある日に、マンションまで社用車で送ってくれることがあるが、寡黙な彼は車中でもほとんど自分から口を開くことはない。鈴菜から話しかければ、きちんと返事はしてくれるのだが。

「拓海様。受付からの電話で、お客様がいらしているとのことですが……」

　珍しく困り顔の岡山が、拓海に指示を仰ぐ。

「客？　今日はもう来客予定はなかっただろう……？」

「それが、南条グループのご令嬢がどうしても拓海様にお会いしたい、と受付でお待ちになっているそうで。相手が相手なので、無碍にできないらしく……」

「南条グループ……美み姫きか」

　その名前を聞いた瞬間、鈴菜が凍りついた。

　苛立たしげに小さく舌打ちした拓海は、自分よりも年上の秘書にきっぱりと言い放つ。

「南条グループだとしても関係ないし、アポなしで会うつもりはない。水原の一件があってから、常識の範疇を超えた玄関先での待ち伏せ行為に対しては、容赦なく警備員を呼べと受付に伝えてあるはずだ」

「ですが、拓海様と個人的に親しくしていらっしゃるとのことで……」

「そんな事実はない。帰らせろ。──はっきり言っておくが、鈴菜以外の女性と仕事以外で会うつもりはない」

「……かしこまりました」

　表情を殺した秘書は、再びスマホを耳にあてる。

　南条グループが日本各地にウェディング専門のリゾートホテルを有しているのは、周知の事実だ。岡山が懸念したのは、その南条グループとステルラビールの関係が壊れてしまうことだろう。南条グループはステルラグループの取引相手の中でもかなり大口かつ古株で、取引がなくなれば売り上げにも株価にも大きな影響が出ることは想像に難くない。

　無意識に噛んでいた下唇を解放し、鈴菜は口を開いた。けれど、いくつも浮かんだ疑問は、ひとつも声にならなかった。

　次の予定が詰まっているから、と岡山に急かされ、拓海が名残惜しげに背を向ける。

「──あの……！」

　いつの間にか鈴菜に寄り添っていた詩緒里が、思い切った口調で拓海を呼び止めた。

「鈴菜を任せても、大丈夫なんですよね？」

　失礼とも取れる詩緒里の物言いを戒める間もなく、仕事熱心な岡山に追い立てられるようにして、拓海は部屋を出ていった。

　五年前に見せつけられた写真の記憶を振り払いながら、鈴菜はただ、当惑していた。





◆◆◆






　眠気を誤魔化すために朝から立て続けに飲み干したコーヒーが、胃の中で暴れている。キリキリと痛む鳩尾をさりげなく抑え、拓海は会議室を見回した。

　拓海の小さな嘆息が聞こえたのか、企画部長が新製品とそのＣＭに起用する予定の俳優についての説明をやめ、伺うようにこちらを見る。

　資料を読み上げるだけの集まりを会議と呼ぶのなら、さっさとその古い慣習も一新したい。

　年端もいかない拓海がＣＥＯとして着任するにあたって、反対派がいないわけではなかった。実際、目の前にいる年配の社員たちの中には、自分ではなく叔父を推す者も多くいるのだろう。今さら彼らの腹のうちを探るつもりもないし、思想の如何に関わらず実力のある者を重用する社風に変えていくつもりで動いているが、それにはまだ時間がかかりそうだった。

　日本に戻ってくるための条件として祖父から課されたミッションは、全てクリアしたのだ。今更何か失敗をして、また鈴菜のいるこの国から離れるわけにはいかない。

「なんでもない。続けてくれ」

　気を取り直してそう告げる。

　しかし、頷いた企画部長が視線を手元に戻した頃には、拓海の思考はまた現実から離れ、鈴菜一色に染まっていた。




　偶然の再会から始まった、同棲生活。鈴菜には、水原の目を欺くための一時的な偽装だと言ったが、それを偽りのままで終わらせる気は毛頭ない。

　一緒に暮らしてみて、拓海はますます鈴菜にのめり込んでいく自分が恐ろしくすらあった。

　ハウスキーパーに作り置きを頼んでいるが、それとは別に、鈴菜とふたりで仕事帰りにスーパーマーケットに寄るのは楽しかった。ひとり暮らしが長い者同士、自慢の手抜き料理のレシピを披露しあったり、自社製品に合うつまみを考案したり。

　お互いにその日にあったことを話しながら取る、穏やかな夕食。その後、時間がある時は、ソファに並んでバラエティ番組を眺める。さらに時間がある時は、ふたりで映画を観ることもある。

　鈴菜があくびをし始めたところで、拓海は仕事を言い訳に書斎に籠もる。

　一体何度、書斎のドアを中から開けようとしたことだろう。

　一体何度、鈴菜がシャワーを浴びる浴室に行き、彼女の体を貪ろうとしたことだろう。

　煩悩を抑え込み、やるべき仕事をこなせば、あっという間に日付が変わる。

　そして、ベッドの隅で丸くなる彼女を抱きかかえて眠る至福の時間。──それは同時に、目覚めた瞬間に鈴菜が消えてしまっているのではないか、というトラウマと隣り合わせで、朝になれば、腕だけでなく脚まで彼女の肢体に絡めている始末だ。自分を宥めるために彼女の白い肌にいくつも所有印を残しているが、いつまでもそれで満足できるとは思えない。

　男除けの意味を理解しているのかいないのか、鈴菜は文句を言わない。

　嫌われてはいない、という確信はますます強くなった。

　拓海の腕の中で、彼女はおそらく無意識に、拓海にすり寄る。夢うつつの彼女に好きだと囁けば、安心したように優しく微笑むことさえある。

　鈴菜が寝ぼけ眼で押しつける、やわらかな胸を思い出しただけで滾る己の下半身を、我が事ながら不憫にすら思う。

　《さようなら》のメッセージから今日まで、拓海は一度として他の女を抱いていない。

　言い寄ってくる女はたくさんいた。その中には、一晩だけでも構わない、とはっきり言い切る女もいた。

　けれど、そのうちの誰ひとりして、鈴菜ではない──。

　鈴菜が起きている時間帯には寝室に近寄らないようにしているのは、苦肉の策だ。

　狂おしいほどの渇望を抑えつけるには、いっそずっと離れていた方が良いのだろうが、五年間も離れて過ごした後で、それはできるはずもなく。

　かと言って、過去のことを蒸し返して鈴菜にまた逃げ出されてしまっては元も子もない。

　特に、今はまだ、行方知れずの水原の件がある。鈴菜の身の安全が最優先だった。

　あの男が見つかってしまえば、拓海には鈴菜をひとつ屋根の下に留めておく口実もなくなってしまうのだが、青ざめた顔の憔悴しきった彼女を見る方が辛い。

（どうしたら、俺の気持ちが本当だと伝わる──？）

　鈴菜を抱きしめながら毎晩のように心の内で問いかける疑問に、当然、答えなどない。

　その代わり、この会議室で数日前に鈴菜の先輩社員に投げつけられた言葉を思い出す。

『鈴菜を任せても、大丈夫なんですよね？』

　冗談を言われるような間柄ではないし、仮にもステルラグループの御曹司の自分に向かって一介の社員がそんな不躾な問いかけをすることは、まずない。

（やけに緊迫した声だった……。つまり、本気ってことだよな……）

　夕陽の眩しさに目をすがめれば、眼精疲労でまぶたの裏がじくじくと痛んだ。ＣＥＯ着任の重責と共にのしかかる膨大な仕事を捌きつつ、鈴菜と一緒にいる時間をなるべく作ろうとして、自然と睡眠時間が短くなった。それでも、一日の終わりと一日の始まりに見る顔が唯一無二の女だという生活は、何事にも代えがたい。

（だからこそ、もう失敗は許されない）

　そうは言っても、今の拓海にできるのは、ただひたすらに鈴菜に愛を伝え、愛を乞うことだけで──。

　まったく思い当たる節のない当てこすりに、あの時、岡山を制止してでも話を聞くべきだったという後悔の念が浮かんだ。




　長い会議を終えてオフィスに戻ると、岡山が第二秘書と話をしている最中だった。

　じきに退勤時刻となる。

　さっさと鈴菜のもとへ帰りたいから面倒ごとは御免だ。そう考えたのが顔に出ていたのだろうか。拓海の姿を認めたふたりの顔に焦りの色が見え、嫌な予感を覚える。

「──何かあったのか？」

「いえ、もう済んだことには済んだのですが……」

　いつもはきっぱりとした口調の秘書が、珍しく眉尻を下げる。空気を読んだ第二秘書が、小走りでドアの向こうへ逃げていった。

「拓海様の会議中に、南条グループのご令嬢がお見えになられまして……」

「またか……」

　急速に疲労を感じて、拓海は岡山の隣を通り過ぎ、革張りの椅子に向かう。

　アメリカからの帰国を聞きつけた南条美姫がしつこく拓海を追いかけていることは、秘書室と受付で知らない者はいないだろう。その頻度は明らかに常識を逸脱しており、ここのところ、美姫は毎日会社に姿を見せる。このままでは社内のウワサになるのも時間の問題だろう。

　美姫には、大学卒業の直前に結婚を提案されたが、きっぱりと断った記憶がある。それにも関わらず、ステルラグループと南条グループの強固な関係づくり、と重ねて説得されそうになり、余計に鼻白んだ。

　思えば、その数日後に鈴菜に振られたのだ。

　あの頃から続く皮肉な一方通行。終わらない追いかけっこに、ため息が出る。それに合わせて、椅子が軋んだ。

「──世の中は、上っ面だけを見ているやつばかりだな」

　口をついて出たひとりごとに、秘書の目に一瞬だけ、同情が走った。

「ですが、そうではない方も、いらっしゃるかと思いますよ」

「岡山が私見を述べるなんて、珍しいな」

「いえ。私はただ、客観的事実を述べたまでです」

　その客観的事実とやらが指すのが鈴菜に関係するのかどうか、問うてみたい気がした。

　やめておいたのは、拓海の脳裏に、もうひとり、別の男の顔が浮かんだからだ。

　疾る気持ちを抑え、ジャケットの内ポケットからスマホを取り出し、連絡先一覧をスクロールする。そこに目的の男の名前を見つけ、通話ボタンをタップした。

　大学時代に知り合った彼は、今、警視庁に勤務しているはずだ。

　人好きのするやつで、やけに顔が広い男。

　なぜか妙に馬が合い、学部が違ってからも交流は続いていた。

　最後に連絡を取ったのは一年ほど前に一時帰国した時だったか。ビールグラスを傾けながら、相手が『相変わらず片想い記録を更新中か？』と面白がるような笑みを見せたことを思い出す。

　ちょうどその瞬間、コール音が途切れ、聞き慣れた男の声が聞こえた。

「もしもし？」

「ああ。星崎か？　おまえからの電話なんて珍しいな。一年ぶりくらいか──」







《第三章》








　五月の大型連休も今日が最終日。

　少し遠出をしよう、と誘われ、拓海の運転する車で千葉に向かうことになった。

　助手席側の窓の外を流れていく青々とした木々と、燦々と輝く太陽の光に、鈴菜は思わず目を細める。ステルラビールのオフィスも休憩スペースには観葉植物が置いてあるし、拓海のマンションには鈴菜が持ち込んだ小さなサボテンの鉢が出窓に置いてある。けれど、そんな小さな自然とは比べ物にならないような眩しい初夏の景色に、自ずと心が軽くなる。

「鈴菜、気分でも悪い？」

　ハンドルを握る拓海が心配そうに声をかけた。その優しさに心が温かくなり、鈴菜は拓海を安心させるように小さく首を振った。

「ううん、大丈夫。ちょっと眩しかっただけ」

「そうか？　それならいいけど。鈴菜、乗り物に酔いやすいだろ。しかも、自分のことになると無理しがちだから、気分が悪くなりそうだったらすぐ言えよ？」

　うん、と頷けば、満足気に微笑まれた。視線は前方に固定したままの彼に頭をぽんぽんと軽く撫でられ、甘すぎる行為に鈴菜の方が赤くなる。

　「もっと恋人らしいデートをしよう」と言われたのは、世間も職場も長期休みに浮き足立つ五月の連休直前のことだった。

　未だ行方のわからない水原が、どこで鈴菜を見張っているかわからない。もしかしたらもう鈴菜が拓海と一緒に住んでいることを知っているのかもしれない。もしそうなら、拓海とデートを重ねることで、あの男が鈴菜のことを諦める可能性がある。仮に上手くいかなくても、少なくとも、気分転換はできる。

　説得力もなければ論理的とも言えない、およそ拓海らしからぬ誘い方だった。

　それでもデートの言葉が嬉しくて頷いてしまったのは、もう限界まで膨れ上がった恋心のせいだろう。

　デート直前まで何を着るかで悩み、結局、黒のカットソーに水色のフレアスカート、それに白のキャンバススニーカーを合わせた無難な格好に落ち着いた。どれも拓海が似合うと言ってくれたものだ。

　ゴールデンウィーク直前の株主総会で正式にＣＥＯに就任することが決まった拓海は、以前にもまして多忙を極めているようだった。それにも関わらず、鈴菜の送迎はできる限り自分でしてくれているし、持ち帰れる書類はなるべく自宅でやるようにしてくれているらしい。

　外せない会議のため、岡山が代わりに鈴菜をマンションまで送ってくれた時、そっと教えてくれた。

　『松井さんは拓海様の癒しなのですね』との言葉は、耳に痛い。

（──私じゃ、拓海に何もしてあげられないのにな……）

　好きという気持ちは誰にも負けない自信があるのに、それだけでは足りないことも理解している。

　ステルラグループのメリットに繋がるような人脈があるわけでもない。一社員であるとは言え、今は外回りの仕事さえもできず、売り上げに貢献しているわけでもない。それどころか、自社のＣＥＯに嘘をつかせ、彼のマンションに転がり込み、迷惑ばかりかけている。

（拓海、……どうして私のこと、好きって言ってくれるの？）

　口に出す勇気のないまま、鈴菜は心のうちで拓海に疑問を投げかける。

「……おい、鈴菜？　大丈夫か？」

「あ、ごめん！　ぼーっとしてた。何だっけ？」

　高速道路を走っていた車は、滑らかにレーン変更をするとスピードを落とし、インターチェンジに向かう。現在地は千葉の房総のあたりだと見当がついたが、あいにく、まだ詳しい目的地を教えてもらっていなかった。

「昼ごはん、海鮮丼とシーフードピザだったらどっちがいい？」

「んー、悩むなぁ……。拓海はどっちがいいの？」

「鈴菜と一緒ならどっちでもいい」

　歯の浮くようなセリフでも、拓海が言えば様になる。

　今日の彼は、黒の七分袖のテーラードジャケットにオフホワイトのＴシャツを合わせ、洗いざらしのジーンズを履いている。足元は、黒のスニーカー。シンプルだが、その分、スタイルの良さが際立つ装いだ。仕事の日はオールバックにしている前髪が自然に下ろされ、出逢った頃を思い出させる。

　目にも心臓にも悪い。

　日に日に格好良さを増す男に、鈴菜の心は張り裂けそうだった。

「……じゃあ、海鮮丼」

　自分のため、というより、ごはんモノの好きな拓海のためにそう言えば、「ん、りょーかい」と軽く返される。その気軽な距離感さえも心地良い。

「ねぇ、そういえば、なんで私が乗り物に酔いやすいこと知ってるの？　私、話したことあったっけ？」

　不意にさきほど感じた違和感の正体に気づき、考えるより先に質問していた。

　ちょうど赤信号で車を止めた拓海は、きょとんとした顔を見せる。ひと呼吸置いて、思い出したようにくすくすと笑った。

「あー、それね。良い機会だから教えとく。俺、多分、鈴菜が思ってるより鈴菜のこと見てたし、鈴菜のこと知ってるよ」

「どういう、……意味？」

　思わせぶりな拓海の言葉は、明らかに鈴菜が避けていた過去の話題に絡むものだった。それがわかっていながら、湧き立つ興味に勝てなかった。日常生活から離れた地での解放感のせいもあるだろう。

「ゼミ合宿の時さ、最終日、民宿を出る前にこっそり酔い止めの薬飲んでただろ？　最後、忘れ物がないかどうか部屋を見回ってた時に見かけたんだ」

「……そう、だったかも？」

　半疑問になってしまったのは、単純に記憶が曖昧だったせいだ。ただ、遠出の時に酔い止めの薬を飲むのは自分がよくやることなので、そうだったかもしれない、と思う。特にあの日は、前日に拓海に告白され、興奮でなかなか寝つけなかったので寝不足だった。東京に戻るまでにバスと電車を乗り継がなければいけなかったはずなので、事前に薬を飲んだ可能性は高い。

「あとは、──あぁ、同じゼミ合宿の時のことだけど、こっちに着いてからの鈴菜を見てて、海が好きなのかなって思った。その後、初デートで水族館に行きたいって言われたし。どう？　正解？」

　返事を待たずに、今更だったかな、と照れたように笑う拓海の横顔が眩しくて、鈴菜は赤くなった顔を誤魔化すためにドリンクホルダーからペットボトルを取り上げる。

「あってる、……よ。海、好きだし」

　言った瞬間、ふたりを乗せた車が小さく右に揺らいだ。幸い、対向車はなく、揺れも車体が車線を乗り越えるほど大きくはなかった。拓海が持ち前の運動神経を発揮してことなきを得たが、ずっと安全運転だった拓海が突然ハンドル捌きを誤ったことに驚いてしまう。

「悪ぃ、大丈夫か？」

「う、うん。どうしたの？　疲れてる？」

「いや、疲れてるわけじゃ……」

　タイミング良く、車が停止信号に引っかかる。

　あー、とか、うー、とか、頭を下げて低くくぐもったうめき声を上げていた拓海が、不意に覚悟を決めたように顔を上げた。

　様子を伺っていた鈴菜の顎に、拓海の指が伸びる。争う余裕もなく、クイッと顔ごと視線を合わされ、次の瞬間、ふたりの唇が重なっていた。

　触れるだけのキスに、全身の血が一瞬で沸騰した。

　耳まで赤くなった拓海は、拗ねたようにハンドルを握り直して、車を発進させた。

　密室を、甘い沈黙が包む。

　キス以上のことだってしたことがあるのに、一瞬の口づけで動揺している自分たちが恥ずかしい。

「鈴菜が『海が好き』って言ったのを、『拓海が好き』って言ったのと聞き間違った。それだけ！」

　しばらく続いた沈黙を打ち破ったのは、拓海の方だった。

　車は市街地を抜け、視界には大海原が広がっていた。閉めている窓からでさえ潮の匂いが漂ってきそうなテンションの上がる光景なのに、今の鈴菜の目には拓海しか映っていなかった。

（それって、私が拓海のこと好きだって言ったと思って、嬉しくなったってこと……？）

　再会した拓海は、以前よりも率直で情熱的に気持ちを言葉にしてくれるようになった。付き合っていた頃はどちらかと言うとクールでそっけない態度が多く、不安になったこともあったのに、まるで別人みたいだ。

　今の発言も、不器用ながら、鈴菜の気持ちが拓海にとって重要な問題なのだと言われているようで、なんだか胸の奥がくすぐったい。

　恥ずかしくて俯いた。それを勘違いしたのか、拓海が困ったように自身の髪をかきあげた。プライベートで彼がよくする癖だ。

「ごめん、困らせた……」

　鈴菜の顔を伺うような、不安に揺れる眼差しがチラチラと向けられる。

　安心させるように口角を上げ、「ううん。それより、お腹空いたね」と話題を変えれば、安堵の顔で同意された。

　その後は、拓海の案内で新鮮な魚介類をふんだんに使った海鮮丼を食べ、道の駅に寄り道し、海沿いの道をあてもなくドライブした。

　ずっと運転してくれていた拓海を気遣い「少し休憩したいな」と言えば、彼は、完璧なハンドル捌きで海岸沿いの駐車場に車を停めてくれた。

　目の前に広がる海を眺めながら、長いようで短かった大型連休を反芻し、鈴菜はそっと笑みを浮かべた。

　マンションから徒歩圏内にあるカフェでのブランチで、とろとろのポーチドエッグとこんがり焼けたパンに舌鼓を打ったのは、連休初日。

　夕食の材料を買い出しに行くついでに、あてもなく駅の近くを散歩したのは、連休二日目。

　うっかりマグカップを割ってしまった翌日には、ちょっとだけ遠出をして、お気に入りの雑貨屋で新しいものを買った。

　拓海がどうしても出社しなければいけない日は、マンションにいるように言われたけれど、それでも夕方には帰ってきてくれて、そのままステルラビールの商品を扱っている近所の居酒屋に足を運んだ。

　外出に疲れた日は、動画配信サービスで、ちょっと前に話題になったアクション映画を観た。

　普段は作らないようなちょっと手の込んだビーフシチューをふたりで作り、いつもは飲まないような少し高価な赤ワインを開けた夜もある。

（拓海のおかげで、思ってた以上に穏やかで、充実した連休だったな）

　ただふたり並んで車の中から外を眺めているだけなのに、充分に満たされた。遠くに聞こえる波の音をＢＧＭにするだけで会話らしい会話もないのに、気詰まりさはない。

　眼前に広がる夕陽は圧巻で、ゴールデンウィークをしめくくるのに相応しい光景だ。

　本当の恋人同士のような夢のような時間は、しかし、あっという間に終わってしまう。

　ちらりと腕時計を確認した拓海が、口を開く。

「帰る前に少し歩こうか？」

　帰りたくない、という気持ちを見透かすような誘いに喜んで頷けば、鈴菜以上に嬉しそうな笑顔を返された。

　ざくざくと砂を踏む感触。

　髪を揺らす潮風。

　歩きにくいだろうから、と言って繋がれた手。

　自分の半歩先を歩く拓海の横顔と、繋がれた手を不思議な気持ちで見比べていると、不意に手を解かれ、指を絡められた。所謂、恋人繋ぎだ。

　戸惑ったことが伝わったのか、怪訝そうな顔をされる。

「……どうかしたか？」

　再会してからは、肩を抱かれて歩くことが多かった。

　付き合っていた頃は、外ではあまり手を繋がなかった。そういう行為が好きではないのかと思っていた。

「懐かしい。もう少し先まで行くと、ゼミ合宿で泊まった民宿があるはずなんだけど……」

　唐突に立ち止まって、心持ち伸び上がり、遠くを見やった拓海は、フウッ、と一つ息を吐いた。勇気をふり絞るような仕草で、絡めていた手を引き寄せ、腕の中で鈴菜を半回転させる。ふたり揃って海を眺める体勢で、すっぽりと背後から拓海に抱きしめられた状態でドキドキが止まらない。

　耳元に感じる吐息が、熱い。

「あのさ。俺、あの日、鈴菜に振られて後悔したんだ」

「……後悔？　拓海が？」

　振り返ろうとしたが、逆に密着されてそれも叶わなかった。どうやら顔を見られたくないらしい。

「ああ。あの頃、鈴菜にいいところを見せたくて、必死で聞き分けのいい大人のフリしてた。言い訳みたいだけど、周りのヤツらにクールな御曹司のキャラを期待されてたっていうのもある。さっきみたいに外で手を繋ぐこともしなかったし、幻滅されるのが怖くて思ってることの半分も言えなかった。今思えば、鈴菜の話もちゃんと聞けてなかったと思う。特に、──特に、別れ話をされた直前は、アメリカ行きのこともあって俺も余裕がなかったし……」

　だんだんか細くなる声と、だんだん強くなる拓海の拘束は、鈴菜に向かって逃げないでくれと懇願しているかのようだった。そういえば、告白された時もあまりに強く手首を握られて痛いと文句を言った気がする。蘇った記憶があまりにも生々しく臨場感があり、今と重なるそのシチュエーションに心拍数が上がった。

（この人は、もしかしたら、私からの別れ話でとても傷ついたのかもしれない……）

　初めて拓海の心の傷に思い至り、泣きたくなるような切なさで俯けば、優しい声が頭上から降り注ぐ。

「鈴菜。俺を振った理由を言いたくないなら、鈴菜の心の準備ができるまで待つよ。そこまで頑なになるんだから、きっとなんか理由があるんだろ？　でも、できればそれとは別に、今の俺と向き合ってほしい。今は偽物の恋人や同棲でも、俺はそれを本物にしたいと思ってる」

「……わかった」

「それと、訊きたいことがあるなら訊いてほしいし、不安があるならそれもぶつけてほしい。俺もそうするから」

「うん」

　何十回好きだと言われるよりも嬉しい告白に、涙混じりの返事しかできない。

　それでもくぐもった肯定が聞こえたのか、ありがとう、と囁かれた。

　おずおずと両手を上げ、そっと胸の前にある拓海の力強い腕に添える。

「あのね、じゃあ帰りに、拓海のアメリカでの話を聞かせてほしい」

　それを聞いた拓海は、鈴菜の首筋に顔を埋めて幸せそうに喉を鳴らして笑った。





◇◇◇






　拓海の誕生日プレゼントにシフォンケーキを焼こう。──そう決めたのは、房総でのドライブの帰り道だった。

　帰りの車の中で、拓海は約束通り、アメリカでの生活について話してくれた。決して暗いトーンではなかったが、言葉の端々から彼の仕事に対する惜しみない努力が垣間見えた。背負っている覚悟と責任の重さも。

（どうしよう。私、前よりももっと拓海のことが好きになってる。ううん、それだけじゃない。──できるなら、このまま拓海のそばにいて、私も彼のために何かしたい）

　想いを隠すことはもう限界で、それと同時に、自分がステルラグループの御曹司に相応しい女になれないことも痛感する。

　だから、せめて──。

　当の本人からは事前に、外せない役員会議のため、今夜は遅くなると言われている。鈴菜はいつものように岡山に車でマンションまで送り届けてもらった。

　それから、エントランスで、もうすっかり顔なじみになったコンシェルジュから、頼んでおいたケーキの材料を受け取って。バタバタとシャワーと着替えを済ませ、薄力粉の計量を始めた頃には夜の七時を回っていた。

　自分の夕ごはんのことは頭になかった。考えていたのは、拓海のことだけだ。

　大学の授業で、初めて言葉を交わした日のこと。付き合ってほしい、と言われた日のこと。再会した日のこと。オフィスまで来てくれた日のこと。

　とりとめのない思考は、ビーッというオーブンの音によって現実に引き戻された。あとは、焼けたシフォンケーキの粗熱を取り、今、作っている最中のホイップクリームとフルーツを添えるだけだ。

「──え、どうして？」

　しかし、オーブンを覗き込んだ鈴菜の目に飛び込んできたのは、ふわふわのシフォンケーキ──になるはずだった、ぺしゃんこのスポンジ。驚いて慌ててオーブンを開けようとすると、今度は抱えていたボールが腕からすり抜け、その衝撃でゆるいホイップクリームが鈴菜の首や胸元やエプロンに降りかかる。なんとかボールの落下は免れたが、救いきれなかった金属製の泡立て器が床にぶつかり、衝撃音が響いた。

　そんな踏んだり蹴ったりな状況に、追い打ちをかけるように、玄関に繋がる廊下から足音が聞こえた。

「大丈夫か、鈴菜！　一体、何が──？」

「拓海！　何で!?　今日は帰りが遅いはずじゃ……」

　朝から働いていたはずなのに、一切の疲労を感じさせない、三つ揃いのスーツをまとった男。対して、動きやすさを重視してルームワンピの上からエプロンをつけただけの女。家ではいつもおろしている髪も、適当にシュシュで結わえただけ。

　瞠目した顔で見つめ合うふたりは、なんとも対照的だった。

「先方の都合でリスケになった。それより──……ケーキ？」

　部屋に立ち込める甘い匂いとキッチンの惨状から把握したのだろう。拓海の疑問に、鈴菜がしぶしぶ頷く。使い道のなくなったホイップクリーム入りのボールを、シンク横に置いた。

　サプライズは失敗だ。いろんな意味で。

「今日、拓海の誕生日でしょう？　お世話になってるし、そのお礼も兼ねて内緒でケーキを焼こうとしたの。でも、よく考えたらもっと美味しいケーキの方が良かったよね。今日はさすがに無理だけど、明日にでも──。ッ、た、拓海!?」

　無言のまま距離を詰めた拓海に、鈴菜が思わず声を上げた。

「服が汚れちゃう！」

「別にいい」

　言葉の通り、スーツにクリームがつくのも構わず、拓海が鈴菜を抱き寄せる。

　心なしか、その顔が赤い。

「……シフォンケーキ？」

　確認するかのように、そしてどこか疾く気持ちを抑えるかのように、簡潔に問われた。まるで、この質問に彼の命がかかっているかのような真剣さだ。

「そのつもりだったんだけど……」

　自由のきく首だけを回して、キッチンを確認する。未開封のベーキングパウダーの箱を見て、己の失敗の原因を悟った。

「……ホイップクリームも？　苺は？」

　頭上から降る確信と期待の混じった声色に、彼もまた、同じことを思い出しているのだとわかった。

　付き合っていた頃、拓海の誕生日に鈴菜が焼いたシフォンケーキ。お皿に乗せたふわふわのそれに、ぽってりとしたホイップクリームを添えて、上から冷凍のミックスベリーをトッピングしたものだ。甘いものが苦手な拓海のために、クリームの甘みは控えめにしたので、鈴菜の好みよりずいぶん大人の味になってしまったのだけれど、拓海は気に入ったらしく、ひとりで四分の三も食べた。

　鈴菜は今日、それと同じものを作ろうとしていた。

「なぁ、鈴菜。クリームと苺は？」

　どうしても鈴菜の口から言わせたいらしい。答えを知っているはずの質問が繰り返される。

「……ある」

　かすれた声での返答は、拓海のスーツに吸い込まれた。けれど、拓海には確かに聞こえたようで、鈴菜を抱きしめる腕が一瞬だけ震えた。

　気づいた時には、踵が床から離れていた。同時に、彼にすがるように鈴菜の指がジャケットの襟を掴む。

　チュッという小さく淫靡なリップ音が静寂に響き、ふたりぶんの静かな呼吸音がそれに続いた。

　硬直していた拓海は、自身の身に起きたことを悟った瞬間、その瞳に獰猛な男の情欲を露わにした。

「誕生日、……おめでとう。それに、助けてくれてありがとう。あと……」

　食い入るように見つめる拓海の黒曜石のような瞳を、しっかりと見つめ返す。

　不安はあっても、迷いはなかった。

　自分はもうきっとこの男以外を愛することはできないのだ。だったら、せめてそれを声にすることが許される今だけは、ちゃんと想いを伝えたい。




　──許される間は。




「拓海……好き」

　キスするために拓海のジャケットを握っていた指先が、緊張で震えた。

　こぼれ落ちた告白は、目の前の男を狂わせるのに充分なだけの威力を発揮した。

　長身を折った拓海が、覆いかぶさるようにして鈴菜の唇を自分のそれで塞ぐ。露出した粘膜が触れ合った次の瞬間には、男の舌が貪欲に彼女の口内に割って入った。

「──ん、むッ……ふ、ァ……」

　やわらかな舌に嬲られ、吸われ、それでも必死でついていこうと舌先を這わせ、両手を彼の首に巻きつける。ふたりの舌が絡み合う摩擦で、くちゅっと卑猥な音が立った。力が抜けて崩れそうになり、腰にまわされた拓海の腕が鈴菜を支えた。

　システムキッチンの上に散らばったままの調理器具が乱雑にどかされ、空いたスペースに座らせられる。同じ目線の高さが恥ずかしく、頬が熱くなる。

「鈴菜。もう一回言って」

「……好き。拓海が、好き」

「ケーキも嬉しいけど、もっとイイモノをプレゼントされた気分」

　ジャケットを脱ぎ落としながら、視線を鈴菜から逸らさずに拓海がかすれた声で囁く。彼の言う『イイモノ』が自分を指しているのだとわかり、この先に待つ悦楽への期待で脚のつけ根が疼いた。

　ベストのボタンを外し終えた拓海は、我慢の限界とばかりに鈴菜の首筋にむしゃぶりついた。拭われることもなく忘れられていたホイップクリームが、彼の舌に舐め取られる。

「……甘い」

　肌に吹きかけられる呼気さえも微弱な刺激となり、鈴菜の官能を煽る。

　頸動脈をなぞるようにして夢中でクリームを舐める拓海に、すがりつくことしかできない。

「ァ、……やぁ、拓海、──そこ、くすぐったい」

　大きく襟ぐりの開いたルームワンピースから覗く鎖骨まで舐められ、胸の谷間へと落ちていくクリームを男が舌で追いかける。むずがゆさともどかしさで、鈴菜の身体が揺れる。

「プレゼントって、包みを剥く時がいちばん興奮する」

　余裕のない顔で、それでも悪戯っぽく微笑む様は、いままで見たこともないほど妖艶で。くらくらとした目眩に襲われ、心臓は口から飛び出しそうだ。

　ワンピースの裾を捲り上げた拓海は、邪魔なそれを一思いに脱がせた。上下セットの下着は薄ピンクで、図らずも、白いレースのリボンがアクセントになったかわいらしいデザイン。プレゼントと言われたこともあり、自分が本当に彼の誕生日プレゼントになったみたいで羞恥心が募る。

「鈴菜、かわいい。ヤバ……。理性飛びそう……」

「いい。──それでもいいから……理性、飛ばしていいから、最後までシて」

　家柄。格式。釣り合いと世間体。拓海を取り巻く環境は理解した。

　それでも、どうしても拓海がほしくてたまらなかった。

　「今の俺と向き合ってほしい」と、波と音と共に、愛する男の声が耳奥で聞こえる。

（お願い。その時が来たら、ちゃんとまたこの手を放すから。だから──）

　言葉にできない願いは、言いようのない焦燥感を生み、その焦燥感から鈴菜は強く拓海を引き寄せた。数センチの距離から言外にキスを強請れば、男の喉仏がゆっくりと上下する。

「──言いたいことは言えって言ったけど、まさかここまでの破壊力とは……」

　触れるだけのキスと共にそう言う拓海の手つきは慎重で、ガラス細工を扱うように丁寧にホックを外す。ブラのカップからこぼれそうだった豊満な胸が、解放されてふるりと揺れた。片方のふくらみが拓海の手に包まれ、もう一方はやわらかな部分が彼のキスを受け止める。どちらも胸の外側を攻めるようなやさしい刺激なのに、それだけでもう身体の奥深くが溶け始めるのがわかった。

　先を促すように身をよじると、唐突に男の手も口も離れてしまう。けれど、文句を言う暇もなく、手近にあったボールを引き寄せた拓海がホイップクリームをひとすくい鈴菜の胸に落とした。冷たくとろりとした感触に、全身の皮膚が粟立つ。

「ひゃッ、んん、冷たッ──」

「エロい眺め……。美味そう」

「ちょっと、拓海！　何して……っ！」

　真っ赤になって抗う鈴菜を前に、拓海が片手で自分のワイシャツのボタンを外す。その間も、漆黒の双眸は鈴菜から離れることはない。

「何って、せっかくもらったプレゼントを堪能してる。今までの人生でもらったものの中で、間違いなくいちばん嬉しい」

　拓海の人差し指と中指の二本でクリームが塗り広げられる。

「……ふ、ぁ……！」

　一瞬だけ胸の頂に触れた刺激に、鼻にかかる声が漏れる。

　ベタベタになった肌は感覚過敏気味で、泣きたいほど気持ちいい。

「んん、……ァ、……ッ！」

　体温で溶け出したクリームが、ゆるゆると肌を滑る。くすぐったいのに、魅せられたように熱い視線を向ける拓海を前にして、身動きが取れなかった。目だけで愛撫されているような錯覚に陥り、どうしようもなく淫らな欲が体内でうねりを上げる。

「鈴菜、こっちも脱いで」

　薄桃色のショーツに手がかけられ、少しの身じろぎであっさり裸体が晒された。淫猥な体液をたっぷり含んだ布は、そのまま拓海によって無造作に床に放り投げられる。

　胸元からお腹、お腹から脚の付け根へと滴る白くどろりとしたクリームだけをまとった裸体は自分の目にも扇情的で、自ずと官能を高めた。

　ふくらみの間を伝う白濁をぺろりと舐める拓海の妖艶な顔に、甘えるようなあえぎ声がこぼれる。真っ赤に熟れた果実が自己主張しているのに、意地悪な舌はそのまわりをかすめるばかりだ。

「ヤぁ、ん、拓海……そこじゃなくて、もっと……！」

　この期に及んで、まだ焦らす素振りを見せる男に、鈴菜が懇願する。

「ん？　もっと──？」

「もっと、こっちも触って……」

　バランスを保つために拓海の首に回していた右手をふりほどき、自分の胸の先端に触れる。

　足りない。足りない。全然足りない──。

　焦燥感のあまり涙目になれば、最愛の男が情欲の色も露わに、ごめんと囁いた。

「ごめん。嬉しくて、やりすぎた。──ちょっと待って」

「キャ、……アァンッ！」

　贖罪とばかりに丁寧に右胸の飾りを口に含まれ、転がすようにして慰撫される。左胸の飾りはクリームと共に拓海の指に愛でられる。求めていた刺激がいっぺんに与えられ、鈴菜の喉からは嬌声しか出ない。

「もっと？」

　ほしがられることが嬉しくてたまらない。──そう言われているかのようで、羞恥を超えた歓喜になけなしの理性が吹き飛んだ。

「ぅん、……もっと。もっと、ほしい……」

「あげる。全部あげるから、俺にも鈴菜を全部ちょうだい」

　妖しく動く男の手が、太ももを撫でる。普段なら不快なはずのベタついた感覚に、今はむしろ、奇妙な艶かしさを感じた。

　滑らせるようにして人差し指で花びらをなぞられ、それだけで胸が苦しくなるほどの愉悦が湧き起こる。その刺激だけで肉壁が切なさにひくひくとわななき、愛液をこぼした。

「もうとろとろになってる……」

　鈴菜に見せつけるように人差し指を持ち上げ、拓海はおもむろにその指を口に含んだ。てらてらと妖しく光る蜜を舐め取り、そしてその場にかがみ込む。

「待って、拓海！　そこ、恥ずかしいから──！」

「駄目。鈴菜の全部、俺にちょうだい」

　グイッと大きく太ももを割り開かれ、その付け根に拓海の顔が寄せられる。敏感な部分に熱い吐息を浴びて全身を振るわせれば、次の瞬間、呼気よりも熱い舌が肉芽をぬるりと舐め上げた。

「ひゃ、ぁァっ、……んんッ！」

　拓海の舌は、唾液をまぶすように何度も繰り返し鈴菜の淫芽をくにくにと転がす。

　不安定な姿勢で与えられる耽美な愛撫に耐えきれず、鈴菜は思わず、上体を仰け反らせた。あまりの気持ち良さにバランスを崩し、かえって陰部を拓海に押しつけるかたちになってしまう。それが余計に深い悦楽へと繋がった。

「あぁ、……すごいぐちゅぐちゅになってる。わかる？」

　わざと彼女に聞かせているのだろう。ぴちゃぴちゃとまるで子猫がミルクを舐めるような水音に、鈴菜の荒い呼吸音と混ざり合った。

　生理的な涙が視界を濡らし、霞みの向こうには、秘処にしゃぶりつく彼の頭が見えた。その黒髪に両手の指を絡めると、まるでそれが合図だったかのように、隘路にゆっくりと拓海の指が挿し入れられた。

「あ、ぁぁぁっ！」

　求めていた刺激を与えられ、肉壁が勝手に大きく震撼した。

　その直後、飽きることなく淫芽を食んでいた拓海が、くぐもった声で何かを呟く。問い返そうと口を開いた瞬間、今度はずぶりと二本目の指が挿れられた。

「んぁ、……も……たく、み……！」

「──ん？」

　間髪を入れずに、ずちゅっ、と蜜を掻き出す音がして、拓海が指の腹で隘路の天井を絶妙な力加減でこすった。

　少しだけ曲げた指先で陰核の裏側あたりをくすぐる愛撫は、拓海だけができる鈴菜への甘い拷問だ。

　二本の指は、ギリギリまで引き抜かれ、余韻を味わう隙もなく、また一気につけ根まで挿入される。愛液でコーティングされた指は、そのまま立て続けに同じ動作を繰り返した。

　疑似的なピストン運動が、鈴菜の期待と興奮を煽る。

「拓海、それ、気持ち良くて、変になっちゃう……！」

「そうだね。鈴菜はココを触られると、いっぱい気持ち良くなっちゃうんだよね？　ナカもぴくぴくしてる」

　恍惚とした声が、ぷっくりと膨れた肉芽に吹きかかる。鋭利すぎる愉悦にびくりと下肢が揺れ、その衝撃で隘路に収められていた拓海の指がまた弱いところをかすめた。たまらずおしりを引いて身をよじれば、今度は違う角度で充血したナカをこすられた。

（もう無理！　イっちゃう……！）

　鈴菜の心を読んだかのように、拓海が舌と手の動きを再開させた。

「ぁぁあ！　拓海、イく！　イっちゃう……！」

　ぢゅ、と陰核を吸い上げられた瞬間、大きく身体が傾いで、体内で花火が上がったかのような衝撃に襲われ、達した。ギュッと閉じたまぶたの裏側で無数の星が瞬く。

　はぁはぁ、と乱れた呼吸を繰り返す鈴菜を、拓海がきつく抱きしめる。

「駄目だ、ベッドまで我慢できそうにない。鈴菜、一度目はここでいいか？」

　思考停止に陥った脳でぼんやりと頷けば、こめかみに優しいキスを落とされた。

　カチャカチャと鳴る、微かな金属音。

　拓海がビジネスバッグから取り出した、真新しい避妊具の小箱。

　いつの間にか一糸まとわぬ姿になっていた拓海は、箱から一枚パッケージを取り出し、そそり立つ男の象徴に手早く皮膜を被せた。

　システムキッチンに座っていた鈴菜の腰に拓海の大きな手が添えられ、蜜壺の入り口に猛々しい剛直が充てがわれる。

「鈴菜。俺のこと、見て？」

　素直に拓海に焦点を当てると、鈴菜を見つめる彼と目が合う。

　うっすらと汗をかいた額。

　獰猛な野獣を思わせる瞳。

　上気した頬に浮かぶ、緊張。

　自分が彼を求めるのと同じだけ、あるいは、それ以上に自分を求めてくれていることに、言いようのない喜びを覚える。

　──ぐちゅ。

「ぁ、拓海、……待って、おっきくて……！」

　先ほどまで拓海の手と口で蜜道はぐずぐずに溶かされていたにも関わらず、かたく滾る雄芯の大きさ故に、先端を呑み込んだところで止まった。骨ごと押し広げられるような圧迫感は、鈴菜だけでなく拓海の呼吸も荒げる。

「ぁァァッ！」

　ナカを慣らすように浅く律動され、じわりじわりと瘤状に膨らんだ先端が熟れた肉壁を擦る。

　狙っているのか、いないのか。鈴菜の弱いところを摩擦する動きに腰が震え、拓海が彼女を抱きとめる。

「好き。鈴菜、好きだ……」

　ついばむようなキスと甘い告白に、鈴菜の強張っていた身体から力が抜けた。その瞬間を待っていたかのように、拓海が鈴菜の腰を持ち上げたことで、より挿入しやすい角度になったようだった。

「ぬるぬるだし、持ってかれそう……！」

　剛直がずぶずぶと容赦なく彼女を串刺しにする。躊躇がない、というより、我慢ならない、という性急さで。

「あ、ぁ……ヤ、だめェ……奥ッ！　ン、──奥、気持ち良すぎるから」

「ヤバぃ、……鈴菜、そんなに、絞めると──！」

「アァぁ、ん！」

　不安定なシステムキッチンの上に半分だけおしりを預けた状態で、雄芯を深く、根元まで呑み込んだ。

　最奥を穿たれる快感に上体が弛緩する。くにゃりと傾いた身体を抱きとめられ、両手を拓海の首に回すように促された。

「鈴菜、掴まって？」

「……ぅ、ん」

　言われるがままに、ぴったりと拓海の身体に身を寄せる。抱きしめ返されることを予期したが、拓海の腕はなぜか背中とおしりに回され、次の瞬間、鈴菜の身体がフワッと浮いた。

「ひゃ、……たく、み……！」

　慌てて両脚を拓海の腰に回すが、それは結合を深くするだけで、いっそう奥に楔を招き入れる結果になる。法悦で身をよじる鈴菜を宥めるようにして、拓海が彼女の唇を自分のそれで塞ぎ、喘ぎ声を奪う。それどころか、唇の隙間から侵入した舌は鈴菜の舌に絡みつき、摩擦で淫靡な熱を生む。

「んっ、む──っ！」

　舌の動きと連動するように、拓海が鈴菜のナカで少しだけ動いた。そのゆるゆるとした振動さえ、結合部で鋭い愉悦に変わる。

　もともと体育会系だった拓海の肉体は今も充分な筋肉量を維持していて、快感をやり過ごそうと鈴菜が少しばかり身体をくねらせても、揺らぐことはなかった。

　チュッと小さく音を立て、唇が離れる。

　そのままきつく抱きしめられ、肩口に顔を埋めた拓海が低い声で囁いた。

「どうしよう。幸せすぎて、このままイきそう……」

　不意に聞かされた拓海の心の声に、とりわけ「幸せ」の一言に、ぎゅっと心臓を掴まれたような切なさと哀愁を覚えた。強く抱きしめ返すことで返事をすれば、鈴菜の気持ちが通じたのか、ゆっくりとふたりの結びつきが緩まり、そしてまた深く挿入された。

「ぁあ、っ！」

　密着した陰部の間で充血した淫芽が押しつぶされ、えも言われぬ快感の波が全身に広がる。ぐちゅ、ぐちゅ、と串刺しにされるたびに快感が溜まり、鈴菜は夢中で拓海の身体にしがみついた。拓海の厚い胸板で両胸の果実が擦れ、そこからまた別の快感が生まれる。

「たく、み、──も、だめぇぇぇぇ！」

　ずちゅん──！

　とどめを刺すように力強く腰を押しつけられ、その衝撃で鈴菜の熱は弾け飛んだ。真っ白になった視界で星が光り、繋がった部分から足先まで雷に打たれたような痺れが走る。

　おしりと太ももに冷たい何かがあたり、キッチンカウンターに座らされたのだとわかった。

　余韻に浸る媚肉の中から、猛々しい男の杭が、ずるりと引き抜かれる。敏感な粘膜が、与えられた刺激に戦慄する。

　くぷ、と小さく音を立て、蜜道の入り口に男根が押し当てられた。

　反り返るほどの剛直にその後の行為を予見して、鈴菜が喘いだ。

「んぁ、た、くみ……待っ……！　まだ、イッたばっかり……」

「いいよ。何度でもイッて」

　言葉と共に最奥を突かれ、達したばかりの女体がくねる。宙に浮いた足指をキュッと丸め、男の腕の中でもがくことで過剰なまでの快楽を逃そうとするが、それは逆に男をさらにしめつけるだけだった。

　拓海は低く呻いた直後、淫らな水音を立てて己を肉壺から引き抜き、パチュンと音を立てて最奥を穿った。

　二度、三度──……。

　飽くことなく繰り返されるリズミカルな抽挿に、一度解放したはずの子宮の熱が再び高まる。

　とどまることを知らない律動は、鈴菜を気遣う余裕のない、すべてを貪り尽くすような激しいものだった。

　襞の凹凸をひとつとして余すことなく擦られ、突き上げられるたびに快楽が波紋のように全身に広がる。

「……好き。……拓海、好き」

「うん。俺も、好き」

　鈴菜、と、もう一度名前を呼ばれた瞬間、臨界点を超えた。びくびくと痙攣する雌の肉が雄の欲望を絞り上げる。

「──イ、く！」

　荒い息が聞こえ、子宮の入り口近くで皮膜越しにピクピクと白濁が放たれるのを感じた。

「ヤバい。全然おさまらない……」

　ぐったりした鈴菜をよそに、さっさと避妊具の始末を終えた拓海は、壮絶な色気を放ちながら乱れた黒髪を掻き上げた。言葉の通り、まったく萎えていない屹立も視界に入る。動揺して目を泳がせる彼女に、拓海は疲労の色さえ見せず、両腕を伸ばした。

　大きな黒目が妖しく光り、口元に悪戯な笑みを浮かべている。

「──鈴菜、落ちないようにつかまって？」

「え？　きゃッ……！」

　背中と膝下に腕を添えられ、横抱きにされる。慌てて拓海の肩に手を回し、だるい身体でなんとかバランスを取ったが、理解不能の彼の行動に条件反射で悲鳴が上がった。

「ちょっと待って！　一体、何──!?」

　一切動じることなく、ふわりと笑う美丈夫の眼差しには、まだ情欲が燻っているのが見て取れる。

「シャワー浴びよう」

「シャワー……？」

「そう、一緒に」

　そう言っている間にも拓海はしっかりした足取りで廊下に出て、バスルームへと進んでいく。

　鈴菜の方は、拓海にしがみつくので精一杯だ。

　ふたりで使っても充分な広さのある浴室。洗い場に入ると、やっと拓海は鈴菜を下ろした。

「ねぇ、拓海。シャワーなら私ひとりで──」

「鈴菜、まさかこれで終わりだと思ってる？　こっちは誰かさんのせいで、余裕で五年分溜まってるんだけど？」

　抵抗の言葉を途中で遮られ、そのまま冷たいタイルに押しつけられた。ひやりとした感覚に驚いたのは一瞬で、拓海がレバーを捻ったらしく、鈴菜の身体はたちまち温かなシャワーの雨に濡れる。

（本当に、ずっと私のこと、好きでいてくれたの？　信じても、いいの──？）

　婉曲に「五年間、誰とも関係を持たなかった」と告げられれば、拒めるはずもない。それどころか、新たに別の感情が生まれた。




（もしかして、五年前のことも、何か理由があったの？）




　目の前の拓海を、そして過去の拓海を信じたい、と、思った。

　自分と同じようにシャワーの雨に濡れる彼の肩に視線を向ける。三つ並んだ特徴的なほくろは確かにそこにあり、鈴菜は少しだけ背伸びをして、その三つのほくろに唇を押し当てた。ぬるいお湯の味がしたが、拓海はくすぐったかったようで、小さく笑って身を捩る。

　いつの間に用意したのか、拓海の手にはボディーソープを泡立てたスポンジが握られていた。偽装同棲を始めた時に鈴菜が近所のドラッグストアで買って持ち込んだものだ。

「洗ってあげる」

　シャワーが止められ、あたりに人工的な甘い匂いが漂った。

　昔から愛用している嗅ぎ慣れた匂いのボディーソープなのに、拓海が一緒に浴室にいる、というだけで官能的な香りに思えた。催眠術にかけられたように、あるいは、タイルにピンで留められたように、身動きがとれない。

　泡だらけのスポンジが首から鎖骨、胸と順に滑っていく。手ではない、微かにざらついたスポンジの感触は、先ほどまでの情交で熱くなった皮膚には刺激が強すぎる。

「ぁ、……ン、拓海、──ャ、ぁ」

「洗ってるだけなのにエロい声出すとか、どんだけ俺の我慢を試す気？」

「そんなこと、してな……ぁァッ！」

　右胸を洗っているはずのスポンジが、絶妙な力加減で赤い実を掠めた。くにゅっと転がされた衝撃で、鈴菜の口から甘い声が溢れる。シャワーの音でも消せないほどのいやらしい声は、浴室で反響し、いっそう羞恥を煽る。

　声を抑えるために手の甲で口元を覆うが、そんな彼女を見て、拓海は意地悪な笑みを浮かべた。

　持っていたスポンジは放り投げられ、泡をまとった両手が鈴菜の両胸を直接掴む。ぬるぬるとした感覚は、過去に経験したどんな愛撫とも違う独特の気持ち良さで、押さえた口から意味を成さない声が漏れるのを止められない。

「んん、っむ！　──んぁぁ、……ン、ッ！」

「ほんとエロい」

　胸の下。お腹。腰。おしり。太もも。──拓海の両手はまるで探検でもするかのように、鈴菜の身体のあちこちをまさぐる。

「ぁァッ！　拓海、もう、いいから──！」

　壁に寄りかかったままずるずると座り込みそうになり、拓海に身体を支えられた。泡だらけの肉体が触れ合い、そこからまた快楽が生じるのがわかる。

　のぼせてしまったかのような、ふわふわとした多幸感。

　同じことを感じたのか、拓海は素直に笑って頷くと、シャワーのレバーを捻った。お湯がふたり分の白い泡を流していく。

　ボディーソープの泡でも、シャワーのお湯でもない、別のとろりとした蜜が、とめどなく秘裂から滴っているのを感じる。

（拓海って、……こんなえっちなこと、しちゃうんだ……）

　ぼんやりとそんなことを考えていると、当の本人に顔を覗き込まれた。顔の横に両手をつかれ、こつんとおでこをぶつけられる。

「ごめん。嬉しくてやりすぎた。──ほんと、鈴菜と一緒にいると、自制心がきかなくなる」

　おでこを離した彼にもう一度、ごめん、と言われ、鈴菜は首を横に振った。

　言葉にするのに勇気が要ったが、迷った末に、口を開いた。

「……すごく、気持ち良かった」

　言った瞬間、シャワーの音で聞こえなければ良かった、と思ったが、生憎、しっかり彼の耳に届いていたらしい。恥ずかしげに耳を赤くした拓海は、シャワーを止めた。そのまま顔を隠すように鈴菜のことを抱きしめる。

「このままだとのぼせる。続きは寝室でしよう」

「……うん」




　続きは寝室で、という言葉はしっかり有言実行され、やっと拓海が落ち着いた頃には、時計の針がずいぶんと進んでいた。シンデレラが慌てて馬車に駆け戻るような時刻だ。

　空腹よりも眠気が勝り、好きな男の抱擁の中でうとうととまどろむ。半ば無意識に拓海の剥き出しの背中に片腕を回せば、嬉しそうにくすくす笑う声が頭上から聞こえた。

「鈴菜、もう少しだけぎゅっとして」

　希うような男の声は、甘えを含んでいて愛しさが募る。

「拓海って意外と甘えんぼうなとこがあるよね」

「そう？」

「うん。昔もそうだった。時々すごく甘えんぼうになる。外ではあんまりそういう素振りは見せてくれなかったけど……」

「嫌だった？」

　不安そうな問いかけに、彼を抱きしめる腕に力を込めた。

「ううん、嫌じゃなかった。──私だけ特別みたいで、……嬉しかった」





◆◆◆






　『私だけ特別みたいで、嬉しかった』──思いがけない告白に、眠ってしまった鈴菜を拘束していた腕から力が抜けた。

　顔にかかる髪をかき分け、額とまぶたにキスをする。

　鈴菜は特別だ。間違いない。少なくとも、どちらかと言えば無精者の自分が好き好んで彼女の世話を焼きたいと思うくらいには。

　それがどれほど珍しいことなのかを考え、自分で自分が可笑しくなる。性別を問わず、鈴菜以外の人間の世話など焼いたこともないくせに。

　彼女を起こさないようにそっとベッドから抜け出すと、散乱した避妊具のパッケージを踏まないようにして洗面所まで行き、タオルを濡らした。乾いたタオルと濡れたタオルを両手に持ち、寝室に戻る。

　ベッドで寝息を立てている鈴菜の姿に、つい安堵してしまうのは、未だに現実感が希薄なせいか。

　濡れたタオルで、ベタつく肢体を拭う。凹凸のはっきりした、しなやかな肉体はどこまでも拓海の劣情を煽り立てる。

（今日が金曜日で良かった──）

　明日は休みだ。一日中ベッドから出るつもりはないし、鈴菜を部屋から出すつもりもない。

　自分でも持て余すほどの情熱を必死で受け止めていた、愛しい女のあられもない姿を思い出す。記憶だけで素直に鎌首をもたげる肉茎が、ひたすら貪欲に解放を求める。

　性懲りも無く昂った自身を慰めるため、拓海は素早く、冷たいシャワーを浴びた。

　規則的な振動音が聞こえたのは、ちょうどキッチンに水を取りに立ち寄った時だった。

　耽溺の残り香が濃いキッチン。放り出されていたスーツのポケットからスマホを取り出す。液晶に表示された名前が、警視庁に勤める旧友のものだったことで、拓海の背筋に緊張の震えが走った。

「──星崎？　すまない、寝てたか？」

「いや、大丈夫だ。何かわかったのか？」

「例の男、水原俊宏って言ったか？　そいつ、都内で職質に引っかかったぞ」

「捕まったのか……？」

「厳密には、それはまだだ。だが、おまえに教えられたアパートの最寄り駅で不審な動きをしてたんで、パトロール中だった警官が任意で話を聞いたらしい。詳細は俺のところにもまだ届いてないんだが、一応知らせておこうと思ってな」

「そうか、助かる」

「事前に俺も近隣の交番に連絡しておいたから、話が早かったんだろ。どうもいくつか余罪がありそうな雰囲気だったんだが、肝心なことに関しては、一切口を開かなくてな。はっきりしたらまた連絡する」

「おまえの顔が広くて助かったよ。サンキュ」

　ぶっきらぼうながら頼りになる友人に礼を言えば、小さく鼻で笑われた。

「いいよ。今度、うまい酒でも奢ってくれ」

「それなら、うちの商品を浴びるほど飲ませてやるよ」

　楽しみにしてる、と小さく笑った男は、不意に何かを思い出したように話題を変えた。

「酒と言えば、一昨日だったかな。結婚するやつがいるってことで、同じ大学だった野郎何人かで集まったんだ。その酒の席で妙な話を聞いた」

「妙な話？」

「ああ。少し長くなるけど、いいか？」

　場所を移動しているのだろう。電話の向こうから聞こえていた雑音が消え、静かになった。

　寝室の鈴菜が気になったが、嫌な予感を覚え、「大丈夫だ」と返していた。

　旧友の声が、やけに大きく聞こえた。

「あのな、五年前の春──」
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　水原俊広が見つかった、とアパートの管理会社経由で警察から連絡があったのが土曜日の午前九時過ぎ。鈴菜が拓海に好きだと伝えた翌日のことだった。

　警察には被害の届け出もしていないのに、と訝ったが、理由はすぐにわかった。水原が鈴菜のアパートに不法侵入しようと目論み、失敗したのだ。

　住宅街だから大丈夫だろう、と一階に住んでいたことが悔やまれる。

　庭からベランダに入り込まれ、ガラス戸を割られた。不審な物音に気づいた隣人が騒ぎ立てたことで慌てた水原は逃走。しかし、日頃の運動不足のせいか長い距離は走れなかったようで、駅近くをパトロールしていた警察官に職務質問され、そのままあっけなく捕まったらしい。

　しばらく黙秘を貫いていた水原は、今朝になって鈴菜と彼女の連絡先のことを口にしたそうだ。

　警察にもアパートにも、拓海は鈴菜に同行してくれた。それどころか、初めての事態に戸惑う彼女を率先して手助けし、事細かに世話を焼いてくれた。鈴菜ひとりでは到底事務処理をすべて片付けることはできなかっただろう。

　「これからのことは会社の顧問弁護士に任せても大丈夫か？」という言葉に甘えさせてもらうことにした。正直、水原の一件は鈴菜の手に余るほどの事態になってしまっていたし、もう二度と会わずに済むならそれで良かった。

　アパートに立ち入られた形跡はなかったが、それでも気持ち悪いという心境を汲んでくれたのだろう。拓海は鈴菜に、もうしばらく自分のマンションにいることを提案してくれた。その言葉に甘えて、事件の急展開から五日経った今も、鈴菜は拓海のマンションにいる。

　晴れて両想いになったふたりを運命が嘲笑うかのように、日曜日には国内の生産工場のトラブルで、拓海は現地に行くことを余儀なくされた。もろもろの雑務も兼ね、そのまま現地に泊まり込むことになったと聞いている。

　それに、水原が捕まったことで鈴菜も以前のルート営業に戻ることになり、おかげでろくに会話ができていない状態だ。

　時間差でやりとりするメッセージ。忙しい隙間を見計らっての五分足らずの電話。付き合っていた頃のすれ違いを思わせる距離感に、もどかしさが否めない。

（うまくいけば今日の夕方には本社に戻れるはず、って言ってたんだけど……）

　顧客である創作レストランから地下鉄に乗った鈴菜は、本社の最寄り駅に着くと同時にプライベート用のスマホを取り出した。拓海からの連絡がないことを確認し、ため息と共にバッグにしまう。

「今日のＣＥＯも格好良かったねー！」

　という浮わついた声が聞こえたのは、鈴菜がちょうど本社のエントランスをくぐった時だった。

　退社時刻を少し過ぎているせいか、エントランスの来客用ソファーも空いており、退社する同僚とすれ違うばかりだ。何やら片付けをしているらしい受付係ふたりの私語が筒抜けで、拓海の恋人として顔が知られている鈴菜は、そっと彼女たちの横を通り過ぎようとする。

「それに、さすが南条グループのご令嬢だよね。美男美女でお似合いだったし。ＣＥＯなんて、来客の連絡を入れたらわざわざ自分でここまでお迎えに来たもんね。びっくりしちゃった」

　けれど、聞きたくなかった話題が耳に入ってしまい、その場で足を止めた。

「あのふたりって、ただ喧嘩してただけっていうのは本当なのかな。確か、南条様は自分で結婚間近って言ってたよね」

「そうそう。南条グループとステルラグループのための政略結婚って感じなのかな。こんな時代でも上流階級って本当にあるんだねー。あー、神様って不公平」

「ＣＥＯの彼女、ほら営業部の松井さんだっけ？　これからどうするんだろうね」

　そこまで話し、手元のパソコンから顔を上げた受付係のひとりが鈴菜に気づいて口を閉ざす。驚いた顔をするふたりにそっと黙礼すると、鈴菜は営業部に向かうためにエレベーターに駆け込んだ。

（……嫌なこと、聞いちゃったな）

　行儀が悪いと思いながら、膝から崩れ落ちないように壁に寄りかかった。急激に気分が悪くなったのも、エレベーターの重力のせいにする。

　南条美姫。

　政略結婚。

　過去の拓海にまつわる憂鬱なふたつのキーワードが頭をよぎる。

　拓海と身も心も結ばれたのに、その後、すれ違いが続いていたせいで肝心なことを話せていないままだった。そのことが、今になって悔やまれる。

（どういうこと？　南条さんに会うなんて、拓海から聞いてない……）

　営業部には、まだ半分ほど社員が残っていた。今日は詩緒里が直帰の予定だったことを思い出し、安堵しながら自席に腰を下ろす。勘の良い彼女とは、今は、顔を合わせなくなかった。

　ぐったりと重くなった身体に鞭を打ち、パソコンを起動させようとしたところで、デスクに置いたばかりの仕事用のスマホがメッセージの受信を告げる。

『お疲れ様。外回りから戻って手が空いたら、第三応接室に顔を出してくれるか？　美姫が来てるから一緒に話を聞いてほしいんだ』

　普段は私用のスマホでやりとりをしている拓海が、仕事用のスマホを使ったことに違和感を覚えた。

（私にも話を聞いてほしいってことは、やっぱり、私たちの関係についての話だよね……？）

　別れ話をされるのだろうか、という不安から、心臓が早鐘を打つ。

　スケジュールを前倒しで組んでいるから、火急の案件があるわけでもない。

　身じまいの猶予くらいはあるだろう、と、女子トイレに駆け込んだ。一日外を歩いていたせいで崩れてしまった化粧を直し、髪をシュシュで結び直す。

　この先一生、できれば死ぬまで会いたくなかった相手と対面しなければならない事態に追い込まれ、鈴菜は小さく唇を噛んだ。愛されている証のキスマークは、ここ最近のすれ違い生活のせいもあり、もうその名残もない。少しだけ心細い気持ちになるが、わざと背筋をぴんと伸ばした。

　鏡の中の自分を見つめながら、鈴菜は心を整理する。

（五年前は、拓海を信じ切ることができなかった。言葉も足りなかった。それに何より、自分に自信がなかった。でも、今は違う。私は、拓海を信じたい）

　五年間ずっと鈴菜だけを思っていた、と言ってくれた拓海を、信じたい──そう思った彼の誕生日の夜を思い出す。

（大丈夫。拓海を信じよう。きっと五年前のことだって何か理由があったんだろうし、今もきっと拓海に何か考えがあるはず）

　水原のストーカーの一件で拓海が鈴菜を守るためにどれほど必死になってくれたか。

　絶対に落とす、という宣言通り、偽装同棲生活の間にどれほど鈴菜に愛を伝えてくれたか。

　五年前よりも強く大きくなった拓海への想いを胸に、第三応接室まで急いだ。入社以来、一度も足を踏み入れたことのないエリアだ。

　うるさくない程度の音でノックをすれば、中から「どうぞ」と拓海の声が聞こえた。

「失礼します」

　ゆっくりとドアを開ける。そこには、ローテーブルを挟んで座る美男美女──拓海と美姫の姿があり、わかっていたのに、鈴菜の足が竦んだ。

　開いたドアに視線を向け、五年の歳月を感じさせないかわいらしさで、美姫が勝ち誇った微笑を浮かべた。

　ベージュのワンピースに同色のパンプスを合わせ、ふわふわとパーマのかかった髪が肩のあたりでやわらかく波打つ。お姫様という言葉を連想させる外見は、昔のままだ。

　そして、念入りな化粧で悪意を上手く隠した瞳も、まるで変わっていなかった。
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　──大学四年の卒業間際。

　四月から始まる新生活への期待と不安を抱えつつ、終わってしまう大学生活を惜しむ気持ちもあり……。そんなふわふわした状態で最後の春休みを過ごしていた鈴菜は、ある日、美姫に呼び出された。

　彼女とは同じ大学で同じゼミに所属していたけれど、それほど親しかったわけでもない。ゼミ内の連絡用で連絡先は交換していたが、個別で連絡を取り合ったことはなかった。

　訝りながらも指定されたカフェに向かったのは、拓海のことで相談したいことがある、と言われたせいだ。

　花曇りの空の下、呼び出したわりに三十分も遅刻してきた彼女は、悪びれた様子もなく、「ママとネイルサロンに行っていたら遅くなっちゃった」と微笑んだ。

　ふんわりと笑う美姫は、春らしい白のワンピースを着ていて、どこかのお姫様のようだ。

　どこまでもマイペースにメニューを眺め、やっとアッサムティーに決めた彼女に、先に痺れを切らしたのは鈴菜の方だった。

「それで、相談っていうのは、拓海の出国前に開く予定の見送り会のことですか？　それなら、幹事は私じゃなくて──……」

　拓海が、卒業後、ステルラビール株式会社のアメリカ支社でインターンを始めることになったのは、周知の事実だった。彼を見送るという名目で、親しい仲間で飲み会を開くことも決まっていて、鈴菜も呼ばれていた。拓海の彼女として。

「違うわ。そんな飲み会のことはどうでもいいのよ。どうせ、みんな未練たらしく拓海のコネに縋って、彼のご機嫌取りをするだけの集まりでしょう？」

　たった今、彼女の口から発せられた辛辣な言葉に戸惑いを隠せなかった。

　言葉を失くした鈴菜に、美姫はかわいらしく小首を傾げる。

「どうせあなたも同じでしょう？　松井鈴菜さん」

　わざとらしくゆっくりと呼ばれた名前に、虫唾が走った。

　謂れのない言いがかりに反論しようとしたが、タイミング悪く、美姫の頼んだ紅茶が運ばれてくる。

　ウェイターが立ち去ったのを確認してから、鈴菜は口を開いた。

「ごめんなさい。ちょっと何を言ってるのかわからなくて……」

「あら、そう？　じゃあ、わかるようにはっきり言わせてもらうわね」

　爪の先まで完璧にケアされた手でミルクティーを一口飲み、美姫が真顔になった。

「ステルラグループと南条グループの将来のために私たちが一緒になることを、両家のお祖父様たちも望んでいるの。鈍いあなたにもわかるでしょう？　私たちが結婚するべきなのよ」

　美姫の言う「私たち」が彼女と拓海のことを指しているのだと理解するのに、時間がかかった。

　大学でも飲み会の場でもやたらと拓海にかまう美姫のことを気にしていたことは事実だ。拓海は『祖父同士が仲良くて、そのせいで昔から面識があっただけ』と言っていた。それを信じていた。

　でも──。

「結婚って家同士の格式や釣り合いが大事でしょう？　一般人のあなたにはわからないかもしれないけど、私たちには私たちの世界の常識があるの。自由を謳歌できる学生のうちに、彼が物珍しさであなたに手を出したんでしょうけど、それはあくまでもお遊びよ」

　勝ち誇ったように美姫の口角が上がった。

　硬直した鈴菜に向かって、やれやれとばかりに悩ましげなため息をついた美姫は、仕方なさそうにハイブランドのバッグからスマホを取り出した。慣れた手つきで何度か画面をタップし、目的のものを見つけたのか、液晶を鈴菜に向けてかざす。

「これを見ても、あなたはまだ本当に彼に大事にされてると思う？」

　見せつけられた自撮り写真に、鈴菜は瞠目し、口を手で覆った。そうしなければ叫びだしてしまいそうだった。

　シワの寄ったシーツに包まれたふたりの男女。露出している肌から、彼らが一糸まとわぬ姿であることは明白だった。幸福そうに微笑む女──美姫が、情事の後にふざけて撮った写真だろう。そんなことができるほど、ふたりの関係は親密だということだ。

　写真の中の美姫は、腕枕でもされているのか、男に頬を寄せている。薄茶色の長い髪がやわらかく男の肩に広がり、その肩には見間違いようのない三つのほくろがあった。規則正しく等間隔に並んだ特徴的なそれは、鈴菜の彼氏──拓海の肩にあるものとまったく同じで、男の顔が写真に写っていなくても相手が間違いなく拓海であることを物語っていた。

「そんなにショックを受けるなんて──。あの人が、あなたなんかと真面目に付き合うと本気で思ったの？　ずいぶんおめでたい田舎者なのね」

　吐き捨てられた暴言は、鼓膜を素通りした。

　心臓も血液も凍ってしまったかのように震えが止まらず、無意識に両腕で自分を抱きしめる。

　嘘だ、と思いたいのに、アメリカ行きが決まってからの拓海とはすれ違いが続いており、自分を納得させられるだけの論理的な思考が組み立てられなかった。

「もし、あなたが愛人という立場でもかまわない、と言うのであれば、私が彼に口添えしてあげてもいいわ」

　理解の範疇を超える発言の連発に、鈴菜はまばたきも忘れた。彼女の硬直を拒絶と捉えたのか、美姫が嫣然と口角を上げる。

「一般人には理解できないことかもしれないわね。では、松井さん。もうこうしてふたりでお話することもないでしょうけど、これからは私がいるから、彼とステルラグループのことは心配しなくていいわ。ごきげんよう」

　見下すような、蔑むような一瞥をくれ、美姫が席を立つ。

　呆然としたまま時を過ごし、カフェを出てからは街をさまよい歩いた。

　振動するスマホに気づいたのは、日が暮れた後だった。着信を告げるそれを手に取れば、《拓海》と表示された画面が目に入る。しつこさに根負けして通話ボタンをタップすると、機械の向こうからいつも通りの素っ気ない低音が聞こえた。

「鈴菜？　今、大丈夫か？」

「……ん、平気。どうしたの？」

「鈴菜の方こそ、昨日、電話くれてただろ？」

「あ、……そっか、そうだったね」

　単なる折り返しの電話か、と、身勝手にも落胆してしまい、その気持ちを隠すために次の言葉を慎重に選んだ。

「ごめん、今、外にいて電話に気づかなかったの。すぐに出られなくてごめんね」

「いや、どうせこっちもアメリカ行きのせいでバタバタしてたし──……」

　語尾が消えてしまうような曖昧な話し方が増えたのは、気のせいだろうか。

　何か言いたいことがあるのにそれを呑み込んでいるかのような、本当に話したいこととまったく違うことを話しているかのような。

　これから先の遠距離恋愛をどうするつもりなのか、拓海には何も言われていなかった。何も言われないことを、このまま付き合う意思表示なのだと好意的に解釈しようとしていた。

　脳裏にチラつく、美姫に見せつけられた自撮り写真。

　刻々と迫り来る、拓海の出国の日。

「出発前で忙しいだろうし、仕方ないよ」

　心にもないことを──、と、自嘲が漏れる。

「ああ、まあ、そうなんだけど……。あのさ──」

「私、日本で待ってるね。拓海がアメリカに渡っても、私、待ってるね」

　追い詰められた心持ちで口をついて出たのは、踏み込むことが怖くて言えずにいたことだった。拓海の言葉を遮ったことにも気づかず、返事が怖くて息をひそめる。

　一秒。二秒。三秒──。

　覚悟を決めたように一つ、息を吐く音が聞こえた。

「いや、待たなくていい。もし鈴菜が──。……いや、悪い。これはちゃんと会った時に伝えるべきだよな。今度会う時に聞いてほしいことがあるんだ」

　ドクン、と大きく心臓が跳ねた。

（聞いてほしいこと……？　南条さんとのこと？　それとも、単純に別れ話？）

　ぐるぐるとネガティブな思考に侵食され、返事もできなかった。拓海の背後で彼を呼ぶ声が聞こえ、「また電話する」という言葉と共に通話が途絶えた。

　「待たなくていい」という拓海の言葉は、ふたりの関係の終わりを示すものに違いなく、翌朝、鈴菜は拓海に《さようなら》のメッセージを送った──。
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「……な！　鈴菜！」

　現実の拓海の声が、鈴菜を今に引き戻した。

　思うよりも近くから声がしたと思えば、応接室の中央に置かれたソファーに座っていたはずの拓海が、目の前に立っている。

「あ、ごめん。ちょっとぼーっとしちゃって……」

「いや、俺こそ事前に連絡できなくて悪かった。あちこち電話をかけまくってたせいでスマホのバッテリーが切れて、鈴菜にメッセージも送れなかったんだ。──ただいま」

　最後に付け加えられた一言の甘さに、身体だけでなく心も頭も痺れた。

「……おかえり」

　職場だというのに、遠慮なく顔を覗き込むイケメンから目が逸らせない。

「松井さん、お久しぶりね。今は拓海くんの会社にお勤めなの？」

　美姫の嫌味な声が響いた。存在を無視されたことが気に入らなかったのかもしれない。あるいは、彼女の言うところの身分の差を知らしめているつもりか。

　いずれにせよ、状況を把握できていない鈴菜は狼狽えるが、安心させるように拓海の大きな手が彼女の手首を掴んだ。親指が薄い皮膚ごしに血管を愛撫し、場違いなほど濃密で官能的なその行為に顔が赤くなる。

　少しだけかがんだ拓海は、鈴菜にだけ聞こえる声量で「大丈夫」と囁いた。

　目の前の男の言葉と態度を信じる──それは、今の鈴菜が決めたことだ。ゆっくりと頷けば、それが伝わったようで、拓海の目には安心の色が浮かんだ。

「それより拓海くん。一体どういうつもり？　大事な話があるって言ってたのに、別の女を呼ぶなんて」

　拓海の態度が気に入らなかったのか、美姫はソファーの上で苛立たしげに腕を組んで鈴菜を睨みつける。まるで、鈴菜が諸悪の根源であるかのような素振りだ。

「ああ、大事な話がある。鈴菜、座ってくれないか？　俺たちの将来──ステルラグループと南条グループの将来についての話なんだ」

「あら、そういうこと？　どういう趣向か知らないけど、いいわ。邪魔者がひとりいることについては、この際、目をつぶりましょう。それとも、以前私が提案したように、その女を愛人のひとりにしたい、とでも言うのかしら？」

　余裕を取り戻した美姫が、脚を組み替えた。クリーム色にカラフルな幾何学模様の描かれたワンピースはデザイナーズブランドのはずだが、そのデザインに違和感がある。

（あのワンピース、去年、……ううん、一昨年に発表されたものじゃなかったかな？）

　拓海と別れてから、その寂しさや苦しみを紛らわすために自分磨きに邁進した。仕事はもちろん、政治や時事ネタ、それに化粧もファッションも手当たり次第に勉強した。今でもファッション誌のチェックは欠かさない。特に、転職後は営業としてどんな話題が顧客との会話の糸口になるかわからないので、なるべく幅広い分野の知識を得るように心がけている。

　美姫が今着ているワンピースは、鈴菜のルート営業先の一つであるカフェ＆バーの女性スタッフが好きなブランドのもので、発売された当時、世間話の一環で話題に上った記憶があった。

　拓海に手を引かれたまま彼の隣に座った鈴菜は、改めて美姫をじっと観察した。

　全体的にチグハグな印象を受ける。無理をしている、というか、何かを誤魔化している、というか。

　「おしゃれは足元から」という言葉を知らないわけではないだろうに、今日の美姫が履いているオープントゥのパンプスはヒールの部分に目立つ傷があり、みすぼらしささえ感じるほどだ。

　そんな鈴菜の視線に気づいたのか、美姫は慌てたように組んでいた脚を解いた。

「単刀直入に言おうか。──ステルラグループは、南条グループとの一切の取引を白紙に戻す。理由は、五年前、おまえが捏造した写真だ」

　鈴菜が息を呑んだのと同じタイミングで、美姫も目を瞠った。

　ひとり冷静な拓海が、ジャケットの内ポケットから一枚の写真を取り出す。テーブルに置かれたそれは、五年前に鈴菜が美姫に見せつけられたものと同じもので、条件反射で胸が軋んだ。

「これは推測だが、鈴菜は俺と別れる直前にこれを見せられたんじゃないのか？」

　穏やかだが、確信に満ちた声だった。

「う、うん……」

「鈴菜。この写真の男は、ほくろの位置は似ているが、俺じゃない。これは、この女が別の男に頼んで撮った写真だ」

「え……？」

　続けて拓海が挙げた名前は、同じ学科に所属していた男の子のもので、記憶の片隅にあった彼の顔を呼び起こす。拓海とは似ていない。強いて言えば、ひょろりとした長身で、背格好が似ているくらいか。アウトドア派で年中日に焼けていた拓海と違い、失礼ながら、色白で弱々しい印象だった気がする。

「別に似てなくてもいいんだよ。どうせこの写真は加工したものだ。さすがに顔の加工までは自信がなかったのか、肩のところにあるほくろと肌の色をいじってるくらいだけどな。人を疑うことを知らない純粋な鈴菜と、事情を知らない第三者を誤魔化すくらいなら問題なかったんだろ？」

　いくぶん青ざめた顔で美姫が奥歯を噛みしめるのを、鈴菜は瞬きも忘れて見つめた。

「ちょうど俺がアメリカ行きで忙しくて、鈴菜との連絡も疎かになりがちだった時期だ。真っ赤な嘘を並べ立てるのがお得意のこの女が相手なら、鈴菜が騙されるのも当然だ」

「……嘘、だったの？」

　ワンテンポ遅れた疑問に、拓海が「ああ」と頷く。

「この写真を捏造したやつと連絡を取った。金をもらってバイト感覚で協力したらしい。こんなこと頼んだくらいだから、報酬のつもりでこの男とも寝たんだろ？　おまえ、表向きは良い子のふりしてたけど、裏では男漁りが激しかったからな」

　知らなかった事実が、次々と浮き彫りになる。

「ついでに同じ大学だったやつら何人かに連絡したら、みんななぜか星崎拓海と南条美姫が結婚するもんだと思い込んでた。不思議だよな。そんな事実、まったくないのに」

　まったく不思議だと思っていないことは声のトーンからも明白で、同じように感じたのか、美姫が膝の上できつく手を握った。その手が記憶にあるものより荒れていることに気づき、鈴菜の疑念がいっそう深まる。

「おまえが自分で言いふらしてたんだよな？」

「そんな──！」

「飲み会でそう言っていたのを聞いたと証言しているやつがいる。それと、ＳＮＳに俺と付き合っていて近々結婚の予定だという嘘の書き込みをしたことも調べがついてる。念のために言っておくが、今更書き込みを消しても無駄だ。印刷して、資料としてうちの顧問弁護士に渡してある」

　再びジャケットの内ポケットに手を滑らせた拓海は、折りたたまれた何枚かの紙を取り出し、無造作に開いてテーブルに乗せた。美姫が瞬時にそれを手に取り、口惜しげに握り潰す。一瞬しか見えなかったが、ＳＮＳのプリントアウトのようだった。自分の発言に嘘はない、という拓海の意思表示だろう。

「あぁ、それと──」

　まだあるのか、と驚きつつ、やけに饒舌に動く拓海の唇に見惚れた。

「この写真を週刊誌に持ち込んで俺との関係を記事にしてもらうつもりだったようだが、それもすでに事実無根だと通達済みだ。ご丁寧に、大学時代、みんなで海に行った時の水着の写真まで添えてたようだが、いずれにせよ、肩のほくろだけで熱愛結婚報道には結びつけられない、って担当も困ってたよ」

　あぁ、そうか、と事情を知らない鈴菜も納得する。例の写真を見てそれが拓海だと思ったのは、男の肩に特徴的なほくろがあったせいだ。何も知らない世間一般を騙すには、その策が稚拙すぎたのだろう。

「おまえは俺だけじゃなく、俺の大事な人も傷つけた。許すわけにはいかない」

　殺気さえ感じるほどの拓海の強い口調と眼差しに、美姫の手も口も、醜くわなわなと震えていた。

　一方、拓海は瞬時に冷静さを取り戻し、事務的に言葉をつなぐ。

「以上の理由から、ステルラグループは南条グループとの一切の取引を白紙とします。──よろしいですか？」

「そんなふざけたこと──」

「致し方あるまい」

　激昂した美姫の金切り声を遮ったのは、老齢の男の声だった。

　いつの間にか応接室のドアが開いていて、同じくらいの年齢と思しきふたりの老人が立っていた。その片方が自社の創業者であることを悟り、鈴菜は慌ててその場に直立する。

「お祖父様！」

　驚きに満ちた美姫の声に、もうひとりの老人は、厳しい顔で彼女を睨みつけた。祖父と思われる男のそんな形相をものともせず、美姫が拓海に向き直る。

「そんな勝手なこと、できると思ってるの!?　私たちが結婚すればメリットばかりだと言ってるのにそれを断って、その上、そっちから取引の白紙を言い出すなんて、自分の立場がわかってると思えないわ！　南条グループの結婚式場でステルラビールを使ってあげてるのよ？　南条がビールの売り上げに貢献してあげてるのに、それを──」

「黙りなさい、美姫！」

　老人の一喝が部屋に響く。

「お祖父様！　どうして──!? 」

「どうして、だと!?」

　怒りに真っ赤になった老人は、孫娘を無視し、彼女の隣まで歩くと、拓海に深々と頭を下げた。

　理解できない、という顔つきの美姫に、祖父は拓海に向かって頭を下げた姿勢のままで静かに告げる。

「時代の流れに乗ることができず、数年前に南条グループが業務縮小を余儀なくされたことを、おまえは本当に知らなかったのか……？」

「それは、……でも、オリジナルのウエディングドレスや料理のおかげで、今は持ち直したんでしょう？」

「その通りだ。今ここにいる星崎拓海くんのおかげでな」

　立ち尽くしたままの鈴菜と、興奮して中腰状態の美姫。ふたり分の視線を受け、拓海が困ったように肩をすくめた。

　美姫の祖父が頭を上げ、美姫を見て、苦々しい顔をさらに歪める。

「南条グループが率先して売り出した新進気鋭のドレスデザイナー。彼女を紹介して、独占契約を結ぶよう口添えしてくれたのは誰だと思う？　──拓海くんだ」

「才能あるデザイナーを、南条グループに紹介しただけですよ。あとは彼女の実力と運の問題です」

　臆することなくそう答える若者に、老人はやれやれと小さく頭を振った。

「それだけじゃない。南条グループで人気のあるウエディングプランは、すべて、拓海くんが自ら企画を出してくれたフルーツビールとそれに合う料理が売りだ。今となっては、ライバルたちと差別化を図るのに、なくてはならない。唯一無二の味にこだわってくれただけでなく、パッケージデザインも、流通経路も、売価も、全部、赤字覚悟で、……それこそ捨て身の覚悟で南条を助けてくれたんだ」

「大袈裟ですよ、南条会長」

　小さな老人の背中。

　ブルブルと震える拳。

　そして、それ以上に震える声。

　応接室が静寂に包まれた。誰も何も言えなかった。南条グループの会長は静かに泣いていて、さすがの孫娘も動揺を見せる。

「……そんな、私──私、南条グループのためを思って！　南条グループとステルラグループが繋がればお互いに有利になると──」

「黙れっ！　まだわからんのか！　何が南条のためだ。おまえはただ、今の生活が嫌で、拓海くんと結婚して自分が楽をしたかっただけだろう。恥ずかしくないのか」

　祖父に睨みつけられ、美姫が不貞腐れる。

　それまで黙っていた拓海の祖父は、美姫たちの言い合いを無視して、真面目な顔で鈴菜の方を向いた。

　座るように手で促され、断るのも気が引けて、また拓海の隣に腰を下ろす。

「松井鈴菜さん、だったね？　きみのことは拓海から聞いてるよ。本当に申し訳ないことをした。言い訳のようだが、五年前、そんなことがあったとは知らなかったんだ。きみたちのすれ違いの原因の一端が自分にあったのに、振られて落ち込んで仕事に精を出すしかなかった孫を、心のどこかで嬉しいと思っていた。私は仕事が好きだったからね」

　ふらふらと窓辺に歩み寄りながらしみじみとそう言った創業者の背中も、心なしか小さく見えた。

「あの頃、私の体調が思わしくなくてね。私の二番目の息子──この子の叔父が、妙な野心を持ち始めた。後継者争いとでも言えばいいのかな。生憎、この子の父親も母親も、ヨーロッパの支社の立て直しに奔走していた時期でね。叔父の手の届くところに拓海をおいておけば潰されてしまう予感がして、急遽、拓海をアメリカに行かせることにしたんだ。会社が潰れてしまうことも、肉親同士でいがみ合うことも、どちらも避けたかった」

　窓の外はすっかり日が落ちたが、近隣のビルの明かりの中に、まだ働く人たちが見える。

「アメリカで働きながらＭＢＡを取得して、その合間に南条の経営を助けた。無論、アメリカ支社の改革もやり遂げた。そんな忙しい中でも、時々帰国した時は、いなくなったきみを探していたようだよ」

「何言って──！」

　孫の制止を無視し、ステルラグループの創業者は再び口を開いた。

「南条を助けたのも私の指示だ。ミッションと言った方がいいかな。日本に戻るにはどうしたらいい、と相談されて、叔父が文句も言えないくらいの実績と力をつけろ、と言った。一刻も早く帰国したかったようで、文句も言わずに、自分にできることは全部やっていたよ。……帰ってきたかった理由が、やっとわかった」

　拓海に似た黒曜石のような黒目が、やさしく鈴菜に向けられる。

　照れたように祖父を睨めつける拓海の隣で、鈴菜は耳まで赤くなる。不意打ちで明かされた事実に、身体中の細胞が歓喜した。

「美姫ちゃんにあることないこと吹き込まれたようだが、気にしなくていい。少なくともステルラグループでは社内恋愛は禁じていないし、私は、きみのような真面目な女性が拓海のそばにいてくれるのは大歓迎だからね」

「……ありがとう、ございます」

　震える声で感謝の意を伝えれば、拓海の祖父は、微笑と共に小さく頷く。

　事実上の交際快諾宣言に、鈴菜の全身から力が抜けそうになる。けれど、顔面蒼白となっている美姫を見て、座り直した。

（まだ終わってない。自分の手で終わらせなくちゃ──！）

　顎を引き、美姫と真正面から対峙する。

「南条さん。五年前の事情はわかった。あの時は言えなかったことを、今ここで言う」

「……言えなかったこと？」

　鈴菜は深く息を吸い、ゆっくりと吐いた。

「あなたが何と言おうが、私は拓海が好きだから、絶対に別れない」

　きっぱりとした物言いに、拓海が大きな黒目をいっそう丸くする。くくっと小さく笑い声がして、窓際で肩を揺らす老人の姿が目に入った。

「──フッ、それで啖呵を切ったつもり？　綺麗ごと言ってるけど、あの時、あなたが私の嘘を信じて別れを切り出した時点で、拓海くんを疑ったってことでしょう？　その程度の気持ちだったってことじゃない！」

「それは違うんじゃないかな」

　鈴菜が言い返す前に、さっきまで笑っていた拓海の祖父がその場にいた全員を見回した。

「鈴菜さんはきみの嘘を一度は信じたかもしれないが、そんなことは問題じゃない。論点をズラしちゃいけないよ。そもそもきみの身勝手な嘘がいちばんの罪であることは、動かしがたい事実だからね。唯一、若さ故の過ちがあるとすれば、彼女が拓海本人に直接気持ちを伝えなかったことだけだ。疑ったことが悪いのではなく、その後で選ぶ道を間違ってしまっただけ。今から、いくらでもやり直せる。それに幸い、二度目のきみの嘘は拓海も見破ることができたみたいだしね」

「すまない、星崎さん。いつまでも甘えたままの美姫に反省させるために与えていた小遣いをやめさせ、仕事をさせ、うちで働いて得た給料で生活するようにさせたというのに、その結果、拓海くんにまで迷惑をかけてしまった。おおかた、今までの湯水のように買い物をする生活に戻りたくて拓海くんと結婚しようと目論んだんだろう。五年前のことも、今回のことも、すべて美姫の責任だ。訴えるなり何なり、好きにしてくれてかまわない」

　頭を下げる美姫の祖父の発言で、つっかえていた謎が解けた。美姫の服装がどことなくちぐはぐで、時代遅れな印象だったのは、実家でもらっていた小遣いがなくなり、自分の給料だけではなかなか服や靴まで新調できなかったせいなのだろう。荒れていた手も、仕事のせいだとわかれば、納得がいく。

「お祖父様！　私が訴えられても良いって言うの!?」

「おまえというやつは……！　まだわからないのか！」

　孫娘を恫喝した老人は、改めて頭を下げた。

「悪いが、今日はこれで失礼させていただきたい。私はこれから息子夫婦とこの子のことで話し合う必要がある。必要とあれば縁を切る覚悟だ」

　不満顔の美姫は、祖父に引き摺られるようにして応接室を出て行った。用事があるから、と言ってそれに続こうとした拓海の祖父は、「今度うちに遊びにおいで」と笑った。けれど、ドアノブに手をかけたところで立ち止まる。

「拓海の秘密だけを明かすのはフェアじゃないから、ひとついいことを教えてやろう」

「……何だよ？」

　くだけた話しぶりは、まるで自宅で寛ぐ祖父と孫のそれだ。

「鈴菜さんは、半年前にステルラビールに転職してきたそうだ。面接官のメモには、初恋の人との思い出の味がステルラビールだった、と書かれていたよ。採用担当者は、まさかその初恋の相手が自社の今のＣＥＯだとは思わなかっただろうがね。『私が御社の売上に貢献します』とまで言い切られて、あまりにも真剣な眼差しだったから、営業の経験がなかったけれど、彼女を採用する気になったらしい」

　今度は鈴菜が赤面する番だった。ダメ元で、勢いだけで啖呵を切った最終面接を思い出す。

　冬空の下、行儀が悪いと思いながらコンビニで買ったステルラビールをふたりで飲み、花火を見ながらそっとキスをした。鈴菜にとって初めてのキスの味は、文字通り、ステルラビールの味だった。まさかそこまでバレてるわけではないだろうが、無意識に隣を見れば、拓海も同じことを思い出したのか、口元を手で覆っている。

　好々爺然を崩さず部屋を出ていく老人の後ろ姿を、鈴菜と拓海は無言で見送った。

「さて。俺たちも帰ろう」

　ふたりきりになった部屋に響く、拓海の少し早口の声。赤くなった顔を隠すように横を向かれたけれど、鈴菜の方に差し出された手は甘える子どものようで。

　そっと手を重ねれば、しっかりと指を絡められた。







《第五章》








　マンションに帰り、一か月以上の同棲生活でそうしてきたように、ふたりは交代でシャワーを浴び、ハウスキーパーの用意した作り置きと冷凍ごはんで軽い夕食にした。

　先ほどまでの話題を避けているのがお互いにわかるのに、気詰まりではなかった。むしろ、今夜から新しく何かが始まるような嬉しい予感がある。

　やっと人心地ついたのは、食後、ふたりでステルラビールの缶を片手にリビングに移動した時だ。

　時刻はとうに十時近い。普段はあまり晩酌をしない拓海が、「飲む？」とわざわざ聞いた意味は明確すぎるほど明確で。

　それでも五年前のことで、鈴菜にはまだ拓海に聞かなければならないことがあった。

　ソファーに並んで座り、無言のままビールを飲む。缶が半分ほど空になったところで、鈴菜は意を決して口を開いた。

「拓海、聞いておきたいの。あのね、あの時、南条さんの嘘を信じたことは申し訳ないと思ってる。でも……」

　先を促すように頷く拓海は、いつになく真剣な顔をしていた。普段はテレビや映画を見るのが習慣だが、今日は部屋も静かだ。

「でもあの日、拓海と電話で話した時、拓海に『待ってなくていい』って言われて──」




『私、日本で待ってるね。拓海がアメリカに渡っても、私、待ってるね』

『いや、待たなくていい。もし鈴菜が──。……いや、悪い。これはちゃんと会った時に伝えるべきだよな。今度会う時に聞いてほしいことがあるんだ』




　鈴菜の脳内で蘇る、ふたりの最後の会話。

　数秒おいて、拓海もそれを思い出したのか、ソファの背もたれに寄りかかり、天を仰いだ。うめき声ともため息ともつかない低い声が続く。

「あー、……今やっとわかった。そういうことか。鈴菜、俺の言葉足らずのせいで余計に勘違いしたってことか……」

「勘違いっていうか、私、南条さんにあんな写真見せられた後だったから、てっきりアメリカ行きと同時に拓海に別れ話をされるんだと思って」

「違う。そうじゃない。──そうじゃないんだ」

　がっくりと項垂れたまま左右に頭を振る拓海は、小さな声でぶつぶつと「あの時の俺をぶん殴りたい」と物騒なことを口走る。

　そして、大きく一つ、深呼吸をした。持っていたビールはすべて飲み干したのだろう。卓上に缶が戻される軽い音が耳に響く。

「待つ必要はないから、我慢しないで、会いたければアメリカまで会いにきてほしい。飛行機のチケット代くらいどうにかするし、俺もなんとかして日本にたくさん帰ってくるようにするから。──そう言いたかったんだ」

「……つまり、私の早とちりだったってこと？　別れ話じゃなかったの？」

「絶対に違う。でもごめん。全面的に俺が悪い。大事なことだからちゃんと会って伝えたくて。それまで、恥ずかしかったのもあって後回しにした。それに、それだけじゃない。本当は、──鈴菜さえ良ければ、アメリカについてきてほしい、とも言いたかった。だから電話じゃ嫌だったんだ」

「……それって……」

　拓海が、ソファーに並んで座る鈴菜を抱き寄せる。そのまま彼女を自身の太ももの上に横抱きに座らせると、再び口を開いた。

「もちろん、あの時点ですぐにどうこうできる問題じゃなかったのもわかってた。鈴菜は就職が決まってたし、俺もいずれステルラグループの経営に携わる予定だったとはいえ、まだまだひよっこだったし。でも、それくらい本気だった」

　まっすぐ鈴菜を見つめる瞳に、一欠片の迷いは感じられなかった。

　次いで与えられた、初々しい、唇が触れるだけのキスはどこまでも優しくて、拓海の本気が伝わってくる気がした。

「今、俺、すごい後悔してる……。もっとちゃんと鈴菜に本当の自分を見せて、それと同じくらい鈴菜の話を聞いておけば、こんなことにならなかった」

「うん。私も、もっと拓海に自分の思ったことを言えばよかった。南条さんに、家柄とか釣り合いのこととかいろいろ言われて、頭が真っ白になっちゃって……」

　離れていた時間を惜しむように、鈴菜はそっと拓海にもたれかかった。

「鈴菜。前にも言ったけど、俺には何でも言って。俺は鈴菜以外の女に興味はないし、これから先も鈴菜しか抱かないけど、それでも不安になったらすぐに言ってほしい。鈴菜がしたいことも、好きなことも、何でもいいから全部話してほしいんだ」

「……何でもいいの？」

「何でもいいよ」

　慈しむように鈴菜の髪を梳りながら、拓海が答える。

　密着した胸からお互いの鼓動が感じられる。

　飲みかけのビールのせいだけではなく、全身が熱かった。

「──私も、拓海に触っていい？」

　上体を起こし、勇気を振り絞って口にした恥ずかしいお願いは、まばたき二回分の時間を過ぎてから、予想以上の効果を発揮した。

「──っ！」

　返事の代わりにかみつくようにキスをされ、初めての時と同じビールの味がほろ苦く口内に広がる。隙間から侵入した拓海の舌が鈴菜の舌を絡め取り、理性がどこかへ吹き飛んだ。

「いいよ。どこでも触って」

　キスの合間にそう言われ、鈴菜はおずおずと拓海のＴシャツの裾に手を伸ばす。そのままシャツを上まで引き上げれば、拓海が自らそれを脱ぎ捨てた。

　引き締まった上半身が露わになり、鈴菜はそっと心臓の上に唇を押し当てる。ドクドクと鼓動する胸板を舌先で舐めれば、男の呼吸が一瞬だけ乱れた気がした。少しだけ自信を持ち、そのままピンク色の小さな突起に吸い付く。自分がいつも拓海にされる愛撫を真似て、ちゅくちゅくと唇と舌で転がした。微かに息を呑む音が頭上から聞こえ、様子を伺うように上目遣いに拓海を見やれば、耳まで赤くなった彼と視線が交わる。

「ヤバい──。鈴菜、それ、視覚的にクる……」

　言葉の通り、鈴菜の太ももにかたい何かが当たるのがわかった。女としての自信が湧き上がり、それと同時に、悪戯心も擽られる。

　身体を起こし、今度は、拓海の肩にある三つのほくろを舐める。空いた手で彼の胸や脇腹も撫でた。ビクビクと小さく震える拓海に、どうしようもない愛しさが募った。

「拓海、好き。すごく好き……」

　うわ言のように好きと繰り返せば、同じだけ好きと返される。

　触れられてもいないのに滴るほど濡れた太ももの下で、拓海の熱い楔が脈打った。

「こっちも、触っていい……？」

　アルコールの回った頭も身体も本能に忠実で、返事をもらうより前にソファーから滑り降りると、驚いた顔の拓海をよそに、膝立ちで彼のスウェットに手をかける。

　下着ごと引きずり下ろすのには苦労したが、それでもなんとか、最愛の彼の欲望の塊を両手で包み込むことに成功した。

「……怖くないか？」

「うん、平気」

　未だかつて、鈴菜がこれほど積極的だったことはない。

　戸惑いを隠せないのか、拓海が心配そうに眉を寄せる。そんな彼を安心させようと、熱を帯びた杭に添えた手をそっと上下に滑らせた。血管の浮いた幹がぷるりと震え、嫌がられてはいないようだ、と安堵した。

　先端から溢れる愉悦の証を親指ですくい、くびれを撫で、根元まで丹念に愛でる──。

　思いつく限りの愛撫をするたびに、手の中の拓海がびくびくとかたさも大きさも増していく。

（これが、私の中に入ってるの──？）

　驚きとも畏怖ともつかない気持ちでそっと舌を先端に這わせようとした瞬間、「鈴菜！」と拓海が声を上げた。

「……嫌だった？」

　驚いてぺたりとラグに座った鈴菜を立ち上がらせ、拓海は自分もスウェットを履き直し、ソファから腰を上げた。

　それから、余裕のない顔で首を振る。

「違う。これ以上されたら爆発しそうだった。──これからいつでも、好きなだけ触っていいから、今は、鈴菜のナカに入りたい」

　直球すぎる言い方に、同じことを望んだ隘路が収縮する。

　寝室に辿り着くと同時に、ルームワンピースを脱がされた。

　先にベッドに上がった拓海がナイトチェストのいちばん上の引き出しを漁り、避妊具を箱ごと取り出す。粗野な手つきで中身を枕元にばら撒くと、ヘッドボードにもたれかかり、鈴菜を抱き寄せた。

　ふかふかのベッドの上でバランスを取れず、鈴菜は膝立ちで拓海の太ももをまたぐ。

「──んんっ、ァ、……ッ！」

　ブラのホックを外され、露わになった胸に拓海がかぶりつく。すでにかたく張り詰めていた赤い果実を男の唇に食まれ、しびれるような強い刺激が下腹部へ走った。快感を逃がすことができず、せめて倒れないように、とヘッドボードに両手をつく。

　けれど、それはむしろ拓海に胸を押しつけるかたちとなってしまい、二つのふくらみの狭間で彼が、逆効果だよ、と笑った。

「鈴菜、そのまま倒れないように身体を支えてて」

　そう言うと、拓海はさきほどまで咥えていた粒を再び口に含み、もう一方は親指と中指で捏ね始めた。さらに空いている手が、すでにたっぷりと濡れている下着の上から淫靡な肉門を探る。

「……ああッ！　た、くみ、──両方は、だめぇ」

「駄目？　本当に……？」

「ヤ、ン──！」

　クロッチを横に押しやり、隙間から男の指が侵入した。指の腹が秘裂を数回往復する。抵抗もなくぬぷりと一度に二本の長い指を突き立てられ、悲鳴を上げるより先に、今度は親指で陰核に愛蜜を塗り込められる。

　触れられる前から濡れていたそこから、ぐちゅぐちゅと淫猥な水音が寝室に響き、理性が弾け飛びそうなほどの熱が子宮でうねりを上げた。

　際限なく押しつけられる快感の波に腰を揺らせば、ナカにある拓海の指が違うところを擦り、また嬌声が出る。

「……気持ちいい？　──すごい、手首まで垂れてきた」

　垂れてきたものが何なのかは、言われるまでもなく。

　羞恥でさらに媚肉が蠢き、男の指にまとわりつく。別のモノをねだる蜜壺は、鈴菜の意志と無関係に貪欲に拓海の指をしめつけた。

　生理的な涙が浮かぶ。

「拓海、やァ、……もっと──もっとほしいのぉ……！」

　媚びるように、ねだるように、腰が振れる。止まっている拓海の手をしめつけ、自分を見上げる拓海に自ら唇を重ね、呼吸の合間に「もっとちょうだい」と囁く。直後、ナカを埋めていた指がずるりと引き抜かれた。

「ひゃ、ぁ！」

　焦燥感で花弁がひくひくと痙攣する。

「うん、俺も我慢の限界。鈴菜、このままの体勢で、できる……？」

　質問の意味もわからないまま、こくこくと頷く。

　拓海はあっという間にスウェットとボクサーパンツを脱ぎ、臍につきそうなほど反り返る熱い杭に避妊具を被せた。鈴菜の下着もすべて取り去り、ふたりを阻むものは薄いゴム一枚になる。

「そのまま腰を下ろして……」

　ヘッドボードに寄りかかった拓海を跨ぐように座る。

　汗の滲む拓海の額。腰を支える手のひら。襞に充てがわれた熱い楔。

　拓海の──そして、自身の望む悦楽を予期し、いやらしい亀裂からは、また新しく蜜が滴る。

　鈴菜は小さく頷くと、拓海と視線を絡ませたまま、男根を呑み込むためにゆっくりと腰を下ろした。

「ぁ、……ァァっ！」

　先端のかたい膨らみが限界まで隘路を押し広げ、愛液で滑る鈴菜のナカに収まっていく。

「拓、……海。この前より、──大きい……！」

　──びくん。

　淫道の途中で拓海の雄茎が激しくしなった。先ほどよりもかたく、大きくなったそれは彼女のやわらかな肉壁を摩擦し、言いようのない快楽を生み出す。

「ャ、あぁ……！　なんでおっきくするの……！」

「鈴菜が、可愛いこと言うから悪い」

　真っ赤になった彼の口先だけの文句は、おしりを掴む彼の指先の淫らな動きで誤魔化される。

「ァぁ、……んぁッ！」

　拓海の指に翻弄され腰を振れば、それだけ自重で剛直が隘路に入っていく。

「鈴菜、もう少し。あと半分──」

　まだ半分しか呑み込んでいないのか、と驚愕し、さらに先へと腰を下ろす。

「ゃ、あぁ、っ！……拓海、だめぇ……！」

　拓海の右手がふたりの結合部分に回され、剥き出しの淫蕾を親指でくにゅりと擽った。痺れるような法悦が足先にも頭にも響き、力の抜けた鈴菜の身体が一気に根元まで拓海の屹立を呑み込む。

「ああああぁぁっ！」

「すご、……奥、俺のに絡みついて、締まる……」

　はあはあと肩で息をする鈴菜を限界まで追い立てるように、拓海は飽くことなく秘珠を愛でる。

　お腹いっぱいに男を受け入れ、びくびくと腰も子宮も震えるのを感じる。

「拓海、……好き。好きなの……」

「うん、俺も好き。──ここ、気持ちいい？」

　質問と同時にずぷっと腰を押しつけられ、男根の大きく隆起した瘤が淫芽の裏側を擦り上げる。

「あ、あァン！　ぅ、ん、……そこ、気持ち、いい……！」

「じゃあいっぱい擦ってあげる」

　言うが早いか、膝立ちになった鈴菜の蜜壺から透明な愛液をこそぎ落とすかのように、拓海は雄芯でぬちゅぬちゅと肉壁を擦り始めた。溢れ出した蜜が太ももを伝って、シーツに垂れる。

「んあぁ！　はっ、ン、──これ、深くて、だめぇ……！」

（気持ち良すぎちゃう……！）

　力の抜けそうになる鈴菜の後頭部に拓海の左手が回され、そのまま引き寄せられて口づけされた。舌を絡め合う深いキスで、唾液が顎を濡らす。男茎の律動と同じリズムで舌も抜き差しされ、ふと気づけば、鈴菜は拓海の舌を追いかけるように彼の口内に侵入していた。

　後頭部に添えられていた大きな手は、首筋を滑り、真っ赤に完熟した乳暈を摘む。

「エロい眺め……」

　キスを中断した拓海の視線が、規則的な水音を立てる陰部に向けられた。意地悪に指摘された淫らな光景に、鈴菜の膝から力が抜け、その拍子に男根が根元まで突き刺さる。

「ャ、あぁァァァ！」

　予兆もなく与えられた、内臓を押し上げられるような圧迫感と隆起した雄芯の摩擦による法悦で、鈴菜は一気に絶頂に上り詰めた。同時に、歓喜に咽ぶ肉壁が男根をこれでもかと絞り上げ、その精をねだる。

　鈴菜の下で、耐えるように全身に力を込めて快楽をやり過ごした拓海は、荒い息をひとつ吐いた。その熱い呼吸すらも今の鈴菜には甘すぎる刺激で、ぷるりと身体が震える。

「こんだけかわいいのに、エロぃ……」

「──いやらしくて、嫌いにならない……？」

　口に出た不安は、獣のように鋭い視線で一蹴される。

「嫌いになるわけない。どんなにえっちな鈴菜でも愛してるよ」

　欲に満ちた拓海の声に反応する間もなく、腰を掴まれ、宙に浮く感覚がした。反射的にバランスを取ろうと脚に力を入れる。その隙をついて、痙攣する隘路から猛々しい雄が引き抜かれ、根元まで一気に押し込まれた。息をつく暇もなく、二度目、三度目の波に襲われる。

「待っ、……たく、み──私、まだ……はぅッ！」

「鈴菜、奥も弱いんだよね。今まで手加減してたけど、今日から我慢しなくていいから、いっぱいシよう」

「ぁ、……ア、ん！」

　弱いところを長い男茎で摩擦され、熱を孕んだ眼差しでそう告げられた。言葉と共に指では届かない部分を楔の先で擽られ、まぶたの裏で星が弾ける。

　物騒なことを言われた気もするが、かまっている余裕はない。

　いつもと違うところを擦られ、いつもと違う最奥を抉られる抽挿。掘削にも似た行為は荒く、深く、重い。

「鈴菜のナカ、俺のに絡みついてくる。──それに、わかる？　ほら、ここも鈴菜の悦いところ」

「ん、はッ……！　待っ……！」

　言葉だけでなく、身体でも教え込まれ、拓海にしがみついても逃しきれない快感は、苦しいほどだ。子宮の奥深くに蓄積される熱がマグマのように波打ち、二度目の解放が近いことを悟る。

「たく、み……。も、……ダメ。イッちゃう！　イッちゃうの──！」

「ん、俺も──！」

　とどめとばかりに腰を強く掴まれ、雄根が女の蜜にまみれた鞘に収められる。その瞬間、臨界点をあっさりと超え、鈴菜は拓海をきつくしめつけて果てた。同じタイミングで、子宮の入り口に向けて薄いゴム越しに男の精が噴出する。

　ぴくぴくと体内で続く吐精の気配を感じながら、鈴菜は幸福の中でうっとりと拓海の首筋に頬を寄せた。
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「──愛してる」

　夢かうつつか。

　耳元で最愛の男にそう言われた気がしたが、目覚めるにはまぶたが重すぎた。

　まぶただけではない。腕。脚。全身が気怠い。筋肉痛というより、怪我のような気もする。そんな馬鹿げたことを考えて思わず小さく笑うと、右の頬をつつかれた。

「鈴菜、おはよう」

「……おはよ」

　倦怠感に加え、掠れた声の理由を思い出す。

　昨日、拓海とベッドで愛し合った後、身体を洗うという言い訳で浴室に連れ込まれ、そこで散々啼かされた。のぼせる直前で寝室に戻り、さらにそこで二回、三回──四回？

　途中で記憶がなくなるほど乱れたことさえ、今となっては恥ずかしい。

　いたたまれない気持ちで頑なに目を開けずにいた鈴菜の耳に、拓海がククッと可笑しそうに笑うのが聞こえた。

「もしかして、照れてる？」

　無言は肯定。

　自分を抱きしめる拓海の裸の胸元に顔を埋めて沈黙を貫けば、また機嫌の良い笑い声が鼓膜を擽る。

「鈴菜、かわいい」

　昨日から、──いや、偽装同棲を始めた瞬間から見せるようになった恋人の甘やかな態度は、余計に鈴菜を恥ずかしくさせた。

「今、何時？」

「んー？　六時ちょっと前」

　目を閉じたままの問いかけに、拓海が穏やかに返事をする。

　普段の平日の起床時間より早い時間だ。

　それにしても、ほとんど寝ていないはずの拓海がなぜ朝からそんなに元気でご機嫌なのか。理解を超える恋人の体力に、感心していいのか呆れるべきなのか、鈴菜はしばしの間、真剣に悩んだ。

「仕事、休むか？」

　自社のＣＥＯからの倫理的に問題のある提案は、しかし同時に、甘美な誘惑でもあった。それでも「行く」と返事をしたのは、今日が金曜日で、一日乗り切れば明日また休みだという事実に思い至ったせいだ。

（まさか今夜もまた拓海が野獣のように盛るってことはない、……よね？）

「じゃあ、もう少ししたら俺が朝ごはんの用意するから、鈴菜はその間、寝てていいよ」

「拓海、今日はなんでそんなに朝から元気なの……。いつも寝起きは弱いのに」

「ん？　幸せすぎて、寝るのがもったいなくて寝なかったから」

　見当違いと知りながら口に出した文句は、あっさり甘い反撃に完敗する。

「それに、緊張して寝れなかった」

「……緊張？」

「そ。──鈴菜、左手貸して」

　勝手に奪われた左手に自分以外の体温を感じ、微かに冷たくてかたい感触が続いた。そこから連想するものはたった一つしかなく、瞬時に目が開く。

「これ……」

　薬指に鎮座する、プラチナの指輪。中央にラウンドブリリアントカットのダイヤモンドが光る、どこまでもシンプルなそれは、まるで──。

「ずっとつけていられる男除け。……鈴菜、愛してる。もう離れたくないから、俺と結婚してほしい」

　左手首を掴む拓海の右手は、よく見れば震えていた。不安げに揺れる大きな黒目が、初めて告白された時とまったく同じで、胸が熱くなる。

　指輪と拓海の顔をもう一度、交互に見比べた。返事なんて決まっているのに、いざ声を出そうとすると掠れてしまいそうだった。

　薄い涙の膜が、自分を覗き込む拓海の不安げな顔を滲ませる。

「──はい。……よろしく、お願いします」

　抱きしめたのが先か、抱きしめられたのが先か。

　鈴菜の目尻から、涙が落ちる。

「嬉しい」

　無意識にこぼれた心の声に、拓海の震える声が答えた。

「俺の方が、嬉しい──」

　かつて、鈴菜の思い込みと弱さから別れを告げ、もう二度と会うこともないだろうと思った最愛の男。

　けれど今は、彼も自分もお互いに、気持ちを伝えることの大切さを学んだ。

　『鈴菜。前にも言ったけど、俺には何でも言って。俺は鈴菜以外の女に興味はないし、これから先も鈴菜しか抱かないけど、それでも不安になったらすぐに言ってほしい。鈴菜がしたいことも、好きなことも、何でもいいから全部話してほしいんだ』──鈴菜にそう言ってくれた昨晩の拓海の誠実さに思いを馳せる。

（ごめんね。もう同じ失敗は繰り返さないから……）

　心の中でそう誓い、拓海としっかり目を合わせた。寝不足のはずなのに高揚した表情を見せる彼は、少し乱れた黒髪と口角の上がった唇のせいで、壮絶な色気を放つ。

　どうした？　と問う眼差しは、穏やかで優しい。

「拓海。……私も、愛してる」

　一瞬の瞠目の後、凪いでいた拓海の瞳に情欲の火がついたのがはっきりわかった。

　瞬きをする暇もなく、ぐるりと視界が回り、両手を顔の横で縫い留められた。天井を背景にした拓海が、爽やかな朝に不釣り合いな妖しい笑みを浮かべている。

「煽った鈴菜が悪い」

「ちょっ、何言って──ん、んぅ！」

　最後まで言わせてもらえないまま、唇を塞がれ、口内に侵入してきた舌に自分のそれを嬲られた。早くも鈴菜の胸を揉んでいる拓海の大きな手は、昨日の愛撫で未だに敏感なそこをやわやわと淫猥に刺激する。

「ん、……む、ぅ……」

　一気に快楽の淵に引き摺り込まれて身体をくねらせると、猛々しくそそり立つ拓海の屹立が鈴菜の太ももに押しつけられた。

　ちゅっ、と小さなリップ音を響かせ、呼気のかかる距離で拓海が「鈴菜」と彼女の名前を呼んだ。そのまま顎、首、鎖骨、……とキスを降らせていく。

　鈴菜はゆっくりと目を閉じ、今まで知らなかった、どこまでも貪欲でいやらしい拓海の愛撫にその身を委ねた──。
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　はじめまして、こんにちは。太おお田たまりえです。

　今回、ご縁がありまして『濃蜜ラブルージュ』様で、こうしてお話を書かせていただくこととなりました。初めて編集担当様から連絡をいただいた時、心臓が破れそうなほどビックリしたことを今でも鮮明に覚えています。多分、死ぬまで忘れません。

　貴重な機会をいただけて、本当に嬉しいです。




　『溺愛偽装同棲～再会したのはＣＥＯになった元カレでした～』は、大学時代に別れてしまったふたりが社会人になって再会するところからお話が始まります。

　太田は、恥も外聞もなく、なりふり構わずヒロインのことを追いかけるヒーローが大好きなので、今作のヒーロー・拓海にも思う存分、ヒロイン・鈴菜を追いかけてもらいました。

　両片思いのふたりのお話を、お楽しみいただけましたら幸いです。

　表紙イラストは、海月くらげあると先生にお引き受けいただきました。実は、自分の作品をイメージした絵を描いていただくのは今回が初めてだったので、未だに夢見心地です。ラフを見せていただいた瞬間から、拓海と鈴菜のエロすぎる距離感にキュンとしてます。（特に、拓海の手の位置！　二度見どころか三度も四度も……百回くらい見ました！）あると先生、本当にありがとうございました！




　最後になりますが、編集担当様をはじめ、出版に携わってくださったすべての皆さま、執筆に理解を示してくれた夫、そして、この本を読んでくださった皆さまに、心からの感謝を。

　本当に、本当に、ありがとうございました！




　またどこかでお会いできることを祈って。






太田まりえ
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